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　山に降り積もった雪が、いまだ溶とけずに残っている初春。

　午前三時。満月の出ている深夜。

　通るものもほとんどない、町の郊こう外がい。山さん麓ろくへと続く坂道に、その家はあった。

　東雲しののめ家──立派な門構えの武ぶ家け屋や敷しきだ。門もん塀ぺいからはよく手入れされた柳やなぎや松が覗のぞいており、古めかしい道場のような印象を受ける。

　門前の道幅は広く、街がい灯とうがまったくない。そのためこの場所には、本来人の棲すまう町にはありえないほどの深い闇やみが横たわっていた。

　ゆえに道々に茂る美び麗れいな柳も、梢こずえを揺らす風ふう雅がな夜気も、闇を見通せぬ人の目には、ひどく不気味で恐ろしいものに見えてしまう。好んで踏ふみ込もうとする人間はいないだろう。

　瓦かわら葺ぶきの屋根に、一匹の黒猫が座っていた。

　シッポをぴんと立て、ヒゲをヒクヒクさせている。

　黒猫は夜空を見上げていた。

　蒼あおの瞳ひとみをいっぱいに見開き、銀色の満月に向かって、にゃーんとひと鳴きした。

　すると……

　あちこちで、呼応するように、にゃーん、にゃーん、にゃーん、と、次々に鳴き声があがった。猫たちの鳴き声が、交わり、連れん鎖さし、町の全ぜん域いきにまで広がっていく。

　それは、まるで何かを祝福するようでもあった。




　その少し前。東雲家の一室。

　灯あかりの点ついていない、広く薄うす暗ぐらい和室に、女の子がうつぶせに寝ころんでいた。

　背の低い、ツインテールの女の子だ。上は黄色のパーカー、チェックのミニスカートからはストライプのニーソックスを穿はいた脚がのびている。くいっくいっと膝ひざを曲げたりのばしたり。

「ふっふっふ～ん♪　にゃ～にゃ～にゃ～にゃ～♪」

　何だか楽しそうなことに没ぼつ頭とうしている様子である。

　広いおでこと金の猫目、三毛柄の髪の毛が特とく徴ちよう的な女の子だった。

　東雲鈴りん、というのが彼女の名前である。

　こんなに薄暗い部屋で、鈴が何をやっているのかというと──

「いよいよだねぇ～っ」

　子猫をつんつんして、愛めでていた。

　円つぶらな金色の瞳、長く綺き麗れいなシッポを持つ、たいへん愛らしい子猫だった。

「にゃーん、あむっ」

　ほっぺをつつかれた子猫は、くすぐったそうに身をよじり、鈴の指をかぷかぷと甘あま嚙がみする。

　肉球で指を挟み、嚙み嚙みしながら、お返しとばかりにぺろぺろ舐なめる。

　すると、鈴の相そう好ごうが幸せそ～にゆるんだ。

「にゃはは……くすぐったいよう美み緒おちゃん」

　鈴りんはごろごろ喉を鳴らしながら、トラ猫のお腹なかにほおずりした。ほこほこの毛皮に顔をうずめて、女の子が猫に一生懸けん命めい甘えている。美緒というのは、この子猫の名前である。

　名前の由来は『美しい尾』から来てるそう。

　猫を溺でき愛あいしている飼い主と、そんな飼い主のことが大好きな子猫──。

　どう見てもそんな感じ、では、あるのだが……。なんだかちょっとへん。

　そんなふうに、ひとりと一匹が仲なか睦むつまじくたわむれていると、新たな人影が現われた。

　ガラッと障子戸が開き、抑よく揚ようのない声が部屋に響ひびく。

「…………こっちの準備は終わったわ」

　声の主は、セーラー服姿の女の子だった。肌は色白で、真っ黒な髪かみを長く伸ばしている。

　年は鈴よりもちょっぴり上。左目の下の泣きぼくろが艶つやっぽい。

　彼女の名前は、東しの雲のめ千ち夜や子こ。まったく似ていないが、鈴の姉である。

　うつぶせになっていた鈴は、姉に向かって振り返り、陽気に片手を挙げた。

「あ、ちー姉ねえおかえりーっ。こっちも準備おっけーだよっ」

「……ふぅん？　あなたにも準備することなんてあったの？」

「えへへ！　美緒ちゃんと遊んで～、テンションをアゲアゲにしてたのーっ」

「……あっそう。それはそれは御苦労さま」

　げしっ。千夜子は無表情で、鈴のおでこを蹴けっ飛とばした。

　ちなみに鈴は千夜子のことを『ちー姉』と呼ぶ。

「あうちっ!?　[image: ～][image: ～]っ、たいなぁッ！　あにすんだコラあ[image: ～][image: ～][image: ～]ッ」

　鈴はおでこを押さえて涙目で怒ったが、黒髪セーラー服の少女・千夜子は、悪びれもせず、

「ふん、なんとなくムカついたのよ」

　ぼそっと呟つぶやいた。障子戸を閉め、中に入ってくる。

　あからさまに意地悪そ～な千夜子だったが、そばに寄ってきた子猫に「にぁ～」と足元で鳴かれると、その場に腰を下ろして、子猫を撫なでた。

「……まったく。美緒、あなたも本当に懲こりないヤツね。……これで五回目、だったかしら？　何回やったって無む駄だだと思うけど……」

「なに言ってんのちー姉!?　今度こそうまくいくに決まってるじゃん！」

　鈴が憤ふん慨がいした様子で叫ぶと、子猫に話しかけていた千夜子が妹に向き直った。

「三度目の正直って言うでしょう？　こういうのはね、相性で決まるの。気合とか、努力とか、根性とかでどうにかなるようなものではないの。……鈴、あなただって、嫌きらいな相手に何度告白されようと断るでしょう。それと同じ。四回やってダメなものは、五回やったってダメよ」

「う、う～ッ……だ、だけどさぁッ……もしもってことが……ある、かも……」

　段々と声がボソボソと小さくなっていく。最後には唇をきゅっと結んで、ぺたんと座り込んだ体たい勢せいで俯うつむいてしまった。

　千ち夜や子こは人形のように無表情な口元をわずかに歪ゆがめ、嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「……どうでもいいけれどね。うまくいこうがいくまいが。どうせ私には関係ないもの」

「うにゃぁ」

　鈴りんは力なく鳴いた。そんな妹を見た千夜子が、軽く舌打ちして、話を切り替えた。

「……鈴、そろそろ時間じゃないの？」

「わ、分かってるもんっ」

　ごしごしと袖そでで涙を拭ぬぐい、子猫を抱き上げる鈴。

　きょとんとする猫に愛いとおしげにほおずりをしてから、畳たたみに放した。

「がんばってねっ」

　小さなトラ猫は、ミィ～、と甘い声でお返事をして、トコトコ前進する。

　その様子を、鈴と千夜子の姉妹が見守っている。鈴はハラハラと、千夜子は無表情で。

　ぺたりぺたりと脚を動かし微び速そく前進していたトラ猫は、部屋の中心、豪ごう華かな座ざ布ぶ団とんの上に、ちょこんと座った。その前には古めかしい姿見があり、猫の姿を映している。

　この薄うす暗ぐらい部屋にいるのは、

　セーラー服姿の黒くろ髪かみ少女、東雲しののめ千夜子。

　その妹・三毛柄ツインテールの女の子、東雲鈴。

　小さなトラ猫、美み緒お。

　そして……もうひとり。

　場の準備が整ったのを見計らったように、障子戸がぴしゃりと音を立てて開け放たれた。

　しかしそこには誰だれもいない。まるで不ふ思し議ぎな力で自動的に開いたようだ。

　実際、そのとおりだった。

　薄暗い和室に月明かりが差し込み、闇やみを散らす。

　すると部屋の片かた隅すみに、妖よう艶えんな女性の輪りん郭かくが蜃しん気き楼ろうのように浮かび上がり、実体化した。

　この場に第三者がいたなら、まるで唐とう突とつに新たな人物が出現したように見えただろう。

　これもまた『まるで』ではなかった。比ひ喩ゆではなく、彼女はたったいま、この場に顕けん現げんしたのである。

「ようやく揃そろうたか──頃ころ合あいじゃな」

　典てん雅がな美声とともに、ゆらりと現われたのは、着物姿の美女。

　くるぶしまである真っ白な髪の毛。酷こく薄はくそうな切れ長のツリ目。肉感的な肢し体たい──。

　人の悪そうな薄笑いから、鋭い牙きばがチラリと覗のぞいている。

　まるで和装の吸きゆう血けつ鬼きといった出いで立たちだ。見るものすべてを平へい伏ふくさせるような威い圧あつ感を放っているのに、どうしてか気安い親しみを抱いてしまう──そんな不思議な印象の人だ。

「かぐらお姉ねえちゃん」

「かぐら姉ねえさん」

　鈴りんと千ち夜や子こが、白はく髪はつの美女をそう呼んだ。

　美女の名前は、東雲しののめかぐら。この家の家長で、鈴や千夜子の姉でもある。

　かぐらは、威い厳げんたっぷりの表情で妹たちを見回していたが、

「くぁ[image: ～][image: ～]」

　いきなり大あくびをして、猫が顔を洗うような仕草で涙をぬぐう。

「ぁ～、眠れむいのう。……ふぁ……春しゆん眠みん暁あかつきを覚えずとは、人間どももよう言うたものじゃな」

　赤い瞳ひとみをとろーんとさせて、むにゃむにゃするかぐら。

　せっかくクールビューティーな感じに登場したのに、なんだか台無しだった。

　ちなみにいまは夜中の三時なので、暁にはずいぶん早い。

　千夜子が肩をすくめて、ため息を吐ついた。

「……あきれた。かぐら姉さん、まさかいまのいままで寝ていたの？　テレビの上で？」

「ウムッ」

　妙に子供っぽい仕草でこくんと頷うなずく。この長女は、テレビの上でお昼寝するのが趣しゆ味みだった。

「ちょっとォ、かぐらお姉ちゃぁん！　あんでそんなにのんきなのようっ！　まじめにやってよねも──ッ！」

　鈴が握り拳こぶしをぶんぶん振って怒ると、かぐらはポリポリと頰ほおを指でかいた。

「最近忙しいもんでのう、寝不足なんじゃよ。ま、そう怒るでない。わーっておる。きっちり、やるこたやるわい」

「……むーっ。やる気が感じられないぞぉ……？」

　鈴はジト目で長女をねめつける。じわ、と涙ぐみ、

「……やっぱり、かぐらお姉ちゃんも、失敗すると、思ってるの……？」

「……まぁな。正直な話、成功率は低かろうよ。だが、それでも本人がやるというのだから止めはせんさ。これでダメなら諦あきらめもつこう」

「ぐすっ……」

「あーあー、泣くでない。いずれにせよ、やってみなくては結果なぞ分からんし、妾わらわも手を抜くつもりはない。できることはやってやる──あとは、まあ、なるようになるであろうよ」

　かぐらは、ぺたんとお座りしている鈴の頭に、そっと手を置き、くしゃくしゃ撫なでた。

　それから姿見のとなりに移動し、ふふんっと尊そん大だいな笑顔で子猫を見下ろす。

「さぁ、美み緒お。はじめるぞ──覚悟はよいか？」

「ウニャッ」

「カカッ、良い返事じゃ。では──」

　ぱちんと片眼をつむったかぐらは、ぽんと無造作に姿見を叩たたいた。ちょうど壊こわれたテレビに気合を入れてやるような具合にだ。すると……

　ヴン、という奇妙な音がして、鏡面が紫むらさき色いろの妖よう光こうを帯び始める。次いで、室内を満たしていた月光が鏡に向かって収しゆう束そくし、一条の光線へと変わる。

　かぐらの術式が起動し、『儀ぎ式しき』が始まったのだ。

　鈴りんや千ち夜や子こ、かぐらの姿がふっと闇やみに包まれ、古めかしい姿見と、小さなトラ猫の姿だけが、スポットライトに照らされているように浮かび上がった。

　座ざ布ぶ団とんにお座りした小さなトラ猫は、鏡に映った自分を、ひたすらじっと見つめている。

　暗闇を見通すときのように、金色の瞳ひとみを大きく見開いていた。

　鏡に映る月の輝かがやきが、やや増す。虫や風の音が完全に止やみ、代わりに、

　にゃーん、にゃーん、にゃーん……、と、どこからともなく猫の鳴き声が木霊こだました。

　かぐらも、千夜子も、鈴も。誰だれも、何も言わない。無言で子猫──美み緒おの様子を眺ながめている。

「…………」

　鏡に映る子猫の瞳に、鏡が映っている。合わせ鏡の要領だ。鏡に映る瞳に映る鏡には、さらに子猫が映っており──その瞳には、やはり鏡に映る自分の瞳が映っている。

　そんな入いれ籠こ構造が延々と続く。

　特定の手法によって作られた合わせ鏡には、尋じん常じようならざるものが映る。

　それは未来や過去の自分であったり、死者であったり、ときには悪あく魔まであったりする。

　これもまた、その亜あ種しゆではあろう。

　つくかがみ、という。

　儀式が最終段階に入る。子猫の身体からだがぼんやりと紫色の妖光に覆おおわれていく。そしてその本体はまったく微び動どうだにしていないのに、鏡の中の猫にのみ、異常が現われ始めた。

　人の目には見み極きわめられぬほど小さな、入れ籠構造の合わせ鏡。

　合わせ鏡に映る、瞳の中の子猫。瞳の中の子猫。瞳の中の子猫。瞳の中の子猫──

　全員がまったく同一の姿をしているはずなのに、していなければならないはずなのに。

　一匹だけ……いつの間にか別のものに変わっている。

　それは断じて猫の姿ではなかった。

　それは人に似て、人にあらざる姿であった。

　鏡の前に座る子猫の本体が、ぐにゃりと揺らめき──

　瞬しゆん間かん、カッ、と鏡から光が溢あふれ出した。

　部屋全体が眩まばゆい閃せん光こうに包まれ、全員の視界が真っ白になる。

　バシュゥッ──────………………

　竜巻のように荒れ狂った光は、数秒で落ち着き、何事もなかったかのように静せい寂じやくが戻る。

　儀式が終わったのだ。

　残ざん滓しなのか、螢ほたるのような光の粒が、きらきらと舞まい飛んでいた。

　その場の全員が、ぎゅっとつむっていた目ま蓋ぶたを、ゆっくりと開ける。

　と──

「………………あ～」

　儀ぎ式しきの結果を見るや、鈴りんががっかりしたように声を漏もらした。

「……やっぱり」

「フン、失敗か」

　千ち夜や子ことかぐらも、ため息を吐つく。

　彼女らが期待していた光景はそこにはなく、鏡の前には元通り、小さなトラ猫がちょこんと座っていたからだ。

　だが──次の瞬しゆん間かん。

　かぐらの瞳どう孔こうがきゅぅっと縦たてに裂さけ、注意深く子猫と鏡を凝ぎよう視しした。

　単なる失敗とは違う。そう判断したのだ。

「むっ……」

　儀式が終わったというのに、子猫は集中を解とかぬまま、いまだうっすらと紫むらさき色いろの妖よう光こうに包まれている。さらにすべての妖力を放出し尽くしたはずの鏡が、突然カタカタと震ふるえ始めた。

「えっ……えっえっ？　な、なにこれ……」

「失敗したはずではないの……？」

　想定外の事じ態たいに、鈴が驚おどろいてうろたえる。千夜子も目を見開いていた。

　鏡の震えはさらに強まっていく。地震ではない。鏡そのものが音おん叉さの共鳴現象のように振動しているのだ。

「ほほう、これは──」

　かぐらが感かん銘めいしたように何かを言い止さしたとき、鏡面にびしびしと光の亀裂が走り、内側に溜たまっていたものが一斉に吹き出した。

　先ほどとは比較にならない光量の閃せん光こう。どっしりとした姿見が跡あと形かたもなく弾はじけ飛び、全員の視界が再び真っ白に閉ざされる。

「「にゃ────っ!?」」

　ほとんど爆ばく発はつに近かった。襖ふすまや障子戸が残らず吹っ飛び、体重の軽い鈴が部屋の隅すみまでゴロゴロ転がっていく。千夜子も片かた膝ひざをつき、腕で目を隠かくして光の乱らん舞ぶに堪たえていた。

　残ざん滓しを残して光の奔ほん流りゆうがおさまり……その場の全員が、再びゆっくり目を開ける。

「………………」

「………………」

「………………」

　部屋の隅っこでひっくり返っている鈴。片膝立ちの千夜子。平然と立っているかぐら。

　三人は、揃そろって黙だまり込んでしまう。一度は失敗したかと思われた儀式が、まったく逆の結果をもって目の前に現われていたからだ。

「ふぁ……？」

　子猫がお座りしていた座ざ布ぶ団とんに、人間の女の子が、ぺたんとしゃがみ込んでいる。

　ぽかーんと口を半開きにしていた。

　大きな金色の瞳ひとみ。濃のう淡たんのある茶色の髪かみの毛。ぷにぷに柔やわらかそうなほっぺた。

　背丈はとても小さい。十歳くらいに見える。

　そして。

　何よりも特とく徴ちよう的なのは、ネコ耳とシッポが生えていることだ。

　つい数秒前までそこにいた、トラ猫のものとそっくりだった。

「ほぁ……」

　そう、彼女──美み緒おは、トラ猫の姿から、人間の姿へと変化したのである。

　それこそが、たったいま彼女らが行った儀ぎ式しき──美緒が会え得とくした術の効果だった。

「…………うそ。……まさか……本当に成功、した、の？」

　片かた膝ひざをついたまま、千ち夜や子こが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　目の前の光景が信じられない、そんな表情である。

　ちなみに彼女にも、黒猫の耳とシッポが生えている。

　セーラー服に黒髪という千夜子の容よう姿しに、黒猫のパーツはよく似合っていた。

「……は、はぁぁ……っ。ほ、ほらあっ、だから言ったじゃん！　今度こそうまくいくに決まってるって！」

　と言いつつ、ひっくり返ったまま驚おどろきに目を見開いている鈴りん。

　彼女のツインテールの上からも、三毛猫のネコ耳が生えていた。もちろんシッポもセットで。

　驚いて固まっている鈴＆千夜子。

　白い和装の美女・かぐらが得心したようにうなる。

「……なるほどのう。去年まで失敗続きだったのは、妖よう力りよくが小さすぎたからではなく、でかすぎたからかもしれぬな。ただでさえ扱い難にくいでかぶつを術具で増ぞう幅ふくなんぞしていたら、そりゃ制せい御ぎよできるわけもない。邪じや魔まものをぶちこわしてようやく、というところか。……ともあれ、人化の儀は成なった。成って、しまった。……まぁ、会得してしまったものは仕方あるまい。それならそれで、違う話をする必要があるか──さて」

　かぐらは酷こく薄はくな瞳で美緒を見下ろし、半なかば独り言のように語る。

　その頭頂からは、やはり白いネコ耳が生えている。お尻には、白いシッポ。

　とうのトラ猫少女──美緒はといえば、かぐらの話を聞きながらも、砕くだけた鏡の破片をじぃっと覗のぞき込んでいる。

「ふぁ？」

　鏡に映る半人半猫の女の子。

「ふぁ？　ぁ[image: ～][image: ～]？」

　美み緒おが眼をぱちぱち瞬またたかせると、鏡に映った女の子も、眼をぱちぱち。

　両手をぐーぱーぐーぱーしたり、身体からだのあちこちを触さわってみる。

　するとやっぱり鏡に映った女の子も、同じ仕草をするのだった。

「ふはぁ……。はぁわ[image: ～][image: ～]？」

　おおっ、なんだかすごいぞっ、みたいな表情。儀ぎ式しきが成功したことへの喜びや驚おどろきよりも、まったく違う姿に変わってしまった自分への戸と惑まどいが先に立っている。そんな感じである。

　たとえあらかじめ『こうなるかもしれない』ことが分かっていたのだとしても、自分の身体がまったく別の生き物に変わってしまったのだから、混乱してしまうのも無理はない。

　そこへ、

「かっわい────っ」

　感かん極きわまったような叫びとともに、ツインテールの少女・鈴りんが美緒に抱きついた。

「あにゃっ!?」

　悲鳴を上げてしまう美緒。トラ柄シッポが、ぶわわっと広がる。

「美緒ちゃんが人間になったら、絶対絶対かわいいだろーなって、思ってたんだあたしっ。うわーうわーうわぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、やっぱりだよう。すっごい嬉うれしい[image: ～][image: ～]」

「にゃぁ～」

　びっくりしてじたばたする美緒に、愛いとおしげにほおずりする鈴。

　そのとき、後ろから手が伸びてきて、三毛柄ネコ耳がギューっと引っ張られた。

「あいたたたたたっ。いきなりあにすんのさ、ちー姉ねえっ!?」

　振り返って文句を言う鈴。

　耳を引っ張った犯人は、黒くろ髪かみセーラー服姿の黒猫少女、千ち夜や子こだった。

「黙だまりなさいおばか。いきなり何すんのさは、この子の台詞せりふでしょう」

「えぇ？　……あ」

　美緒が眼をぐるぐる回しているところを見た鈴は、あらやだ、みたいな顔になった。

「ごめぇん美緒ちゃん……だいじょぶ？」

「うぅ[image: ～][image: ～]」

　美緒は頭を抱えて呻うめいていたが、やがて『大丈夫っ』という意味でコクコク頷うなずいた。

　そこで千夜子が、そっとしゃがみ込み、美緒の喉のどの下に手を入れた。

「ごろごろごろごろ……」

　喉の下をくすぐられて、眼を細めてうっとりする美緒。

　それを眺ながめる千夜子は、うむうむと満足げ。

「……なるほど、これはかわいいわね」

「あ[image: ～][image: ～]ん、ちー姉っ、ずるいずるい[image: ～][image: ～]あたしも[image: ～][image: ～]」

「……順番で代わってあげるから、もう少し待ちなさいよ」

「やぁだ～、待ちきれないよ～っ」

　人間になったばかりの美み緒おを囲んで、取り合いを始める千ち夜や子こ＆鈴りんの姉妹。

　それを憮ぶ然ぜんと眺ながめていたかぐらが、その争いに割り込んだ。

　言い合いをするふたりの頭を強力な握力でがっしりと摑つかみ、不気味な薄うす笑わらいを近づけて言う。

「千夜子？　鈴？　妾わらわの話の最中に割り込んできて、ずいぶんと楽しそうじゃのう。……それは、頭ず蓋がいを握り潰つぶされたいということか？」

「「……ぃぇ」」

　ふたりは真まっ青さおになって呟つぶやいた。この恐ろしい長女の言動が、冗談などではないとよくわきまえていたからだ。

「よし」

　ふたりを押しのけたかぐらは、語気を緩ゆるめた。

「ひとまずは寿ことほごうか。見事じゃ、美緒。その姿、せいぜい大切にせいよ」

「にゃっ！」

　美緒はかぐらを振り仰あおいで、真剣なまなざしで頷うなずいたのだが。

「ふぇ、ふぇ……」

　そこで鼻がむずむずと。

　人間になったばかりの美緒には、暖あたたかく裸身を覆おおってくれていたモフモフ毛皮はもうないわけで──

「くちゅん！」

　一糸まとわぬ姿のトラ猫少女が、両眼をバッテンにしてくしゃみをした。




　ちょっぴり恐こわくて威い厳げんたっぷりの長女。白はく髪はつ和装の白猫、東雲しののめかぐら。

　一見クールで、ちょっと意地悪な次女。黒髪セーラー服の黒猫、東雲千夜子。

　泣き虫だけど、元気いっぱいの四女。ツインテールの三毛猫、東雲鈴。

　そして──

　たったいま、人間になったばかりの三女。天然オチコボレのトラ猫、東雲美緒。

　東雲家に住まう四姉妹は、人間ではない。

　猫ねこ又またである。







[image: 第一話『トラ猫チュートリアル』]







　東雲しののめ家は人間の町に居きよを構える、最後の猫ねこ又まただ。

　猫又といっても人間の伝でん承しようにあるそれとは大分違う。

　猫又という名前とは裏うら腹はらに、シッポが二ふた叉またに分かれていたりしないし、人間を食べたりもしない。死んだ猫が化けてでる『化け猫』とも違う。

　祖を除き、猫又は生まれたときから猫又である。

　猫そっくりの姿をしている、別の生き物──『妖よう怪かい』なのだ。

　もちろん祟たたったりしない。怒って仕返しをしたりはするかもしれないけれど、それは人間同士だって同じだろう。

　そんなわけで、現実に存在する猫又は、伝承の猫又とは違う『生き物』だ。

　同じところがあるとすれば『人間の女に化ける』という点──。

「くちゅん！」

　たったいま子猫の姿から人間の少女の姿に変へん貌ぼうを果たしたばかりの猫又、美み緒おは、盛大にくしゃみをして、小さな鼻をすんすん鳴らした。

　依い然ぜんとして、東雲家、人化の儀式を執とり行った部屋である。

　座ざ布ぶ団とんにぺたんと座り込んでいる美緒は、何も着ていない。

　はだかんぼうだ。生まれてからさっきまで、ずっとずっと着ていたトラジマの毛皮は、髪かみの毛だけを残し、もう失われてしまっている。

　季節は初春。夜明けにはまだまだ早い時間。障子戸を明け放した部屋の気温は低い。

　人間には毛皮がなくて、とっても寒い。

　この姿になって、美緒が初めて知ったことだった。

「くちゅん！　くちゅん！」

　美緒はくしゃみを連発して、ぶるりと震ふるえ上がった。

「ふぇ……」

　じわ……と、金色の瞳ひとみに涙が浮かぶ。

　はだかでいると寒い。それはとってもよく分かった。でも、どうしたらいいんだろう？

　美緒は悩んだ。ずっと猫として生きてきた彼女には、服を着るという発想がとっさに出てこない。

「ん、んっ」

　きょろきょろ周囲を見回し、猫なりの発想で、暖だんを取る方法を探す。

　そして──

「にゃんっ」

　美緒は黒髪セーラー服姿の次女・千ち夜や子こに向かってジャンプした。

　寒いときは、人間に抱っこしてもらうといい。

　そういう判断だ。だが、

「おっと」

　千ち夜や子こは胸に飛び込んできた妹を、ひらりと回かい避ひした。

　べしんっ！　哀あわれ美み緒おは、畳たたみにお腹なかから墜つい落らくしてしまう。

「んう[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!?」

　恨うらめしそうな涙目で千夜子を見上げる美緒。対する千夜子はしれっとしたものだ。

「なによ、鼻水たらしたまま飛びついてこないで頂ちよう戴だい。服が汚れるわ」

「ちー姉ねえひどっ!?　それでも姉!?」

　ツインテールの末っ子・鈴りんが千夜子に食ってかかった。

　慌あわててうつぶせに倒れた美緒のそばにしゃがみ込み、起きあがらせてくれる。

　それからポケットティッシュを取り出し、

「大丈夫……美緒ちゃん？　あたしがハナかんであげるね？」

　ちーん。

　鈴に甲か斐い甲が斐いしく鼻をかんでもらう美緒。初めて鼻をかんだので少々時間がかかった。

　ちなみに鈴は十三歳。美緒は一つ上の十四歳。美緒の方が三女──お姉ちゃんだ。

　ただし鈴は十歳のときから人間として暮らしているので『人間としての精神年齢』は姉妹が逆転してしまっている。人間としての外見も、美緒は鈴よりもずいぶんと子供っぽい。

　補ほ足そくしておくと、普通の猫と猫ねこ又またとでは寿命や成長速度に大きな隔へだたりがある。

　剣と魔法の世界フアンタジーで喩たとえるなら、人間ヒユーマンと長命種族エルフとの違いのようなものだ。猫又はだいたい二十歳くらいで成長が止まり、基本的に老化しない。反面、繁はん殖しよく力りよくはきわめて低い。

　寿命が長く死ににくいから、多くの子孫を必要としない。高度に進化した生物によく見られる性質だ。

　猫又は十歳になった年の春に儀ぎ式しきを行い、任にん意いの妖よう術じゆつをひとつ会え得とくする。

　以降、十年おきに一つずつ新しい術を会得していく。

　美緒が選んだのは、猫から人に姿を変える『人化の術』。

　姉妹たちが揃そろって会得しているものだ。

　ところが美緒は、一年に一度しか挑戦できない術を会得するための儀式を、いままで何度も失敗してきていた。

　十四歳になった今年、五回目のチャレンジで、ようやく成功したというわけだ。

　猫又は初めて人間に変化したとき（実年齢が何歳であっても）『十歳の人間の姿』となり、そこから人間としての成長がスタートする。

　だから美緒は十四歳なのに、見た目は十歳の女の子なのだ。

　先ほど姉妹たちが言っていたとおり、何度も同じ儀式を行うのは、かなり無む謀ぼうなことだ。

　術と相性が合っていない。成功率は低いだろう。

　十四歳にもなって一つも術を会得していないのはオチコボレだから、『人化の術』は諦あきらめて、早く違う術を覚えなさい。そう何度も説得を受けた。

　他ほかの仲間たちは皆、相性が悪いと分かったら、その術はすっぱり諦あきらめ、数年のうちに別の術を会え得とくしている。

　それでも美み緒おは、諦めなかった。どうしても人間になってみたかったからだ。

　そう深い考えがあったわけではない。

　なんといっても美緒は子供で、猫で、女の子なのだ。好奇心の塊かたまりといってもいい。

　そんな美緒のすぐそばで、姉妹たちが人間として暮らしている。

　自分もやってみたい、絶対人間になってみたい──強きよう烈れつな興きよう味みを抱くのは当然のことだ。

　誰だれよりも強い好奇心と、大好きな姉妹たちへの憧あこがれ。それが美緒の行動動どう機きになっていた。

　人間の言葉や習しゆう慣かんなどについて、自分なりに勉強もしてきた。

　とはいえ、儀ぎ式しきは努力や学習で成功率を上げられるようなものではない。

　いままでダメだったものが、どうして今回に限って成功したのか。

　実のところ、美緒にはよく分かってないのだが。

　諦めずに挑戦してよかった、と思う。

　少なくとも諦めてしまっていたら、今回の成功はなかったのだから。

　そしてこの度たび、執しゆう念ねんが実り、念願叶かなって、ようやく人間になることができたわけだが。

　様々な感かん慨がいよりも強く、いま美緒の頭を占めているのは、

「くちゅん！　……ぅう[image: ～][image: ～][image: ～]」

　寒い寒い寒いっ！　人間って寒い!?　という、生理的な不満であった。

　これをなんとかしないことには、他のことは考えられない。

　嬉うれしいとか感動とか言ってる場合じゃないのである。

「ん、ん」

「はいはい、美緒ちゃん、ちーん」

　嬉き々きとして姉の世話を焼く鈴りん。

　美緒も自然な様子で妹に甘える。

　ふたりの関係は普通の姉妹とは、ちょっと違う。

　姉は頼りになる妹に甘えるのが大好きで、面倒見のいい妹は手のかかる姉を溺でき愛あいしている。

　そんなふたりはいま、ぺたんとしゃがみ込み、向かい合っていた。

「ん？　美緒ちゃん？　なァに？」

「……あ、あ、あ～……」

　両腕と表情をぎこちなく動かす美緒。

　猫は言葉でなく、鳴き声とボディーランゲージ、そしてニュアンスでコミュニケーションを取る。美緒はいままでやってきたように、『寒い』ことを訴えようとしたのだが。

「えと……美緒ちゃん？　それ、なんの踊おどり？」

　ぜんぜん伝わってなかった。

　それもそのはず。猫と人間の身体からだの造りはまったく違うわけで、どう動かせば自分の気持ちを表現できるのか、さっぱり分からないのだ。

「はぅ……」

　美み緒おはしょんぼりと項うな垂だれて、困ってしまった。

　人間ならば誰だれもが当然のように知っていて、日常的に使っている、人間特有のコミュニケーション方法について、思い至ることができない。

　そこで。見かねたように白はく髪はつ和装の長女・かぐらが助け船を出した。

「ほれ鈴りん、おまえが人間になったときのことを思い出してみるがいい。あのとき、おまえは同じ理由で困っていたはずじゃろう」

「あ、そっか！」

　鈴の表情に理解の色が広がった。両手を、ぱん、と打ち合わせる。

「？」

　きょとんと首を傾かしげる美緒に、鈴は真剣な顔で言う。

「美緒ちゃん、なにかあたしに伝えたいこと、あるんだよね？」

　こくん、と頷うなずく美緒。その顔に、ぴ、と鈴の人差し指が突き付けられた。

「そーゆーときはねっ、『言葉』を使うの」

「!?」

「人間の、言葉。声に出して、言うの。あんなにたくさん勉強したじゃない。……だから、できるはずだよ？」

「あ……」

　美緒は喉のどに片手を当てて、もごもごと口を動かした。

　鈴の言うとおり、人間の言葉は知っている。

　自分で喋しやべったことはないけれど、姉妹たちが話す言葉は、キチンと理解していた。

　猫の声帯では人間の言葉を発音することができなかっただけ。

　だから──

「……ちゃん」

「ん？　なぁに？　美緒ちゃん？　もーいっかい、言ってみ？」

　鈴は畳たたみに両手をつき、前に乗り出すような体たい勢せい。

　キラキラと期待に満ちた瞳ひとみで美緒を見つめている。

　美緒はしばし迷っていたが、やがて、

「りん、ちゃん」

　妹に向かってにっこり微笑ほほえみかけた。生まれて初めて喋った、人間の言葉だった。

「わぁっ──」

　鈴りんが目の前で破は顔がんした。

「やばっ！　どうしよッ！　もーっ、すんごい嬉うれしい────────っ！」

　両りよう頰ほほに手を当てて、いやんいやんと身もだえする。

「……りんちゃん？」

「いい！　その響ひびきいいよ！　もっかい呼んで!?」

「ふええ……」

　聞く耳持たなくなってしまった妹の狂きよう態たいに、美み緒おはおろおろするばかり。

　そこで鈴の後頭部に蹴けりが入った。ツインテールがぶるんと揺れる。

「あいたっ!?」

「……落ち着きなさい、おばか」

　鈴が振り返ると、そこには千ち夜や子この足あし裏うらが。次女は「ふん」と鼻を鳴らし、美緒を見下ろす。

「ほら、美緒、何か言いたいことあるんでしょ？　さっさと言ってみなさい」

「は、はい……ちい姉ねえさま」

　鈴に倣ならってそう呼ぶと、

「ふん。ちい姉さま、ね」

　千夜子はちょっと頰を染めた。照れ隠かくしのように言い捨てる。

「……で、なによ？」

「と、とっても……えと、さむ？　さむいんですっ……！」

　美緒は腕で身体からだを抱いてブルブルと震ふるえる。

「え？　あ！　そっか服！　美緒ちゃんはだかじゃん！　そりゃ寒いってば!?　ええと！　ええと！　じゃあとりあえずあたしの服取ってくるから──」

　鈴は大おお慌あわてで立ち上がり、部屋の外へと小走りで駆かけていった。

　千夜子はさっきの騒そう動どうで吹き飛んでしまった障子戸を振り返る。

「ここは私が片付けておくから、こんな寒いところにいないで、かぐら姉さんと一緒にとなりの部屋に行きなさい」

「うむっ、千夜子、ここは任まかせるぞ」

　かぐらは美緒をひょいっと抱っこして、となりの部屋へと移動した。

　似たような和室である。かぐらは適当に座ざ布ぶ団とんを敷しいて座り、あぐらの上に美緒をのせた。

　そうして背後から、ぎゅ、と腕を回す。

「わぁ……」

　姉のぬくもりが、寒さをずいぶんやわらげてくれた。

「あり……ぁとうございます、かぐら姉さま」

　舌っ足らずな口調ながらも礼を述べる美緒。ほわんと、その口元に自然な笑みが浮かんだ。

　部屋にいるのは、美緒とかぐらのふたりだけ。かぐらは妹を寒さから護まもりながら、口を開いた。

「よしよし……美み緒お。鈴りんが来るまで、妾わらわと少し話そうか」

　美緒は姉に抱っこされたまま、こくんと頷うなずいた。

　しんと静かな部屋に、かぐらの声だけが響ひびく。

「知ってのとおり、この家は人の町にある。一族の中でも、我われ等らは人の世に棲すまう異い端たんなのだ。いまや御み山やまであえて人の姿を取るものはほとんどおらぬ──が、千ち夜や子こも鈴も、おまえたちの母親も、さらにその母親も、皆、人の姿を得、人として暮らしてきた」

　千夜子、美緒、鈴の三人は同じ母親から生まれた紛まぎれもない姉妹だが、かぐらだけは違う。

　かぐらは遥はるか昔から生き続ける『猫ねこ[image: ]しよう』と呼ばれる高位の存在なのだ。

　東雲しののめ家の祖として、ずっとずっとこの家の『長女』を務めてきた。

「だがな、美緒。以前も言ったと思うが、人の姿を得るのは断じて強制ではないのだぞ？　むしろ妾は、人化の術の会え得とくについては常に反対してきた。人間が大嫌いだからだ。人も、人の世も、人の姿も、忌いま々いましくて仕方がないと思っておるよ」

　姉の顔を振り仰あおぐと、かぐらは酷こく薄はくな薄うす笑わらいを浮かべていた。

「妾が御山を離はなれ、この地に留とどまっておるのは、あくまでやむを得ぬ故ゆえがあってのこと。現代の世にあっては、我等とて人間どもとまったくの無関係ではいられぬ。どうしても町に棲み、人間どもと渡り合う役が要いる。それだけのことだ。断じて、妾の可愛かわいい妹たちを人間にするためではない」

　大多数の猫ねこ又または、人間を厭いとい、山奥の隠かくれ里でひっそりと暮らしている。一方で大多数の人間たちも、かつて共存していた猫又のことを、いまやすっかり忘れ去ってしまっている。

　両種族の確かく執しつには、大きな理由があるのだそうだが──その内容を年若い美緒たちは知らない。当然かぐらは知っていて、それで人間を嫌っているのだろうが、教えてくれるつもりはなさそうだ。人間を嫌っていてなお、種族の代表として人の世界に留まっている理由も。

　美緒は、ぐっと強いまなざしをかぐらに向けた。自分の気持ちを分かってもらうために。

「……あの……かぐら、姉ねえ、さま。……わたし……」

　そこでかぐらは、呆あきれたように苦笑した。

「ああ、ああ、皆まで言うでない。去年も一昨年おととしも、妾がさんざん止めたのに聞く耳持たなかったであろう、おまえ。──分かっておるよ、人として暮らす姉妹たちと、ずっと共にあったのじゃからな。人の世に興きよう味みを持ってしまうのは道理であろう。千夜子も鈴も、おまえの母親も、皆、似たようなことを抜かしておったわ」

「かぐら、姉さま……」

「ふん、人の世に棲む以上『人の毒』からは逃のがれられん。かくいう妾も、こうして人の姿を取り、人の作った衣を纏まとい、煙草たばこを吸い、ネコ缶を食らい、テレビの上で寝る。人間にかぶれるものどもの気持ちも、まあ、分からんでもないよ。だから、人になるなと強く止めることはせん。おのおのが各自の責任でもって好きにすればよい。我等の本性のままにな」

　事実、千ち夜や子こと鈴りんはかぐらの反対を押し切り、人化の術を会え得とくし、人として暮らし、学校にも通っている。それは、彼女らが好きでやっていることなのだ。

「……だが心せよ。いまのおまえが『人間をやってみたい』と言うのはな。しょせん姉妹たちへの憧あこがれや、強い好奇心に突き動かされているだけのこと。──『人間になる』ということは、『違う生き物として生まれ変わる』ということじゃ。良いことばかりでは決してない」

　猫と人間は、違う生き物だ。人化の術を会得した猫ねこ又または、以降、二つの生物の狭はざ間まで生きていくことになる。

　美み緒おはいままで猫の感覚でものを考え、猫の本能に従って、猫のように生きてきた。

　そうやって上手うまくやってきたし、猫としての生活は、十分に幸せだった。

　でも、これからは、そうはいかないということだ。

　それがどういうことなのか、いまの美緒には、分からない。

「……よく……わかりません……」

「であろう。じゃが、こればかりはいかに言葉で伝えても意味はない。自分で実感してみんことにはな。じゃから、千夜子のときも、鈴のときも、妾わらわはこう言うた」

　かぐらはあぐらの上にのせた美緒の頭を、そっと撫なでる。

「まずは一週間、人間の世界を体験してみるがいい」

「たい……けん？」

「うむ。それでダメじゃと思うたのなら、妾がおまえの術を解といてやろう。再び、ずっと猫の姿でいられるようにしてやろう。一週間の間にいやな想おもいをしたのなら、その記き憶おくを封じてやってもよい。そうしていままでどおり、猫として生きていけばいい」

『人化の術』を会得した猫又は、猫の姿に戻ることができなくなる。『一時的に猫の姿に戻る』ことしかできず、一日の大半を人間の姿で『人間として』過ごさなければならない。

　その状況に耐えられなかったなら、術を解いてやる、いやな記憶も封じてやる。

　かぐらはそう言ってくれているのだ。とても優やさしい姉の言葉は、同時に、美緒が『人間として生きていく』ことの難しさを示し唆さしているようでもあった。

「よいか、美緒。七日七晩の後、もう一度聞こう。人の世はどうであったか。猫に戻るのか、そのまま人として生きるのか。おまえの選せん択たくを」

「ちい姉ねえさまや、りんちゃんは……そこで決めた……のですね……人間として生きることを」

「そういうことだ。アレらはな、それぞれ別の理由で人をやっておる。興きよう味みがあるのなら、アレらの答えを聞いて、参考にするのもよかろう」

　千夜子、鈴。ふたりが猫の姿を捨て、人間として生きている理由。

　それはなんだろうかと美緒は想う。

「だが、妾が聞きたいのはおまえの答えだ。おまえが決めた、おまえだけの答えだ、美緒」

「……はい。かぐら姉さま」

　美み緒おは神妙に頷うなずいた。

「うむ。人の脚で歩き、猫として生きてきた人の目で、人の世を観みてこい。よいところも、気に入らんことも、余さず体験してこい。その上で、納得して、決めろ」

「──はいっ、ふぁ……くちゅっ!?」

　くしゃみを一発。

　とまあ、そういうわけで。

　いままで猫として生きてきた少女──。

　東雲しののめ美緒の人生が、このとき始まったのである。




「おっ待たせ──ッ」

　がらりと障子戸が開かれ、鈴りんが戻ってきた。着替えやバスタオルを持っている。

　びゅぅっと風が吹き込んできて、美緒はぶるるっと震ふるえた。寒い。

　この場にいるのは美緒と鈴のふたりだけだ。

　話を終えたかぐらは、鈴が来るちょっと前に、ふらりと出て行ってしまった。

　鈴はしゃがんでいる美緒の顔を、中腰で覗のぞき込む。

「さっ美緒ちゃん。着替える前に、お風呂にはいろーね？」

「おふろ……ですか？」

　きょとん、と首を傾かしげる美緒に、鈴は指を一本立てて言い含める。

「そうそう。人間になったんだから、これからは毎日お風呂入らないとダメだよ[image: ～][image: ～]？」

「ふぇ……」

　途と端たん、うるうると眼に涙を浮かべる美緒。

　美緒は、シャンプーがキライだった。シャンプーがキライな猫は、けっこう多いはずだ。

　何故なぜなら……匂においがつーんという感じだし……目がしぱしぱするし……

　なにより毛皮が濡ぬれる感かん触しよくがすっごくイヤ。でも、ドライヤーとブラッシングは好き。

「だいじょぶだって、あたしも昔はキライだったけど、今では大のお風呂好きになったもん。冷えた身体からだも一発で温あたたまるよ。ホラホラ、行こッ」

「あっ」

　鈴は、はだかんぼうの美緒を立ち上がらせようとしたのだが。

　かくん、と美緒の膝ひざが折れ、がくがくと震え始める。

「……りんちゃぁん………た、立てません[image: ～][image: ～]……」

　いままで四本の脚で大地を踏ふみしめていたのだ。いきなり二足歩行ができるわけもない。

　脚の長さが違う。関節の位置が違う。バランサーの役割をはたしていたヒゲがない。

　視界さえ異様だった。やたらとくっきり見える代わりに、なんだかふよふよして頼りない。

　猫の眼球から人の眼球へ──視力の性質が変化して、動体視力や空間把は握あく能力が軒のき並なみ低下している上、新しい感覚にまったくついていけていない。そう、いまの美み緒おはまさしく、猫が人間の身体からだを操縦しようともがいているような状況であった。

「大丈夫、大丈夫、あたしに任まかせて？」

　鈴りんは、生まれたての子こ鹿じかみたいにふらついている美緒の両手をそっと取った。

　歩き始めたばかりの赤ちゃんを補ほ助じよするみたいに、支えてくれる。

「す、すっごぉ～く、怖いのですが……」

　美緒は半泣きだ。さっきまで地面すれすれを歩くのが当然だったのに、いきなり背がぐぐっと伸びたものだから、視界が高くて空を飛んでいるような気分。

　高いところは好きだが、他ほかの不安要素と相まってとってもとってもおっかない。

　すがれるものは、優やさしい妹の手の温ぬくもりだけ。

「後ろ脚で歩くの練習したでしょ？　膝ひざを曲げないで、体重を真まっ直すぐ下にかけるの」

「こ、こうですかぁ……？」

「そう。うまいうまい、いい感じ……ああダメダメ、不安なのは分かるけど、前脚──手に頼ろうとすると余計バランス崩くずれちゃうから。そうそう、そんな感じ。で、ゆっくりと膝を曲げて、前に踏ふみ出す──」

「わ、わ、」

　鈴に手を貸してもらいつつ、左、右、左、右。ゆっくりと着実に廊下を進む。

　よたよた、ぴょこぴょこ。びくびく、おろおろ……とまぁそんな感じで、本人としては真剣なのだろうが、傍はたから見たなら愛らしい光景ではあった。

　そんな練習の甲か斐いあって、二足歩行には徐じよ々じよに慣れてきた、と思う。

　そうして数分後……

　美緒と鈴は、東雲しののめ家の露ろ天てん風呂に佇たたずんでいた。湯気がもくもくとけぶっている。

　空は暗い。昨日きのうまでの美緒ならば、月と星の明かりだけで十分闇やみを見通せたし、そもそも見えなくても、どこになにがあるのかハッキリと分かったものだ。

　けれどいまではそうはいかない。ほとんどすぐ目の前しか見えないし、分からない。

「はわ……わ……」

　闇がこんなに不安を煽あおるものだなんて、ついぞ知らなかった。

　変化に慣れ、人の姿で夜目を使える妹は、そんな美緒の気持ちを汲くんでくれたようで、ぎゅっと手を握ってくれた。

「だいじょうぶっ、恐こわくない、恐くないっ。あたしがついてるもん」

「……りんちゃぁん……」

　鈴は身体にバスタオルを巻き、ツインテールをほどいて、下ろしている。

　美緒は何も着ていない。バスタオルをもらったものの、どうしていいか分からなかったのだ。

　ネコ耳少女たちが、すのこの上をトコトコ歩いていくと、やがて岩でぐるりと囲われた温泉が見えてきた。ところがそこで、

「んにゃっ!?」

　つまずいて前のめりに体たい勢せいをくずしてしまう美み緒お。

「……とっと……わ、わ[image: ～][image: ～]ッ!?」

　なんとか体勢を整えようとふんばったものの、今度はすってーんとしりもちを──

「うわアブなっ」

　つく直前で、鈴りんが助けてくれた。がしっと腰を支えてくれる。

「ふわぁ[image: ～][image: ～]、あ、危ないところ、でした……」

「ごめんごめん～、もっとしっかり両手握ってあげてればよかったね？」

「う～、ごめいわくをおかけします」

　美緒の情けない姿を見た鈴は、何故なぜか嬉うれしそう。

「いいっていいって！　あたしにどーんと任まかせておけばいいからッ」

　薄うすい胸を、どん、と叩たたく。

　美緒は妹の厚意を嬉しく思い、はにかんだ。

「やっぱり、頼りに、なりますね。りんちゃんは」

「あったりまえじゃん！」

　ふたりの関係は姉妹というよりも、猫と飼い主に近い。

　鈴は人間になってからいままでの三年間、ずーっと美緒の面倒を見てくれていたのだ。

　仲なか睦むつまじく手を繫つないで歩き、浴場に到着。

　温泉の方に向かった美緒のシッポを、鈴が軽くひっぱって言う。

「ホラ美緒ちゃん、先に身体からだ洗わないと」

「う[image: ～][image: ～]」

　やっぱりいまひとつ気が乗らない。

　そんな美緒を、鈴は浴場に座らせ、穴あきスポンジを構える。

「今日きようからは猫用シャンプーじゃなくて、こっちのボディーソープ使うよ～」

　スポンジを泡立てながら、にじりよってくる鈴。

「にゅ……」

　美緒はしりもちをついた体勢で、じり……と後ずさった。

　まだ足腰が安定しないので、逃げることはできない。

　あっけなく追い詰められてしまう。鈴がよこしまな笑みを浮かべた。

「ふっふっふゥ[image: ～][image: ～]、観かん念ねんしろォ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

「ひィ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]おたすけェ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ひああああああ」

　鈴は美緒が暴れないよう、片手と両足を使ってぐいぐい押さえつけてくる。

　カニばさみでがっちりと腰をロックされてしまって。

「あああ……動けません……」

　鈴りんは、いつもこうやって美み緒おに無理矢理シャンプーをするのだった。

「おにぃ、あくまぁ……」

「こらこらっ、暴れないのっ！」

「だってェ～」

　全身くまなくごしごしされて、ふたりとも泡まみれ。

「次はぁ──頭ッ」

「あァ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん」

「変な声ださないのっ。はいっ、コレつけて！　シャンプーハット！」

「な、なにをするおつもり……ひぃぃ～」

　美緒はキツく両目をつむり、恐怖の時間を堪たえ忍んだ。

「仕上げにざばぁ──ッ」

「んゥ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ」

　洗面器で熱いお湯をかけられて、美緒はたまらず背筋をピンと伸ばしてしまう。

　シッポもぴくぴく痙けい攣れん中。

「はいおっけ──っ」

「……ふ、ふぅ[image: ～][image: ～]、やっと終わりましたぁ……」

[image: ]

　ようやく一息。ぶるぶるぶるっと身体からだを振って毛皮──もとい髪かみの毛から水気を飛ばす。

「わぷっ」

　鈴りんが、すぐさまタオルで美み緒おの顔をごしごし。

　ネコ耳の中まで、ちょんちょんと器用に水を取ってくれる。

　ぱちりと目を開けると、目の前には得意げな笑顔の鈴。

「ね、さっぱりしたでしょっ？」

「……ふはぁ……」

　猫だったときにいつも感じていた、シャンプー後のイヤな感じがなかった。

　代わりになんだか、全身に、涼すずやかな風を受けているときみたいな爽さわやかさがある。

「……ん。ほかほかして、すずしくて、気持ちいい……かも」

　あれだけ嫌いやがっていた手前、美緒は恥じらいながらも頷うなずいた。

「んふふ[image: ～][image: ～]よかったぁ。あたしも、初めてのとき、そうだったんだよ[image: ～][image: ～]」

　どうやら鈴は、自分が猫から人間になったときに驚おどろいたことを、美緒に体験させたかったらしい。胸がきゅんきゅんした。なんだか無性に嬉うれしくなってきてしまう。

「……じゃあこんどは、わたしがりんちゃんを洗ったげますねっ」

「──え、ホント？　じゃ、お願いしよっかなぁ」

　すっと素直に近寄ってくる鈴。そんな妹の身体を、美緒は正面から、見よう見まねで洗ってあげる。大好きな姉妹をきれいきれいにしてあげたくなるのは、猫の習性だ。

　妹の胸をスポンジでごしごししていると、ほんわか懐なつかしさが込み上げてくる。

　鈴が猫だったときは、いつもこんなふうに毛け繕づくろいをしてあげたものだ。

　そうやって身体と頭を洗ったあと、仲良く並んで温泉に浸つかる。

「ふぅ……」

　しっかりと身体を温あたためながら、美緒は思う。

　手に入れたばかりの新しい身体。何もかもが以前と違う。寒さに弱く、思うように動かせず、鼻が利きかず、視界はふよふよヘンな感じ。だけど──まずはひとつ、素す敵てきなことがあった。

　お風呂がとっても気持ちいい。

　ようやく落ち着いて。ここで初めて、念願が叶かなった喜びがじわじわと湧わき上がってきた。

「……うーん。なんだか、いても立ってもいられないっていいますか……」

　いますぐ外に走り出していきたいような気分。

　興こう奮ふんと昂こう揚ようが入り交じった想おもいが、美緒の小さな身体を支配していた。

　お風呂から上がり、脱衣所についてからも、わくわくはおさまらない。はだかでくるくる回りながら、急せかすように妹に話しかける。

「りんちゃん、りんちゃん」

「なぁに、美緒ちゃん？」

「……わたしね、はやくおそとに出てみたいです」

「うんうんッ、だよねだよねっ」

　せわしなく四し肢しを動かす美み緒おに、鈴りんはパチンとウインク。同じ体験を三年前に済ませている彼女は、美緒の気持ちをよく汲くんでくれているようだ。

「でも慌あわてちゃダメだようっ。もう猫じゃないんだから、はだかで飛び出すわけにもいかないし──」

　鈴はまず、美緒をバスタオルでくるみ、お湯を拭ふき取ってくれた。

　続いてドライヤー。ブラシを片手に近付いてくる鈴を、期待の眼まな差ざしで見つめる。

「まずは髪かみの毛乾かすのがさーき。鏡の前に座ってえ、はいっ、ぶお──ん！」

「はぁ──────ん」

　至福の時間が流れてゆく……。

　いつもならこの後、ぽかぽか火ほ照てった身体からだを冷ましながら、鈴の膝ひざの上でごろごろするという流れなのだが……さすがにこの身体ではむずかしい。

　変化したばかりの美緒は、術が安定しきっていないので、さっきから手足が肉球になったり戻ったりとたいへんなことになっている。さすがにこれはまずいと分かるのだが、はだかで外に出てはいけないというのは初耳だ。昨日きのうまでは全裸で出歩いていたというのに。

「ねぇりんちゃん。はだかじゃ、外に出られないのです？」

「そりゃそーよ、服着ないと変へん態たいさんだって思われちゃうよ？」

　美緒は自分の凹おう凸とつの少ない肢し体たいに目をやって、肉球でぺたぺたさわっている。

「服……ようふく……でも、わたし、『おようふく』……持ってません」

「だから、あたしの貸したげるってば。……まぁ……ちょ、ちょっとおっきいかもだけど」

　はたして鈴の心配はあたっていた。

　美緒は鈴に服を着せてもらい、鏡の前に座ったのだが。

　トレーナーの袖そでで、手先まで全部隠かくれてしまっている。ぱんつもサイズが合ってなくて、ちょっとゆるゆる。鈴のぱんつにはお尻に穴が開いていて、そこからシッポを出せるようになっている。ちょっと哀かなしそうな顔の美緒。

「……ぶかぶかです……」

「あはは……だ、だねー？　やっぱあたしのじゃ無理かぁ……」

　鈴は、苦い顔で笑っている。

　涙目の美緒が決然と鈴の方に振り向くと、余った袖がシッポと一緒にブルンとしなった。

「自分の『おようふく』欲しいですっ」

「そっか。じゃあ、朝になったら、まず服を買いに行こ。もうすぐ術も安定してくると思うし」

「わぁいッ！」

　一気に機き嫌げんを直して頷うなずく美緒。

　ようするに洋服というのは、猫にとっての毛皮みたいなものだろう。

　素肌を防ぼう護ごし、身体からだを綺き麗れいに飾ってくれる大切なもの。

　自分のトラ柄は気に入っていたけれど、姉妹たちの綺麗な毛皮が羨うらやましいと思うことだって何度もあった。もちろん猫は生まれ持った毛皮を途中で変えることなんてできない。

　しかし洋服ならばそれができる。

　いうなれば人間は、毛皮を好きに取り替えられる生き物なのだ。

　これってとても素す敵てきなことだ。

　いままで人間でなかったからこそ、そう思う。

「りんちゃん、わたしね。人間になったら、いろんな『おようふく』を着て、『あくさそりー』をつけて、おしゃれしてみたいなって、楽しみにしてたんです。……えへへ」

　身だしなみにはこだわりたい。

　猫らしい、そして女の子らしい欲求だった。

「あ、『あくせさりー』ね？　そういえば美み緒おちゃん、猫だったときもファッション誌とかよく眺ながめてたもんね……そうだったんだ」

　優やさしい眼まな差ざしで美緒を見る鈴りん。美緒はこっくりと頷うなずいた。

「……猫だったときは、『ふぁっしょんし』を見ても、あんまりよく分からなかったんですけど……でも、じつは、いいなあって思ってたのがありまして……」

「へええっ！　どんなの？」

　興きよう味みしんしんで鈴が聞いてきたので、美緒はちょっと鼻息を荒くして言った。

「ニャンニャンの『大人の女特集』っていうのに載のってた、ピカピカのかっこいいやつなんですけど……わたしに似合うでしょうか？」

「ん？　むりむり」

　容よう赦しやなくバッサリ斬きられた美緒は、がーんと青ざめて硬こう直ちよくしたのであった。

「……た、試してみなければ分かりませんよ……？」

「絶対そんなの似合わないって。まずサイズがないよね？」

「ぅぅ……りんちゃんはシンラツですっ」

　ちっちゃな十歳の身体を鏡に映し、項うな垂だれる美緒。

「……いじけないでよう。機き嫌げん直して？　ね？　あ、そだ。湯上がりにコーヒー牛乳飲む？」

「はあ……コーヒーぎゅうにゅう、ですか？」

　美緒は普段、お水か『おなかに優しい牛乳（ビフィズス菌きん入り）』しか飲まないのだが。

　鈴は備え付けの冷蔵庫からビンを取り出し、美緒に差し出してきた。

「美味おいしいよっ。あたし、大好き！」

「りんちゃんが、そうおっしゃるならば……」

　美緒は肉球で挟み込むようにして、ビンを受け取った。

　舌を長く伸ばし、おそるおそる、ちろっと舐なめる。

「!?」

「んふふ～、どーお？」

「……こ、これはぁぁ……ぁ……」

　驚おどろきのあまり、舌をビンの中身にひたしたまま、身体からだがシッポの先までぶるぶる痙けい攣れんしてしまう。お目々をぱちくり。舌から感じる、この未知の感覚を、どう表わせばいいのだろう。

「甘いでしょ～？」

　返事をする代わりに、んくんくんくんく……一心不乱にビンを傾ける。

　鈴りんはコーヒー牛乳を飲み干してから、にんまり。

「味の感じ方が、ぜんぜん違うんだよね。あたしも、最初びっくりしたんだぁ」

「ふはぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]……」

　美み緒おは空からっぽになったビンを名残なごり惜おしく眺ながめながら、こくこく頷うなずいた。

　これが……『甘い』という味らしい。

「はわ……猫と人間の舌がだいぶちがうものだとはしっていましたが……」

　まさか、こんなにとは。

　これほど鮮せん烈れつな『味』というものを感じたのは、生まれて初めてのことだった。

　この感動。きっと生まれながらに優すぐれた舌を持つ人間には、分からない。

　猫ねこ又まただけに許された体験だ。ちょっと得した気分。

「……人間の飲み物って、すごいのですねー」

「ふふふん、コーヒー牛乳なんて序じよの口くちなんだから。人間の世界には、もっともっと美味おいしい食べ物や飲み物が、たっくさんあるんだからね」

「……はわぁ。それはそれは、夢が広がるお話で……」

　ぽやーんと夢ごこちの美緒。

　そのときおなかの虫が、ぐぅぅ……と切ない音で鳴いた。

「ふぁ……」

　そんな話を聞いたものだから、おなかが空すいてきてしまったのだ。

　もちろん今日きようから食べるのは人間の食事。大好きだったネコ缶とは、しばしのお別れだ。

「にゃーん。りんちゃん、ご飯くださいなっ？」

　美緒は、傍かたわらに立つ鈴の胸を、両手でぺたぺた交互にプッシュする。

　ぺたぺたぺたぺた……と、『お母さん』のおっぱいを、肉球でぐいぐい足あし踏ぶみをするように押し込むのは、猫がよくやる『おねだりの仕草』だ。

　鈴は、末っ子ながら東雲しののめ家の家事全般を取り仕切るしっかりもの。

　東雲家の『お母さん』は、美緒の頭をわしゃっと撫なでて、

「それじゃ、まだ夜だけど──ご飯にしよっか。すぐに用意してあげるねっ」

「わぁいっ」




　東雲しののめ家の食卓は、昔ながらの卓袱ちやぶ台だいだ。

　サザエさんを思い出していただければ、おおむね間違いない。

　卓袱台をぐるりと囲む形で、千ち夜や子こ、鈴りん、美み緒おが座っている。末っ子ながら一家のお母さん役でもある鈴のすぐそばに、炊すい飯はん器きが置かれていた。

　家長である長女・かぐらはといえば、卓袱台のわきで箱座りをしていた。

　もちろん白はく髪はつ和装の美女という人間の姿ではなく。本性である白猫の姿で、だ。

　通常、人化の術を身に付けた猫ねこ又または、以降、人間の姿にネコ耳とシッポの付いた『半はん獣じゆう形けい態たい』とでもいうべき姿で形状が安定する。

　この場合の安定とは、もっともリラックスできる自然体という意味だ。

（だから姉妹たちは皆、家にいるときはネコ耳とシッポを出しっぱなし）

　やろうと思えば、ネコ耳もシッポもしまうことはできるし、一時的に本性──猫の姿に戻ることだってできる。

　けれども半獣形態以外の姿を維い持じしようと思ったら、結構精神力を消しよう耗もうしてしまう。

　ネコ耳とシッポを隠かくすくらいなら、慣れればそう難しくない。一日中だって隠しておける。

　けど、猫の姿を維い持じするのは、かなり難しい。人として生きていかねばならないとは、そういう意味だ。今日きよう変化を覚えたばかりの美緒では数秒も持たないだろうし、千夜子や鈴にしたって一時間持てばいい方だろう。

　なのにかぐらは、普段、ず────っと猫の姿のまま過ごしているのである。

　年を経へた大妖よう怪かいだからこそできる、原則無視。かぐらは人間が（その姿も含めて）あまり好きではないらしく、さっきみたいに人間の形態を見せるのは、非常にまれなことであった。

「クァ～……」

　大あくびをする白猫かぐら。猫の姿をしているときの彼女は、例の威い圧あつするような怖い雰ふん囲い気きが、まったくなくなってしまう。ほとんど飼い猫の風ふ情ぜいである。

　猫のかぐら。人間のかぐら。同じ存在ではあっても違う『生き物』なのだ。

　美緒がそうであるように。

「…………どきどき」

　美緒は胸の前で手を合わせ、卓袱台に並ぶ料理を見渡した。

　マグロのお刺身、肉じゃが、漬つけ物もの、炊たきたての白いご飯。卓袱台のわきには、かぐらが専用にしているプラスチックのお皿があり、ネコ缶の中身がよそわれていた。

　心臓が高鳴る。

　美緒が人間になりたいと願ったのは、人間として暮らしている姉妹たちを、ずっとそばで見ていたからだ。

　色んな服を着て、おしゃれをして、学校に行って、友達と遊んで、料理を食べて。

　お風呂に入って。買い物をして。お喋しやべりをして──

　そんななんでもない営みが、まぶしかった。羨うらやましくて仕方なかった。

　だから美み緒おは、いま、こうして人間の姿で座っている。

「……ごく」

　目の前には、昨日きのうまで眺ながめているだけだった、姉妹たちと一緒の食事。

　ようしっ。心の中で気合を入れて、箸はしを握る。

「「いただきま──すッ」」

　初めての食事が始まった。

「我ながらうめ──ッ」

　山盛りご飯をぱくぱく食べて、ご機き嫌げんの鈴りん。卓袱ちやぶ台だいのわきではかぐらが、

「ウニャウニャ、ウニャウニャ、ハァハァハァハァ……」

　と、ヒゲに食べ物をたくさんつけながら、もの凄すごい勢いでお食事中。

　食事中の猫は一心不乱だ。貴婦人みたいに綺き麗れいな猫でも、野生にかえってしまう。

　美緒はといえば、初めて使う箸に大苦戦中。

「うむむ……くあ……」

　ぽろっと手から箸が零こぼれてしまう。

「あー、落ちたー……」

「ヘタクソ」

　ばっさりと斬きり捨てる千ち夜や子こ。

「ぅぅっ……」

　美緒は再び箸を拾い、肉じゃがに挑いどみ掛かったのだが。

「あ」

　またしても、ぽろりと。

「むー、お箸って、ぞんがいに扱いが難しいものなのですね……」

「……あの、美緒ちゃん。手が猫に戻っちゃってるよ？」

「はっ!?」

　鈴に指し摘てきされて、ようやく気付く美緒。そんな感じでのろたらしていたものだから、ひとくちも食べないままに、どんどんとおかずが減ってゆく。

「うめ──ッ」

「この肉じゃが……なかなか」

「ウニャウニャ、ハァハァハァハァ」

　ぱくぱくぱくぱく。あっちでもこっちでも、ぱくぱくぱくぱく。

「あ……あ……あうう[image: ～][image: ～]、あんまり食べないでェ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　美み緒おの金色の瞳ひとみに、だんだんと涙がたまってゆく……。

　すると、目の前にお刺身を挟んだ箸はしが差し出された。

「ほぇ～」

　顔を近づけてニオイをくんくんしていると、鈴りんがにっこりとして言った。

「ほら、美緒ちゃん。食べさせてあげる。あーんして、あーん」

「あ、あーん」

　どきどきしながら目をつむり、口を開けたのだが、

「あむ……む？」

　確かにぱくっといったはずなのに、お刺身の味が舌に広がってこない。

　ぱちりと目を開けると、鈴が千ち夜や子こを睨にらんで怒っていた。

「もーっ、美緒ちゃんのお刺身食べないでよーっ」

「ごちそうさま」

　無表情で口をもぐもぐする千夜子。なんという鬼き畜ちくの所行。次女のあんまりな仕打ちに、美緒の瞳からポロリとひとつぶ涙が零こぼれる。

「あー……」

「……そんなに哀かなしそうな目で見るんじゃないわよ。仕方ないわね。ホラ、あーんしなさい」

　千夜子はバツの悪そうな顔で、大皿からマグロのお刺身をつまみ、美緒の口元へと差し出した。

「ふわぁ」

　一気に機き嫌げんを直した美緒は、満面の笑顔で「あーん」したのだが。

　千夜子は美緒が口を閉じる瞬しゆん間かん、箸を戻し、自分の口にお刺身を放り入れた。

「ば、ばかな!?　あ、ああ……ぁ……」

「──ごくん。あは……刺身ごときで、なんて顔してるのよ、あなた」

　美緒はポロポロと号泣し、卓袱ちやぶ台だいをバンバン叩たたいて悔くやしがった。

「ち、ちい姉ねえさまはいじめっこです！」

「なにをいまさら」

「かわゆい妹にこんなしうちをしてぇぇぇ……！　良心のカシャクはないのですかっ！」

「心が痛いわ」

「シッポがぴんぴんしてます────っ!?　あいだっ!?」

　食べ物の恨うらみは恐ろしい。めっちゃ本気で怒っている美緒だった。そして喋しやべり慣れてないのに大声を出すものだから、盛大に舌を嚙かんだ。「うごご……！　ふぅぅ……!?」と悶もだえる。

「もぉぅぅっ！　ちー姉、美緒ちゃんをいじめちゃだめ！　ほら、美緒ちゃん。あたしが美緒ちゃんの分とりわけといたから、食べさせてあげるね」

「にゃぁん、りんちゃんー、大好きですっ♡」

　妹にごろにゃんする美み緒おだった。

「はん、仲がよくて結構なことね」

　千ち夜や子こは鼻はな白じろんだ様子で言い捨てる。

　美緒と鈴りんは一緒になって、千夜子にあっかんべーをした。

　その間も、かぐらはネコ缶を必死になって食べ続けていた。

「ハフッ、ハフハフッ……」

　肉にく食しよく獣じゆうの本能全開。そこに誰だれかが割り込もうものなら、死し闘とうも辞さぬ構えだ。

　卓袱ちやぶ台だいの上では、鈴が再び大皿に箸はしをのばしている。

「気を取り直してっと。美緒ちゃん、はいお刺身、あーんっ」

「あーんっ」

　お母さんから餌えさをもらう雛ひな鳥どりの図。

　今度こそ千夜子からの邪じや魔まは入らず、美緒はマグロのお刺身を食べることができた。

　もっきゅ、もっきゅ、もっきゅ……ごっくん。

「ぷはぁ……」

　至福の表情でとろける美緒。あまりの感激に、涙るい腺せんがゆるんでしまっている。

　それを見た鈴は、口元を[image: ]こんなふうにして、美緒の顔を覗のぞき込んだ。

「ど[image: ～][image: ～]お？」

「おいひいですぅ……♡　舌がとろとろになっちゃいそう……♡」

　ほっぺたに両手を添そえて、ぽろぽろ涙を零こぼす美緒。そういえばさっきからずーっと泣きっぱなしのような気がする。

「えへへ……そっかあ」

　そんな三女の様子を、鈴がほんわかとろけた表情で見つめている。

　千夜子は無表情で黙もく々もくと箸を進めている。

　かぐらはといえば、すでにネコ缶を完食して、お皿をぺろぺろ舐なめ回している段階。

　こちらはこちらで、目をニコニコ細めて、たいそう幸福そうであった。

　今度は煮物へと箸をのばす鈴。

「じゃあ美緒ちゃん、今度は肉じゃが食べてみよーう」

　あーん、ぱくり、もぐもぐ。

「!?　はふはふはふはふ……!?」

「あ!?　ご、ごめん美緒ちゃん!?　熱かった!?」

　鈴はしまったの表情。

　猫ねこ又または猫とよく似た特とく徴ちようを持つ。程度の差こそあれど、それは人間の姿になっていても変わらない。つまり、

「ひぅ[image: ～][image: ～][image: ～]ん。ひたが、ひたがひりひりィ[image: ～][image: ～][image: ～]……」

　猫舌なのだった……。

　さっきとは違う意味で涙をぽろぽろ零こぼす美み緒お。涙目でうろたえる鈴りん。

「ごめんね!?　結構冷ましたつもりだったんだけど……」

「バカねえ……まだなりたてなんだから、私たちよりもずっと猫舌に決まってるじゃない」

　そう千ち夜や子こに突っ込まれて、鈴は頭を抱えてしまう。

「あ～んもうッ、あたしのバカッ！　ほんっとごめんね美緒ちゃん!?　ほら、水飲んで……」

　こくこくこくこく……鈴から水をもらい、ようやく落ち着く美緒。

　はぁ[image: ～][image: ～]、とため息。

「ひ、ひぬかと思いました……食卓には危険がいっぱいれす……」

「ほんとにごめんね[image: ～][image: ～]？　次から気を付けるから……」

　しょんぼりと手を合わせて詫わびる鈴に向かって、美緒は優やさしく首を振る。

「いいえ、でも、とってもおいしかったですから……」

　お世辞なんかじゃなかった。

「もっと肉じゃが、食べたいです」

　にっこり。

　すると落ち込み気味だった鈴の表情が、パァァ……と輝かがやき、

「う、うんッ！　いっぱい食べて食べてっ！　今度は熱くないようにもっと冷ましたげるっ」

　そう言って、箸はしでつまんだ肉じゃがに、ふ～、ふ～、と息を吹きかける。

「はいっ、あ～ん」

「あ～ん」

　そうやって、人間になってから初めての食事は、騒そう々ぞうしくも幸せに過ぎていった。

　白猫かぐらが卓袱ちやぶ台だいの上に飛び乗って、「ア[image: ～][image: ～]ン♡」と、おかわりをおねだりした。




「注もーく！　これからみんなでお散歩にいきまーす！」

　食事が終わって一息ついたころ。

　食器を洗い終えた鈴が、リビングへと戻ってきて大声を張り上げた。

「おおお[image: ～][image: ～]っ！　やったぁ！」

　いつものように千夜子のシッポにじゃれついて遊んでもらっていた美緒は、パチパチと手を叩たたき、やる気満々でばんざいした。

　一方、美緒に向かってシッポをうねうねさせながら寝ころんでいた千夜子は、めんどうくさそうに上体を起こし、庭の方角を見やる。

「……まだ五時前よ？　お店も開いてないってのに、いまから外に出てどうするの？」

「だから～、散歩だってゆってるじゃん」

「だから、どうしてこのクソ寒い日に、わざわざ私がそんなことをしなくちゃいけないわけ？　納得できる理由を説明して頂ちよう戴だい」

「ふ～ん、イヤならべっつにいーけどぉ？　美み緒おちゃんとふたりで行くから～」

　にや～と不敵に笑った鈴りんだったが、千ち夜や子こはそんな妹にスタスタ近付いて、問答無用でゲンコツを落とした。ごっちん！

「[image: ][image: ～][image: ～]」

　ネコ耳ツインテールの頭上を押さえ、涙目でしゃがみ込む鈴。

「かぐらお姉ねえちゃぁ[image: ～][image: ～]ちー姉がいじめるぅ！」

　お目々をバッテンにしながら告げ口をしてみたはいいが、

　とうのかぐらはテレビの上で「クァ～」と大あくび。

　さっぱり聞いちゃいない。邪じや魔まが入らないと分かった千夜子は、しゃがみ込んだ鈴の背中に足あし裏うらをのせてぐりぐりし始めた。

「さぁ、きりきり吐きなさいな。いったい何を企たくらんでいるの？」

「だ、だからァ～……と、とにかく足どけてようっ」

　ようやく解放してもらった鈴は、這ほう々ほうの体ていで起きあがり、千夜子に耳打ち。

「……って、したいんだけど…………どかな？」

「……ふぅん」

　あごに手を添そえ、しばし考え込んでいた千夜子だったが……

「行くわ」

　ちらりと美緒を一いち瞥べつして、そう短く言った。

　次いで鈴が、うとうとしている白猫を抱っこして、とてとてと障子戸に駆かけ寄よる。

「さっ、行こっ」

　当然美緒は、姉妹たちの含みなんかに気付くわけもなく、

「なんだかわくわくしますねぇーっ」

　ひとり無む邪じや気きに喜んでいたのである。




　玄関へと移動する最中、美緒は突然内うち股またを擦こすり合わせてモジモジし始めた。

　手を繫つないでいた鈴が「ど、どしたの？」とびっくりする。

「あの……りんちゃん……………………おしっこ」

「あ……と、トイレ？　お、おおおっけい！　まかせといて！　だからもちっと我が慢まんしてね！」

　緊きん急きゆう事じ態たいに陥おちいった美緒は、鈴に腕をぐいぐい引かれ、初めての人間用トイレへと向かった。

　東雲しののめ家のトイレは、ピンクの便座カバーがかかった洋式。

　パステル調の室内には、フローラルのいい香りがする。便座に腰掛け、さてズボンをおろそうかというところで、扉の外から心配そうな声がかかった。

「美緒ちゃ[image: ～][image: ～]ん、大丈夫？　ひとりでできる？」

「た、たぶん～……いたしたあとに、お砂かけなくてもいいのですよね……？」

「そもそも砂はないってば!?　レバーを引いて、水を流すの！　……ほんとに大丈夫？」

「……お、おそらくは」

「お、おそらくって、も──ッ！　いいから開けなさい！　見ててあげるからッ！」

「そ、それはさすがに恥ずかしいですよう」

「昨日きのうまでオープンスペースでいたしてたくせに何言ってんの？」

　昨日まで美み緒おが使っていた猫用トイレは、プラスチックの容器に砂を敷しき詰めたものだ。

　だから猫だったときは毎回堂々とみんなの前でトイレをいたしていたわけなのだが……

　ん……あれ？　……どうしてわたし、恥ずかしいなんて……思ったんでしょう？

　美緒には昨日までなかった人としての羞しゆう恥ち心しんが、わずかに芽生えていた。

「ん[image: ～][image: ～]？」

　美緒は便座に腰掛けたままノーパンで考え込み、

「まあいいか……」

　結局そう結論した。

　じゃ──っ（[image: ←]トイレの水を流す音）。すっきり無事に初体験を完了。

　意気揚よう々ようとドアを開ける。にっこりと片手を挙げ、鈴りんにご報告。

「お待たせしました、りんちゃん。ばっちりひとりでトイレできましたよっ」

「こ、こらぁ～っ!?　ぱんつはいてからでてきなさいッ！」

　芽生えたばかりの羞恥心は、やっぱり、まだチョッピリしかないのだった。

　玄関で待っていた千ち夜や子こと合流し、

「さ、行きましょうか」

「お──ッ」

　出発進行。

　美緒たちは三人仲良く手を繫つないで、てくてくと道路を歩いていく。ちなみにかぐらは、鈴の頭にべたーんとのっかって、むにゃむにゃまどろんでいる。獲え物ものを捕ほ食しよく中のヒトデみたいだ。

　真ん中になった一番背の低い美緒は、まるで捕つかまった宇宙人のよう。

「ほぁ…………まっくらです」

「そっか。まだ夜目が利きかないままなんだね～、もうちょっと術が安定したら、猫のときほどじゃないけど見えるようになるよっ」

　と、鈴。千夜子がさらに補ほ足そくする。

「それだけじゃないわね。夜目云うん々ぬん以前の問題よ、美緒はまだ『人間の目』にさえ変わりきっていないのだもの。まともにものが見えるわけないでしょ」

「そうなのれすか？」

　気を抜くと舌っ足らずな口調になってしまう美緒だった。

　千ち夜や子こは頷うなずく。

「ええ。目の前ふわふわしてるでしょ？　適切な刺激を与えれば、ちゃんと切り替わって見えるようになるから安心なさい」

「はあー、なるほどー」

　とか言いつつ、あんまり分かってない。元々『猫の目』は、ズバ抜けて動体視力と空間把は握あく能力に優すぐれてはいるものの、そんなに見えるようにはできていない。

　美み緒おがピンとこないのも仕方のない話ではあった。

「ちー姉ねえ、いま何時？」

「四時四十分過ぎ──そろそろね」

「やばっ、じゃ、早くしなきゃ」

　と──そんな姉妹の会話を聞いた美緒は「？」と首を傾かしげた。

「……なんの話、ですか？」

「すぐに分かるわ」

「いひひ──ひ・み・つ♪」

　千夜子も鈴りんも、意味深なことを言うばかりで教えてくれない。でも、このふたりが美緒のためにならないことを企たくらむわけがないし、そもそも美緒は恐ろしく素直な性格なので、

「……？」

　と、目をおっきくして、こくこく頷うなずくばかりであった。

　千夜子と鈴が向かっているのは、どうやら東雲しののめ家からほど近いところにある山のようだ。

　猫ねこ又またたちが棲すまう由ゆい緒しよ正しい霊れい峰ほうでもある。

　深い林にがさりと踏ふみいると、暗かった視界がさらにきかなくなってしまう。

　いつも庭のように思っていた山中が、いまではどうにも恐ろしい。

「あうう……」

　美緒が足を竦すくませていると、千夜子がひょいっと抱っこしてくれた。

「ひゃ」

　いきなり予告もなく抱き上げられたものだから、びっくりしてぎゅーっと抱きついてしまう。

「ち、ちい姉さま？」

「ここから先は、いまのあなたの脚じゃ無理よ。時間もないことだし、私が連れて行ってあげるわ」

　人化の術に慣れてくると、人の姿のままで獣けものの身体能力を発はつ揮きすることができる。千夜子も鈴も、もちろんかぐらも、普通の人間よりもずーっと力強く機き敏びんに動くことができるのだった。

　証しよう拠こに千夜子はいま、美緒を片手でお姫さま抱っこしたまま、木々の生い茂る道なき道を、ひょいひょいひょいっという感じで、平然と駆かけている。

「いやぁーん。かぐらお姉ちゃん、もういい加減にあたしの頭からおりてよーっ。自分で走ってェ！」

　鈴りんもそのとなりを併へい走そうしながら、ツインテールにしがみつく白猫と格かく闘とう中。

　そんな感じで、あっという間に中腹の開けた場所に来てしまった。

　十分もかかっていない。

「えと……〝隠かくれ里〟のすぐそばですよね…………ここって」

「そうね。まぁ、この辺りでいいでしょう」

　千ち夜や子こは美み緒おを、そっと地面に下ろしてくれた。

　この位置からなら下界が一望できるはずだったが、いまの美緒には暗い闇やみが広がっているようにしか見えない。散歩に出かけるはずだったのに、どうしてこんなところに連れてこられたのだろう。いまもって美緒には分からなかった。

「ねー美緒ちゃん、こっちこっちー、ここ座ったらーっ？」

「あ、りんちゃんー。はぁい」

　体育座りになった鈴が、自分のとなりをぱんぱん叩たたくので、美緒は素直に従った。

「お尻が冷たくならないよーに、シート敷しいておいたからっ」

　カラフルなビニールシートに、三人と一匹で、ぴったり身を寄せ合って座る。きっと町に棲すまう野の良ら猫たちも、おんなじようにして暖だんを取っているのだろう。

「…………にゃ～」

　なんだか温あたたかな心持ちでいると、となりから鈴が顔を覗のぞき込んできた。

「ねぇ、美緒ちゃん？　人間になってみて……どぉ？」

「ん～」

　美緒は人差し指を唇にあてて、夜空を見上げた。

　今日きようという日に想おもいを馳はせる。人間になった、初めての日。

　まだ始まったばかりなのに、とても色々なことがあった。

　初めて人間の言葉を口にして。初めてお風呂の気持ちよさを知って。

　初めてのトイレにうろたえて。人間の食べ物の美味おいしさに感動して。

　たくさんの、初めて。それを美緒に教えてくれたのは、鈴だ。

「色々と新鮮で……おどろくことばかりで……とっても、楽しいです。……りんちゃんの、おかげですよ……」

「そか……そっか。……へへ、よかったぁ」

　美緒が視線を地上へとおろすと、いじましいほどの喜びに染まった鈴の顔が、すぐ目の前にあった。大好きなものを、大好きな姉に伝えられた嬉うれしさが、その表情に溢あふれていた。

「でも、でもね？　まだこんなものじゃないんだよ？　人間の世界には、もっともっと素す敵てきなものや楽しいことがたっっくさんあるんだからッ」

　大きな身振り手振りで主張する鈴。

　そんな妹を、美み緒おは好もしく、微笑ほほえましく思った。

「ねぇ、りんちゃん」

「ふェ？」

「……りんちゃんは、どうして人間になったのですか？」

　人間として暮らすのか。猫に戻るのか。これから美緒は、選ばなければならない。

　鈴りんが猫の姿を捨て、人間として暮らしている理由と想おもいを、聞いてみたかった。

　すると鈴は、照れと興こう奮ふんで真まっ赤かになりながら強い視線を向けてきた。

「人間が、大好きだから」

　迷いのない言葉だった。

「最初はね、ちー姉ねえやお母さんのマネがしたかった。たぶんいまの美緒ちゃんと、同じ気持ちだった。家族の中でひとりだけ違う姿で生きているちー姉を見てたら……どうしても、何もしないでいられなかったの。自分もやってみたかった。かぐらお姉ちゃんは嫌いやがってたけど、我が慢まんなんてできないもん」

　好奇心を抑えられない──とても猫らしい行動動どう機き。美緒と同じ、行動動機。

「でねっ、かぐらお姉ちゃんからもらった一週間で、あたしは色んな物を見た！　色んなことやって、人間のことを知った！　食べて、遊んで、おしゃれして、町を走り回って──」

　両手を一杯に広げ、全身で想いを表現する鈴。

「人間って面白い！　人間の世界ってすっごい素す敵てき！　そう、思ったんだ。……山のみんなやかぐらお姉ちゃんが、人間のことを嫌きらっているのは知ってた。あたしだって、人間にイヤなとこがたくさんあるって分かってるよ。でも、でもね？　そんなのみんなみんな帳消しにしちゃうくらい、この世界は素敵で、凄すごくて、面白くて──わくわくだらけなんだっ」

「…………」

　美緒も千ち夜や子こもかぐらも、静かに妹の話を聞いていた。

　こんなに必死に、一生懸けん命めいなにかを訴える鈴を見るのは、初めてだったから。

「あたしねっ、みんなにこの気持ちを伝えたい！　山で人間と関わらないで暮らしてるみんなや、人間のことを忌いま々いましいって言うかぐらお姉ちゃんにも、人間のこと、もっと好きになって欲しいんだ！」

　大多数の猫ねこ又または、人間を厭いとい、山奥の隠かくれ里でひっそりと暮らしている。

　その理由を美緒たちは知らされていないが、両種族の確かく執しつはひどく深い。

　人間と人の世界を深く愛している鈴は、そんな現状をうれいているのだろう。

「ずーっと昔は、人間と猫又って、一緒に暮らしてたらしいじゃない？　……またそうなればいいなって、思う。そのために何かしたいって、思う。まだあたしはこどもだし……むずかしいことは、よく分かんないけど。……まずは美緒ちゃんに、人間世界の素敵なこと、面白いこと、たくさんたくさん教えて、人間のことを好きになってもらおうって……思ったの」

「……そうだったのですか……」

　美み緒おは、にへらっと柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「……りんちゃんは、ほんとうに人間のことが好きなんですね」

「うんっ。いつかこの町で、人間も、猫も、猫ねこ又またも、みんなみんな一緒に暮らせるようになればいいな」

　鈴りんは、今日きよう一番の笑顔を浮かべる。

「それが、あたしの夢。あたしが人間になった、理由だよっ」

　なるほどなあ……その言葉を、美緒はしっかりと胸に刻んだ。

　そして、今度は千ち夜や子こに向かって問う。

「……ちい姉ねえさまは？　どうして……人間になったのれすか？」

「私？」

　千夜子は意表を衝つかれたような顔をしたが、すぐに視線を逸そらし、どこか遠くを見つめる。

　数秒考え込むようにしてから、ぼそっと答えてくれた。

「だって、手がないとゲームができないでしょう？」

「……………」

　美緒がきょとんとした顔で困っていると、千夜子は言葉が足らなかったわねとばかりに解説を始めた。無表情のままではあるが、さっきの鈴みたいに熱っぽく。

「だからね、肉球じゃコントローラーもマウスもキーボードも使いにくいし、猫の目でテレビ見ててもぼやけちゃってあんまり面白くないのよ。第一ペンが持てないと漫画だってろくに描けないし、イベントに参加することさえできないわ」

「……そうなのですかー」

　こ、困りました……ちい姉さまの言ってることが、はんぶんくらい意味不明です……。

　おでこが汗ばんできた美緒だったが、なんとかこう言った。

「……ちい姉さまは、ほんとうにゲームと漫画がお好きなのですねー」

「ええ、いつか東京ビッグサイトで、壁サークルになれればいいな」

　千夜子は、無表情のまま祈るように両手を組み、かわいい声で言う。

「それが、私の夢。私が人間になった、理由だよっ」

「ちー姉!?　あたしの声真似まねしないでよも──ッ！　なんかすっごいむかつくからぁっ！」

「はっ……なによ……私の崇すう高こうな夢を侮ぶ辱じよくするつもり？」

　瞬しゆん間かん、千夜子の黒いシッポがビュルビュルっとほとばしり、鈴の首に巻き付いた。

「ちょ、締まる締まる締まる締まるって!?　ギブギブギブギブぅっ!?」

　苦しそうにバンバンタップする鈴。美緒はそんな姉妹喧げん嘩かを啞あ然ぜんと見つめている。

「クァ～」

　かぐらだけが平然と、大おお股また開きで毛け繕づくろいをしていた。




　姉妹たちがそんなふうに騒さわがしくしていたところ、森の茂みがガサガサ鳴って、小さな影が飛び出してきた。東雲しののめ姉妹が揃そろって振り返ると、見覚えのある綺き麗れいな三毛猫が、したっと着地したところであった。

「[image: ]ゃ～」

「あ、かんなさま～。こんばんわっ」

　剣けん吞のんな鳴き声で声をかけてきた三毛猫に、美み緒おはいつものように気さくに挨あい拶さつする。

　すると三毛猫は「？」と一瞬首を傾かしげ、次いで、びくっと毛を逆立てて目を見開いた。

「…………[image: ]ゃっ!?」

　人間になった美緒の姿を見て、かなり驚おどろいてしまった様子。

　三毛猫の姿をしている♀かのじよは、南な雲ぐもかんな。

　こう見えても、かぐらと同じく猫ねこ又またの祖。

　五百年以上の時を生きる大妖よう怪かい『猫ねこ[image: ]しよう』の一匹である。

　美緒にとっては、いつもかわいがってくれる優やさしい親しん戚せきのお姉さんという感じ。

「…………まずいわね」

「…………うあやば」

　ところが何故なぜか……千ち夜や子こと鈴りんが、かんなを見てうろたえている。

　さっきまでのんびりモードだったかぐらが、警けい戒かいの面持ちで前に進み出た。

　うにゃぁ～、とボディーランゲージと鳴き声を駆く使しした猫言語で話しかける。

『おうおう、久方ぶりじゃのう三毛ババア、なんか用か？』

『なんか用かじゃないわっ、この白しら髪がババアがっ！　どうやらあれだけ口を酸すっぱくして言うておいたというに、儂わしの話をまったく聞いておらんかったらしいな！　嘆なげかわしい──ついに痴ち呆ほうが始まったか!?』

　ふか──っ！　と、超喧けん嘩か腰ごしで応こたえが返ってきた。

　どうにもこのかんなさま、かぐらとは仲が悪いようである。この二匹の仲ちゆう裁さいを務めるのは、いつも美緒の役目であった。

「かんなさま……なにをそんなに怒っていらっさるのです？」

「にゃあ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　かんなは、とっても切ない声で鳴いた。翻ほん訳やくすると以下のとおり。

『美緒ぉぉぉぉ……おまえまでそのような姿になって……なんたる……なんたることぢゃっ。千夜子も鈴も、皆の反対なぞ聞きもせず人間なんぞになりおった。……せめて、せめておまえだけはと思うていたというに……うにゃにゃーん』

　肉球でばしばし地面を叩たたく。

『おい白髪！　分かっておるのか！　貴き様さまの管理不行届きぢゃぞ！　貴様の口からようく言うて聞かせよと────何度も何度も何度も何度も言うたではないか!?』

『ニャンニャンやかましいわ。耳みみ障ざわりじゃから黙だまれ。しっかし貴き様さまはいつもいつもいつもいつも会う度たびに騒さわいどるな。五百年で何一つ成長しとらん。いい加減その性根なおさんとハゲるぞ？』

『うるさいわ！　そう言うおのれは、五百年前から白しら髪がぢゃろうが!?』

『……だって、白猫じゃもの……』

　もっともである。

　かぐらがうにゃうにゃ怒りを受け流してしまうので、かんなはとってもやりにくそう。

　チクショー埒らちが明かんわァ──!!　とばかりに咆ほう吼こう。

「シャァァァァ──ッ！　フカ────ッ！」

「フゥ────ッ！」

　互いに威い嚇かくし合う白猫かぐらと三毛猫かんな。二匹は互いに斜め後方にステップして距離を調整。

　体たい勢せいを低く保ち、玄げん妙みような脚あし捌さばきでウロウロと間合いをはかっている。

　大妖よう怪かい同士の戦せん闘とう態たい勢せい……のはずなのだが、野の良ら猫同士の喧けん嘩かにしか見えないのはご愛あい敬きよう。

「は、はわわわわわ……」

　それでも傍ぼう観かんしていた美み緒おたちはたいそうびびった。

　一いつ触しよく即そく発はつの空気の中──

「や、やめてください──っ!?」

　美緒は二匹の間に飛び込んで叫んだ。勢い余ってすっころんだ。

『『……!?』』

　いままさに互いに飛びかからんとしていた二匹は、美緒の介入の甲か斐いあって、ぎりぎりで踏ふみとどまった。美緒は「あいたたた……」と涙目で起きあがり、瞳ひとみをうるうるさせて訴える。

「けんかはめーですよう……」

『美緒……』

　三毛猫・かんなはバツの悪そうな声で、ごろごろ鳴いた。

　そんな三毛猫に、かぐらは落ち着いた声で話しかける。

『……美緒が人間になったのが、そんなに気にいらんか？』

『おう、気に入らんな。おおいに気に喰くわんとも！　儂わしは人間どもが大嫌きらいぢゃ！　貴様だってそうであろう！　大事な大事な妹を、そんな生き物にして構わぬと言うか！　たわけめ！』

『愚ぐ問もんじゃな。どちらかと問われれば厭いやに決まっておろう。貴様なんぞにいまさら言われんでも、何度も何度も妹らには言い聞かせたわ。人間なんぞになるものではないと、決して良いことばかりではないともな。貴様と同様、妾わらわも人間が大嫌いじゃ。あやつらの汚らしさはようく承知しておる。しかしな、いまだ我われ等らの中に残る禍か根こんを、そのまま子供たちに伝えることはしたくない。それは貴様も承知したことであろうが？　だから妾は、それ以上のことは断じて言わぬ。子供たち各おの々おのが、自分の目で見て、判断して、決めればよい。──それで気に喰くわん結論を選ばれたとして、そこでがちゃがちゃ抜かすのは猫の道義に反するのではないか？』

『……ぐぬぬ』

　かんなは咄とつ嗟さに反論できず、悔くやしそうに唸うなった。

『……のう、かんな。子供らはいつまでも我われ等らに甘えてはくれぬ。我等年寄りにできるのは、子供らが何をどう選ぼうと、黙だまって見守ってやることくらいよ。それとまぁ、せいぜい助けを求められたときに気張ることくらいじゃな。あとは皆、余計なお世話じゃ。わきまえよ』

　かぐらの口調もまた、悔しそうな自じ嘲ちようの響ひびきをはらんでいた。

「……かぐら姉ねえさま……」

　普段は聞けない長女の本音を垣間見た。その心遣づかいと優やさしさに、いまさらながらに感じ入る。

　けれどもかんなもまた、美み緒おのことを想おもって怒ってくれているのだ。

　五百年を生き抜いてきた三毛猫は、頭とシッポをしょんぼり垂たらして呟つぶやく。

『わ、儂わしは……儂はただな……美緒のことが心配でならぬのよ……確かに儂等が山に引っ込んでいるうちに時代は変わったのやもしれん。さすがにもう、儂等のような想おもいをすることはないのやもしれん。それでも、人間が別の種になったわけではなかろ？　人の社会のしがらみの多さは猫のそれの比ではない。人が抱く感情の奔ほん流りゆうは、我等のように穏おだやかで易やさしいものではない。──人の世では、猫として培つちかってきたものなぞ何一つ通用せんし、自由を本ほん懐かいとする我等の生き様とは本質的に相あい容いれぬ。猫のままで生きていれば縁えんのなかった悩みに、どうしても苛さいなまれることになろう。──千ち夜や子こ。──鈴りん。……そうではないのか？』

「……それは……」

　突然話を向けられた鈴は、言葉に詰まった。一方千夜子は、あっさりと頷うなずく。

「………………そうね。そのとおりだわ」

「ちー姉っ!?」

「だって、そのとおりでしょう？　少なくとも、いま私が抱えている悩みはぜんぶ、人間になったせいで生まれたものよ。あなたにだって、そういうものが、ないとは言わせないわ」

「…………それは……そうかもだけど……」

　黙だまり込んでしまう鈴。

　かんなの言葉が、正せい鵠こくを射いている証明であった。

　しん、と静まりかえってしまった一同。

「でも……それでもちい姉さまとりんちゃんは、人間でいたいって想うんですよね？」

　沈ちん黙もくを切り裂いたのは、美緒の一言だった。

「あのっ……かんなさま……その……むずかしいことは分かりませんし……上手うまく言えないのですが……わたし、いま、わたしがやりたいことをやってます。人間になったのは、誰だれかにそうしろって言われたからじゃなくて──わたしがそうなりたいって、想おもったからです」

　拙つたない口調で、舌っ足らずに、一生懸けん命めい訴える。

「で、ですから、心配していただいてとっても嬉うれしいのですが……」




「ちゃんと、自分で見てきますので」




　ぱちぱちと瞬まばたきを繰り返し、緊きん張ちようでかちこちになりながらも、精一杯の笑顔で告げた。

「…………にゃあ」

　まっすぐ言葉をぶつけられた三毛猫は、やれやれとばかりに首を振った。

　ゆるりとこちらに背を向けて、

『──儂わしは、認めたわけではないからな。また何度でも小言を言いに来てやるから、楽しみにしておくがいい。そして努ゆめ々ゆめ忘れるな。山に棲すまう同胞の誰だれ一匹として、おまえが人間になることなど望んではおらん』

「はいっ。分かりました、かんなさまっ」

『──ったく、おまえにかかると捨て台詞ぜりふの言い甲が斐いもないわっ！　クソつまらん！　帰る！』

　吐き捨てて──かんなは茂みの中へと飛び込んでいった。

　闖ちん入にゆう者しやが去り、張りつめていた空気が再び緩ゆるむ。

『フハハ！　ヒ──ハハハ！　お、おまえたちも見たか？　三毛ババアの、あの悔くやしそうな顔！　ヒヒヒ！　ようやったのう美み緒おっ、妾わらわはたいそう気分がよいぞ！』

「……かぐら姉ねえさんたら、そんなにシッポを立ててクルクル回っちゃって……よっぽど仲悪いのね……なんだかさっきの良い台詞も、ライバルをやり込めるための詭き弁べんに思えてきたわ」

　超嬉うれしそうなかぐらに、千ち夜や子こが呆あきれてしまっている。

「あ、あははー……」

　そのとなりで鈴りんも、何とも言えない笑みを浮かべている。

　そして美緒は──

「……あの、りんちゃぁん……お目々が、なんかへん」

　俯うつむいて、目をごしごし擦こすっていた。なんだかさっきから両目がおかしい。

　スッゴクかゆくて、ずきずきするのだ。

　そんな妹の様子を見ても、千夜子はまったく動じない。東の方角を見やり、あっさりと言う。

「ん、そういえば──もうそんな時間ね」

「あっ、そだね。……だいじょうぶだよ美緒ちゃん、それは、病気なんかじゃないからっ」

「ふぇ……？」

　涙をぽろぽろ零こぼしながら顔を上げると、千夜子がハンカチで顔を拭ぬぐってくれた。

「猫の目が、人間の目に切り替わるのよ──太陽の光で」

　美緒は千夜子に目め隠かくしをされていて見えないが、白み始めていた空が、少しずつ明るくなっていくのは分かった。

　夜が明け、朝がくるのだ。

「いひひ、みーおちゃん。……お日様昇るから、見てみっ？　──びっくりするよ？」

「さぁ……五、四、三、二、一……」

　千ち夜や子こはハンカチで美み緒おの目を覆おおったまま、カウントを取り──

「零ゼロ」

　目め隠かくしを取り去った。




「……ふぁわぁ────────────────っ!!」




　見晴らしのいい高台に立つ美緒は、初めて見る朝焼けに、目を奪うばわれた。

　人間と猫とでは、判別できる『色』の数に大きな隔へだたりがある。

　想像でしか知り得なかったものが、いま、目の前にあった。

　眩まばゆい光が町の暗くら闇やみを駆く逐ちくして、煌きらびやかなあかね色に染めてゆく。

　そして。

　太陽の光を人間の瞳ひとみで見た瞬しゆん間かん、頼りなかった視界が定まり、世界に『色』が溢あふれた。

　色彩情報が怒ど濤とうのように網もう膜まくに注ぎ込まれていく。

　猫の目から人間の目へ、本当の意味で切り替わる。そこに広がっていたのは──

「ふっふーん。すっっっごいでしょう[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　愛する恋人を紹介するような口調で、鈴りんが自慢した。

「…………はぁ…………」

　言葉もない。ずきんずきんと痛む瞳から、再びとめどなく涙が流れ落ちる。

『青い』空。『白い』雲。『緑』の森。光に照らされ、闇から浮かび上がる木々、石、土。

　そして──色鮮やかな町並み。よく見知った光景であるはずなのに、まるきり別物だった。

　何もかもに圧倒された。いまこのとき、世界が切り替わった──そんな感かん慨がいさえ抱く。

　鈴と千夜子は、これを見せるために、美緒をここまで連れてきてくれたのだ。

「ようこそ美緒ちゃん。──これが人間の世界だよっ！」

　人間になって初めて迎えた朝。

　この光景は、絶対に、ずっとずっと覚えている。

　何十年、何百年経たったって、きっと生涯、忘れることはない。

　猫の好奇心が、美緒の内で無限大に広がっていく。




　これから始まる日々が、楽しみで仕方なかった。
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[image: 第二話『黒猫ラブストーリー』]







　東雲しののめ家の四姉妹は、いつも同じ部屋で眠っている。畳たたみ敷じきの六畳間。さほど広くもない和室に布ふ団とんをみっしり敷き詰めて、みんなでぴったり寄より添そって寝る。そうすると、とってもあったかくてよく眠れる。最高の寝具は、大好きな家族。これは猫の常じよう識しきだ。

　月曜日。そんな東雲家の寝室にて。

「いやア[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]んッ」

　美み緒おが人間になってから二度目の朝は、妹のあられもない悲鳴で始まった。

「んにゃ……」

　そんな大声を出して、いったい何事だろう……寝ぼけ眼まなこを薄うすくあけると、涙目で恥じらう三毛猫少女・鈴りんの童顔が間近にあった。三毛柄の髪かみの毛をツインテールに結んでいる鈴であったが、寝起きのいまは真まっ直すぐ下ろしている。

　彼女はほっぺたを真まっ赤かに染めて、美緒を睨にらみ付けた。

「も──ッ、美緒ちゃんてば！　またそんなとこで寝てェ[image: ～][image: ～]」

　どうやらお怒りのご様子である。

　美緒は事じ態たいがよく飲み込めず「ふぇ……？」と、目をしぱしぱさせた。

　眠っている子猫にでこぴんを喰くらわせると、ちょうどいまの美緒が浮かべているような表情になるだろう。

　もちろん美緒は、トラジマの茶髪と金色の瞳ひとみという変わった外見ではあるものの、ちゃんと人間の形をしている。けれど仕草や雰ふん囲い気きは、まるきり子猫そのものなのであった。

「だ、だからァ～ッ。美緒ちゃんはもう人間になったんでしょ～っ。あたしのパジャマに潜もぐり込んで来ちゃダメじゃんよぅっ」

「……あっ」

　そこでようやく気付く。猫の姿をしていたころは、毎夜、鈴のシャツに潜り込み一緒に眠っていたのだが……どうやらかつてのくせが抜けていなかったらしい。

「やァん、パジャマのシャツびろびろォ～」

　お布団の上に正座して、生地が伸びきってしまったシャツを哀かなしげにつまむ鈴。

　その様子を見た美緒は、

　……ん～、申し訳ないことをしてしまいました。反省です……

　とか思いつつ、

「くぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]…………」

　盛大にあくびをするのであった。眠いときはあくび。これもまた、猫の常識だ。

「……は、反省の色が見えないぞぅ……？　ふぁ……ぁ……あたしも、まだねむぅ」

　鈴もつられて大あくび。鈴のネコ耳がぴくぴくとヒクつき、シッポがぷるぷると震ふるえている。

　ピクッ。

「んにゃっ！」

　それを見た美み緒おはついつい、本能のままに妹のシッポにじゃれついてしまう。

　べしっ！　勢いよく両手でシッポを挟み込み、そのままガブガブとかじりつく。

　子猫の姿だったときなら、それも微笑ほほえましい仕草でしかなかったのだろうが──

「あいた!?　や、やったな!?　って、あいた!?　ちょ、ちょっと美緒ちゃんたんまっ！」

　美緒のじゃれつきは、人間になって威い力りよくが跳はね上がっていた。

　たまらず鈴りんは、お尻を押さえてジャンプジャンプ。身を捩よじって姉のじゃれつきから逃のがれようとしたのだが、上手うまくいかない。逆にもがけばもがくほど、美緒のテンションは上がっていく。

　別にＳなわけではなく、猫の生せい態たい。狩しゆ猟りよう本能の発はつ露ろというやつであった。

「にゃっ！　うにゃっ！」

「あいた！　シッポ！　あんっ、シッポ千切れちゃうっ!?　んもうっ！」

　とっさに鈴は、ぐにゃっと柔やわらかい身体からだをくねらせて、美緒の腰を両手でがっしりつかんだ。

　お互いに、相手の股またを間近に見る体勢である。その体勢から、

　鈴は「ていっ」と、ねこきっくを放った。両足を揃そろえた独特の蹴けりが美緒のあごにヒットし、「うにゃ!?」と仰のけ反ぞる。

「どうだぁっ！」

「ん──ッ!?」

　美緒は考える前に反はん撃げき。体勢を立て直すや、がぶっとシッポに強く歯を立てる。

「きぇ────っ!?」

　そこで鈴の狩猟本能にも火が灯ともった。足をばたつかせて大暴れ。

「あ──ッ!?　いたいたいたいたいぃ!?」

　妹が放つねこきっくを顔に幾いくつも被ひ弾だんしながら、美緒は本能の命ずるまま、とっさに鈴の腰をつかみ、両足を揃えた。そして、

　きっくきっくきっくきっく！　きっくきっくきっくきっく！

「うにゃにゃにゃにゃ──っ!?」

「フゥ────ッ!?」

　戦いの火ひ蓋ぶたが切って落とされた。一度始まってしまえば、もう止まらない。

　好きとかキライとか、怒ってるとか、そういう問題ではない。本能なのだ！

　朝っぱらから始まった姉妹喧げん嘩かは、ふたりとも人間の姿をしているのに、子猫同士の喧嘩にしか見えなかった。美緒が人間に──同じ体格になったからこそできる、対等の姉妹喧嘩。

　こんなの、いつ以来だろう？　美緒は渾こん身しんのねこきっくを連発しながらも、心のどこかで懐なつかしい想おもいを抱いていた。

　と、喧嘩はますます激しさを増していったのだが、第三者の介入で休戦を余よ儀ぎなくされてしまう。自分たちとは段違いの威力の蹴りが、すぐ真横から飛んできたのだ。

　どかっ！

「「んにゃっ!?」」

　美み緒おと鈴りんはたまらず布ふ団とんにひっくり返った。

「ぅぅ……」

「…………いたたた……あ、ち、ちー姉ねえ……おはよ」

「…………おはよう。こんな朝早くから、とても元気がいいのね。羨うらやましいわ」

　ものすごーく不ふ機き嫌げんそうな囁ささやき声。

　逆さまにひっくり返った体たい勢せいで、美緒と鈴がおそるおそる見上げた先には、千ち夜や子こが立っていた。ストレートに伸ばした黒くろ髪かみと、真っ白な肌。左目の下に泣きぼくろ。黒猫の耳とシッポ。

　大きくはだけたピンクのパジャマ姿。気け怠だるげな美び貌ぼうの次女である。

　千夜子は例のごとく表情がうすい。でも、シッポの毛がぶわっと膨ふくらんでいて、明らかに怒っていると分かる。多くの猫がそうであるように、この次女はたいへん寝起きが悪いのだ。

「…………朝ご飯にはまだ早いでしょう？　……もう少しだけ、静かに寝ていたいわ」

　無感情な声で囁いて、がっしりと鈴の足首をつかむ千夜子。

　続いて美緒の首くび裏うらをつまんで、ふたりをまとめて吊つり上げてしまう。

「わッ!?」

「ひゃぁッ」

　静かに怒れる次女は、そのまますたすたと部屋の隅すみまで歩き、障子を足で開け、

　地じ獄ごくの底から響ひびいてくるような恐ろしい声こわ色いろで囁いた。

「喧けん嘩かは外でおやりなさい、ジャリどもが」

　ぽいっ。べしーん。

　そうして哀あわれ美緒たちは、縁側に放り投げられてしまったのだった。

「…………」

　お布団の楽園から追放された美緒と鈴は、縁側にぺたんと座り込む。

「「ふぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]……」」

　顔を見合わせて、大あくび。目をごしごしと擦こすり、

「……ふぁ……さぁ～てっ。眠くっても、朝ご飯の用意しないとね！　美緒ちゃんは、何か食べたいものある？」

「大トロ！」

　りんちゃんは偉えらいなぁと、心底から美緒は感心するのであった。




「わたしも学校に行きたいですっ！」

　玄関。制服に着替えた姉妹たちを前にして、美緒は諸もろ手てを挙げて主張した。

　当然の要求だった。人間のことを知ろうと思えば、まずは同じ年とし頃ごろの人々が集団生活を送るという学校に是ぜが非ひでも行ってみなければならないし──姉妹たちと同じ制服を着て、一緒に登校することに、美み緒おはずっとずっと憧あこがれていたのだから。

　ところが……

「まだ、だーめっ」

　セーラー服姿の鈴りんが両腕でバッテンを作った。

　美緒はぎゅ～っと胸の前で拳こぶしを握り、不満顔になる。

「えぇ～、どうしてですかっ。言葉だって、もうあんまり嚙かまずに話せるようになりましたのにっ」

「だってあなた、まだネコ耳とシッポをしまえないでしょう。コスプレ会場に行くわけじゃないんだから、いくらなんでも無茶というものよ」

　同じくセーラー服姿の千ち夜や子こが、無感情に窘たしなめた。

　鈴も千夜子も、ネコ耳とシッポをしっかりとしまっている。

「う[image: ～][image: ～]っ」

　美緒は不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともせず、地じ団だん駄だを踏ふんで悔くやしがった。

　ふたりの言うことはもっともだと分かるのだが、やっぱり感情が納得していない。

　なにせ、ずっとやりたかったことがすぐ目の前に迫っているのに、おあずけされているのだ。気が急せいてしまうのも無理はない。

「……気持ちはすっ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ごく、分かるんだけどさ。学校見学は、四日目くらいにしよ？　ちゃんと手配はしてあるし、その頃ころには美緒ちゃんだって耳とシッポ隠せるようになってるだろうしさっ」

　鈴は複雑そうな笑顔で言った。人間世界の楽しいところを姉に体験させたい彼女としては、一刻も早く美緒を学校に連れて行きたいのだろう。実際、昨夜だってちゃんと人間の言葉を嚙まずに喋しやべれるようにと、発声練習にも付き合ってくれたし──その甲か斐いあって、美緒の人間語は大分まともになってきていた（あくまで昨日きのうと比べて、ではあるが）。

「…………ぐす」

「あやっ。そんな目で見つめないで……だっ、だめなものはだめなんだってば!?」

　まぶしいものを見たように、鈴は手のひらで目を覆おおった。

　そんな妹の姿を、美緒はじわっと涙の滲にじんだ瞳ひとみで、上うわ目め遣づかいに見つめ続ける。

「うぅ……うぐぅっ。胸がっ、胸が苦しいぃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ。はぅっ、出かけらんねェ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　愛猫を玄関に置き去りにして、家を留守にしようとしている飼い主のような苦く悶もんであった。

　そんな鈴のツインテールを、千夜子がぐいっと引っ張る。

「あいだっ!?」

「……鈴、いつまでバカやってるつもり？　置いていかれたいの？」

「ちー姉ねえ。だってェ……美緒ちゃん、かわいそうじゃん」

「あっそう、じゃあずっとそこにいれば？」

　すげない捨て台詞ぜりふを残し、千ち夜や子こはスタスタと歩いていってしまう。

「うっわ……あの薄はく情じよう者もの、ホントに置いてくからなぁ[image: ～][image: ～]……待ってよ、ちー姉ねえっ！」

　鈴りんは千夜子の方を見て叫んだ。一いつ瞬しゆんだけ美み緒おを振り返って、申もうし訳わけなさそうに手を合わせる。

「ゴメンっ！　んじゃっ、いってきます！」

「………………ぅぅ。りんちゃんも、はくじょうものです……」

　ひとり玄関に取り残された美緒は、ムスッと下あごに梅干しをつくり、恨うらめしそうに呟つぶやいた。

　ちらりと廊下を振り返れば、エロティックな大おお股また開びらきで股こ間かんの毛け繕づくろいをする白猫の姿。

　常に白猫の姿でいる長女・かぐらは食事を終えて、くつろぎモード。

　これまでの美緒ならば、姉と一緒になってグルーミングをして、お昼寝をして、それからお散歩というのが月曜日のスケジュールであった。

　しかし人間になって二日目の今日きよう、そんな気にはとてもなれない。

　胸がそわそわして、いても立ってもいられないのだ。

「……ふーっ。……うーっ。むににに…………！」

　目をぎゅーっとつむり、念じる。すると、ポンっという気の抜けた音とともに、美緒のネコ耳とシッポが消きえ失うせた。お尻をさわさわして、シッポをしまえていることを確かく認にん。

「よしっ……これなら……！」

　と思ったのも束つかの間ま。再びポンっという音がして、シッポと耳が飛び出てくる。

「あ～……ふぇぇ……」

　美緒は両手でネコ耳を触さわりながら、情けない声を出してしまった。昨夜かなり練習したのだが、やっぱり二十秒くらいしか持たない。まだまだ術の安定度が足りていないのだ。

　鈴の言うとおり、きちんと人間に化けて、学校に行けるのは四日目くらいになりそう。

　仕方がない。今日のところは大人おとなしく、姉妹たちの帰りを待っていよう────

「……………………いってきますっ」

　なんて。美緒は、そんな我が慢まんの利きく生き物では断じてなかった。




「…………えっと、学校ってどっちでしたっけ？」

　分ぶん岐き路ろに差し掛かって、きょろきょろと左右を見回す美緒。着ているのは、昨日きのう買ってもらったばかりの甘ロリファッション。ピンクのふりふりワンピースに、トラ猫のネコ耳＆シッポという、これ以上ないくらい甘々な装いだ。

「ふぅむ……困りましたね」

　美緒は道路に直じか座ずわりして考え込む。

　薄情にも自分を置いて学校に行ってしまった鈴たちをこうして追い掛けてきたものの、道が分からない。

　もちろん美緒はこの町で十四年間、猫として暮らしてきたわけだから、地元の地理はそれなりに把は握あくしているつもりだったのだが……どうしたことだろう。

「……さっきから同じ場所をぐるぐるしているような気がします……」

　美み緒おは思い至らなかったが、ヒゲがないせいで方向感覚が狂ってしまっているのだ。率そつ直ちよくに言って、人間になった美緒は極きよく度どの方向音おん痴ちであった。

「きっとあっちです」

　びしっと右前方を指差す。そうして道中何度か転びながら、適当に歩く──が、やっぱりぐるぐる堂々巡めぐり。段々と焦あせってきたところで、顔見知りと出会った。

「あっ、クロちゃんー」

「にゃっ」

　塀の上に向かって呼びかけると、黒猫がすたんと飛び降りてきて、ちょこんと頭を垂たれた。

　ボス猫に相応ふさわしい、わきまえた仕草だ。

　猫社会では身分の高いものが上を歩くという規則がある。猫ねこ又またである美緒は、猫たちにとっていわば貴族のようなものなのだ。特に美緒は、身分なんて関係なくあたりに好意を振りまくものだから、猫たちのアイドルといってもいいくらい慕したわれている。たとえ姿が変わっていても、それは変わらない。猫の五感は、きちんと大好きな美緒を識しき別べつできる。

「おはようございます～、クロちゃんっ」

「ミィ[image: ～][image: ～]」

　鈴を鳴らしたような声こわ色いろで、黒猫は応こたえてくれた。

　鴉からすの濡ぬれ羽ばのごとく艶つややかな毛並みを持つ、人間が見ても目を見張るくらいの美猫である。

　憂うれいを帯びた青い瞳ひとみと、しなやかなシッポが特に素す敵てき。

　こんなに綺き麗れいな黒猫は、千ち夜や子こを除けば彼くらいのものだろう。

　彼は黒猫のクロ。生後十ヶ月の若さで、付近のノラ猫たちをまとめるリーダーである。

「お散歩ですかっ？　──ふぇっ？　違う……？」

　美緒はその場にかがみ込んで、クロと会話を試みた。もちろん彼に人間の言葉は通じないので、ボディーランゲージと鳴き声、そしてニュアンスでコミュニケーションをはかる。

「えと……ええっと……わたしの言いたいこと、伝わってますかー？」

　まだ人間の身体からだで猫語を表現することに慣れていなかったので、ちょっと苦戦したのだが……なんとかコツをつかむことができた。どうやら人間と会話するときのように、言葉を口に出すとやりやすい。そういえば姉妹たちも、猫と会話する際にそうしていた。

「ニャーン」

「ほあっ、なんと!?　それは奇き遇ぐうというものです！」

　ぱん、と手を打ち合わせる。どうもクロは、美緒と目的地が一緒らしいのだ。

　これ幸いと、美緒は提てい案あんした。

「クロちゃんクロちゃん。もしよろしかったら、学校までご一緒させてくださいなっ」

「ニャー」

　彼は快かい諾だくし、くるりと美み緒おに背を向けた。

　セクシーなお尻をフリフリさせて、ながーい尾っぽをピンっと立てて、クロは堂々と歩いていく。お姫様を護まもる騎き士しみたいに格好いい。

　その後を、少し遅れて美緒が付いていく。エスコートされながら、黒猫紳しん士しのお尻に向かって話しかける。

「そうそう。先日は、わたしの儀ぎ式しきを手伝っていただきまして、ありがとうでした」

　件くだんの儀式には前準備として百匹の祈りが必ひつ須すだった。そのお膳ぜん立だてを整えてくれたのが、他ほかならぬクロだ。儀式当夜、彼は東雲しののめ家の屋根の上で、一生懸けん命めい号令をかけてくれた。みんなの応援を束たばね、美緒に届けてくれた。本当に感かん謝しやしている。

　前を歩くクロは、シッポをクネクネ蠕ぜん動どうさせて「どういたしまして」を表現した。

　振り返らないのは、きっと照れているから。

　彼はとても賢かしこく優やさしい、みんなの信頼を集めている凄すごい猫なのだ。

「ところでクロちゃん、何か学校にご用事でも？」

「ふミュ[image: ～][image: ～]」

　切ない鳴き声。黒いシッポがとろけたようにへたれる。

　その猫言語を、後ろから見ていた美緒は読み取ることができなかった。

「…………ま、いっか」

　強しいて問いただそうとも思えず、そのまま後ろを付いていく。

　ほどなくして学校に着いた。広いグラウンドの先に、四階建ての白い校舎が見える。

「門が閉まってますねー……どうしたものでしょう」

　きょろきょろと見回し、そばの柵さくに近付いていく。樹木が密みつ集しゆうして生えているせいで、人間が乗のり越こえることは難しそうだが、猫にとってはそうでもない。

　猫は一見華きや奢しやに見えて、身体からだの体積にそぐわぬ筋力を有する獣けものなのだ。

「よいしょぅっ」

　美緒はいつものように、木登りをすべくジャンプした──が、彼女はいま、自分が非力な人の姿になっていることを失念していた。

「あ」

　幹をつかむことさえできず、どしん！　と、お尻から落下。

　痛みを覚悟して目をつむったとき──

「フギャッ」

　美緒のお尻に踏ふみ潰つぶされたクロが呻うめいた。

　彼はとっさに身をていして、クッションになってくれたのだ。

「く、クロちゃん!?　だいじょぶですかっ!?」

「ふみぃ～……」

　どうやら無事のよう。ほっと一安心。

　クロはふらふらと立ち上がり、ぶるっと身を震ふるわせた。すぐにピンっと身を正す。

　ピョンと飛び上がったと思いきや、器用に細い柵さくの上に着地。

「ニャッ」

　待っていて、という意味で短くひと鳴きし、向こう側へと下りていく。すぐに門の向こう側にクロの姿が現われた。どうするつもりかと眺ながめていると……

　ばしっ！　クロは垂直ジャンプからのムーンサルトキックを閂かんぬきに炸さく裂れつさせた。ズリ……と、閂が肉球で押されてズレる。さらに跳とび蹴げりをもう一発。それで閂は見事外はずれた。

「わ!?　すごいですクロちゃん!?」

　美み緒おの称しよう賛さんを、ちらりと一いち瞥べつするだけで受け止めたクロは、

「ここでお別れ」

　とばかりにシッポをクイクイっと振って、校舎裏うらの方へと駆かけていく。

　そこに凄すごく嬉うれしいことが待っているかのような、うきうきした足取りだった。

「…………？」

　美緒は気になって彼のあとを追った。猫は好奇心にあらがわない。

　で──校舎裏。

　到着するや、クロは四階の窓付近を振ふり仰あおぎ、それからそばの桜にスルスルとよじ登っていく。そして校舎側に張り出した太い枝に、腰を落ち着けてしまった。

　そのままお座りの体たい勢せいで動かない。じっと窓の中を覗のぞき込んでいる。

「……んー？　クロちゃん。あんなに一生懸けん命めい、何を見ているんでしょう……？」

　結局このときは分からなかった。




「んっんー……敷しき地ち内には入れましたがー……これから、どうしましょう」

　桃色の唇にちょこんと指を当て、くいっ、と首を傾かしげる美緒。

　もちろん校舎の中には入ってみたい。授業とやらを受けてもみたい。たくさんの人間たちとお喋しやべりしたり、友達になったり──やりたいことは山ほどあるのだけど。

「えと……人に見付かったら、まずいんですよね？」

　鈴りんや千ち夜や子こに窘たしなめられたように、いまの美緒はネコ耳とシッポを出しっぱなしだし、人間世界に慣れてないから言動だってちょっと奇妙なはず。堂々と校舎に入ったり、人に見付かって会話をする羽目になったりしたら、姉妹たちに迷惑がかかる（そしてあとで怒られる）。

　それくらいのことは、さすがに自覚している。

　とはいえ、このまま帰るというのも、もったいない。

「うーんっ。せめて、りんちゃんやちい姉ねえさまのお姿を見てから帰りたいものです……」

　そうと決まれば、あとはどうやってそれをなすか。

　クロみたいに木に登れれば、窓から授業風景を眺ながめることができるだろう。

　けど人間形けい態たいの美み緒おでは、どうにも木登りは難しそう。

「んむー……」

　ぽわーんと、口半開きで考え込んでいた美緒だったが、やがて妙案を思いついた。

「そうだっ」

　できるかどうか分からないけど、やってみる価値はありそう。

「すぅ……はぁ……よ、よーしっ」

　片手を胸にあて、深呼吸。目をつむり「うにに……！」と念を込める。

　次の瞬しゆん間かん、ポンっと気の抜けたような音がして、ネコ耳少女の姿が搔かき消きえた。衣服だけをその場に残し、一瞬のうちに蒸じよう発はつしてしまったかのようにだ。

　もちろんそんなことはない。本性を顕しただけだ。

　少女の姿から猫の姿へ、一時的に戻ったのである。

「にゃっ」

　小さなトラ猫（美緒）は、クロがそうしたように桜の木を駆かけ上った。

　美緒の変化はほんの五秒ほどしか持たないが、木を登るだけならそれで十分。あっというまに、二階の教室がよく見える枝に陣取った。

　ポンっと音が鳴って、再び人間の姿へ。体重が増えた分、ギシッと枝がしなったが大丈夫。美緒はそれほど重くはない。十分、枝の強度は保ちそうだった。

「はうう……寒っ」

　一糸まとわぬ身体からだを腕で抱く。猫の姿に戻ると全裸になってしまうのが難点だ。

「あんまり長くここにいたら、風邪かぜひいちゃいますね……早くりんちゃんを見付けないとっ」

　鈴りんの所属する一年生の教室は、二階でよかったはず。この枝からでは、正面と隣となりのクラスしか見えない。首尾よく鈴の姿を見付けられればいいのだが。

　美緒は片手をバイザーのように翳かざし、さっそく教室を覗のぞき込んだ。

「あっ、りんちゃん！」

　都合のいいことに、正面の窓際に鈴の姿を発見！

　教室の中に大人おとなの姿は見えないから、まだ授業は始まっていない様子。鈴の席には、たくさんの人間が集まっている。声は聞こえないが、男子とも女子とも分わけ隔へだてなく接し、笑い合っている。人間が大好き──昨日きのうと同じ笑顔がそこにあった。

「…………これが、学校。……うふっ、りんちゃんたら、ほんとうに楽しそう」

　なんだか凄すごく、胸があったかい。美緒は、風の冷たさが相殺されてしまうくらいの満足感を得た。窓の向こう側で、鈴は、すぐそばの女子生徒の肩を「やぁだも──っ」みたいな感じで、ばんばん叩たたく。けらけら笑い、そしてふとこちらを向いた。

「あっ、りんちゃんー。えっへへぇ、きちゃいましたーっ」

　お気楽笑顔を浮かべた美み緒おは、枝にまたがり、全裸で鈴りんに手を振った。

　鈴の表情変化を擬ぎ態たい語ごと台詞せりふで表わすと、こうだ。

　ぽかーん……──「[image: ]オ[image: ]えええええええええええええええッ!?」

　なぜか乙女おとめ的にありえない絶叫を上げて、羅ら刹せつの形ぎよう相そうで錯さく乱らんする鈴。窓なんてほんのチョッピリしか開いてないのに、張り上げた声がこちらまで届くのがびっくりだ。

　椅い子すごとひっくり返った彼女は、足が攣つったみたいにジタバタ悶もだえる。

　クラスメイトは全員ドン引きだ。

「い、いいいいったいどうしたってのよ鈴!?　窓の外に悪あく霊りようでもいたの!?」

「窓の外を見るんじゃねェェェェェ──!?」

　突とつ如じよとして立ち上がり、級友の背にカポエラ風の跳とび蹴げりを喰くらわす鈴。

「「「東雲しののめがトチ狂ったァぁぁぁ────────!?」」」

　かように窓の向こう側ではゲルニカ的な光景が展開されつつあった。

　急展開についていけず美緒が目をぱちくりさせていると、級友たちを威い嚇かくしていた鈴が、ざぁっとカーテンを全部閉め切ってしまう。

「……………………ヘンなりんちゃん」

　まあとにかく、楽しそうでよかった。

　学校での鈴を見ることができたので、次は千ち夜や子この番だ。

「……えっと。ちい姉ねえさまは三年生で、四階の教室でしたっけ……」

　あっさりと思考を切り替え、四階の窓を振ふり仰あおぐ。美緒が登っている木では高さが足りない。四階の教室を見ることができるのは、そう、クロが陣取っている枝からのみであった。

「あれ？　もしかしてクロちゃん……」

　その想像は当たっていた。美緒が変化を繰り返してクロの真後ろまで行くと、ちょうど正面の窓を通して千夜子の横顔を眺ながめることができた。

　黒くろ髪かみロングヘアにセーラー服姿の千夜子は、物もの憂うげなまなざしで頰ほお杖づえをついている。

　彼女の周囲はまだざわめいている様子なのに、そばに寄ってくる生徒はいない。

　窓辺に佇たたずむ、黒い少女。鈴とは対照的な姿であった。

「クロちゃん、ちい姉さまを見てたんですねー……」

「…………ニャ[image: ～][image: ～]……」

　切ない鳴き声が返ってくる。

　美緒とクロは、しばらくそのまま一緒に千夜子の横顔を眺めていた。

　それから……怒り狂った鈴が校舎裏うらに走ってくるまで、千夜子とクロの視線が交わることは、一度もなかった。




「もォッ!?　美み緒おちゃんあたし怒ってるんだからね!?　来ちゃだめってゆったじゃん！」

「ご、ごめんなさい……」

　鈴りんにガミガミとお説教されて、しょんぼりと俯うつむく美緒。

　ふたりがいるのは学校の屋上。剝むき出しのコンクリートに朝の日差しが降り注いでいる。

　日ひ向なたぼっこによさそうだ。

　あのあと校舎裏うらから非常階段をのぼり、ここまでやって来たのであった。

「…………あの、ところでりんちゃん。授業にでなくていいのですか？」

「だからぁっ。美緒ちゃんが心配で授業なんて受けてられないよっ！」

「…………ぅぅ」

　ますます縮ちぢこまる美緒を見て、鈴は自分が怒られたみたいな表情になった。

「……も、もういいよ。分かってくれたならさ。……あたしも美緒ちゃんの気持ち、分かるし。……ちゃんと抜けるときクラスメイトに言こと付づけしておいたから、一日くらい授業でなくても大丈夫。気にしないでっ。……ほらぁっ、そんないまにも泣きそうなカオされたら、あたしが哀かなしくなっちゃうじゃん」

　鈴は美緒に対してとても甘い。屋上の縁へりに腰掛けている姉の前で中腰になり、ハンカチで優やさしく涙を拭ぬぐう。それからいまだ剝き出しの素肌を見やり、呆あきれたように言った。

「……それより、ほらこれっ。早く服着て！　風邪かぜひいたらどうするのっ」

　鈴が差し出したのは美緒が着てきたワンピースではなく、学校指定の体操服だった。

「わたしの服じゃだめなのですか？」

「だってあれ、もう土で汚れちゃってるじゃん。地面に直じか座ずわりするから、ぱんつだって真っ黒だし……せっかく綺き麗れいな服着てるんだから、もっと大事にしないとダメだよ」

「え……？　どうして土が付いたら汚いんですか？」

　手早く体操服に着替えながら、美緒は本心からの疑問を口にした。猫だったときは地面に直接寝ころがったり、何日もお風呂に入らなかったりという生活が当たり前だったものだから、衛えい生せいについての概がい念ねんが人間とはちょっとズレているのだ。

「あー……そか、そっかあ。えっと……猫だったときも、外から家に入ったときに足の泥拭ふいてたよね？　それと似たようなもの。それに人間の服は毛皮より汚れが目立つし──」

　試行錯さく誤ごしながら、鈴は美緒に人間の衛生観かん念ねんについて説明してくれた。

「とまぁ、そんな感じ。分かった？」

「……なんとなく」

　自信なさげに呟つぶやくと、鈴は「はぁっ」とため息を吐ついてから苦笑する。

「ま、いいよ。人間やってれば自然と少しずつ分かってくることだから」

「そういうものですか？」

「うん、だから大丈夫…………ふぁ、んー……ここにいると眠くなってくるねっ」

　鈴りんはあくびを嚙かみ殺しながら、美み緒おのとなりに腰掛けた。

　初春の陽光が、ぽかぽかとあたたかい。

「はいっ。いい場所ですね、ここ」

「そでしょっ？　なにせ、あたしのお昼寝ポイントだもん」

　猫は色んなところに、自分だけのお気に入り場所を作るもの。鈴が選んだだけあって、この屋上は格別だ。お日様の光が降り注ぐ日中はもとより、夜も──ここからなら、お月様が綺き麗れいに見えることだろう。

　自分の場所に招き入れてくれた妹に改めて感謝しつつ、美緒は話を切り替えた。

「ねぇ……りんちゃん、一つお聞きしたいのですがー」

「ん？　なァに？　なんでも聞いて聞いてっ？」

　と、鈴はこちらの顔をはしゃいだ様子で覗のぞき込んでくる。

　彼女は姉に頼られるのが、嬉うれしくてしょうがないのだった。

　美緒は純真無む垢くな笑顔で問う。

「クロちゃんと交尾したいと思いますか？」

「ブフッ……!?　ゲホゴホゴホッ……!?」

　鈴は盛大にむせた。強きよう烈れつなボディーブローを喰くらったように前のめりになる。

「い、いいいいいいいきなりなに言ってんの!?　その質問はどういうアレでその──!?」

「……り、りんちゃん？　だ、大丈夫ですか？」

　美緒は突然錯さく乱らんしはじめた妹を、心配そうなまなざしで見やった。

　そういえば教室でも様子がおかしかったし……頭の病気でなければいいのだけど。

「こ──こう、……って……まっまま待ってよ？　ちょ、ちょちょちょちょっと待って……！」

　茹ゆでだこみたいに真まっ赤かになって、ぜえぜえ息を荒げる鈴。

「お、落ち着いてくださいりんちゃんっ」

　美緒はただならぬ様子にうろたえつつ、妹の背中をさすってあげた。

　その甲か斐いあって、ようやく鈴が平静を取り戻す。

「…………えと、その……美緒ちゃん。こ──こうびとか、女の子が口にしちゃだめだよ、はしたないっ」

「はえ？」

　言われた意味が本気で分からず、美緒はポカンと口を開けた。

　美緒の価か値ち観かんでは、それは恥ずかしがったりするようなものでは決してなくて、自然の中に当たり前にあるものという認にん識しきだ。だってそれは、とても大切なことなのだから。

　猫と人間とでは、価値観や常じよう識しきが大分違う。たとえ人間同士でも、時代や場所によって風習や常識が変化するのと同じように。

『十四歳までずっと猫として生きてきた』美緒。

『十歳で人間になり、その後三年間、人間としての思春期を過ごしてきた』鈴りん。

　性に対する認にん識しきが大きく違うのは、無理もないことであった。

「………………」

　鈴は難しい顔で押し黙だまった。

　美み緒おの不可解そうな表情から、そのあたりの事情を悟ったのだろう。

「りんちゃん？　どうかしましたか？」

「いやっ──うん、そっか、そだよね……おーけい……がんばれあたしっ」

　鈴は自分の左胸を鷲わしづかみにして、自分自身に言い聞かせるように何度も頷うなずく。

「いい、美緒ちゃん。人間はね、その──こ、こうびを、あたしたちとはまた違う意味で特別視してるの。……そのことについては、みだりに口にするのは恥ずかしいことだって覚えてっ」

「は、はぁ……そうなのですか……？　……分かりました。……んー、でもりんちゃん」

「な、なに？」

「ちい姉ねえさまのお部屋には、そういうご本がたくさんありましたよ？」

「それは例外だからッ!?　ちー姉を人間の基準にしちゃダメえ!?」

　慌あわてた様子で、ぶんぶん両りよう掌てを振る鈴。美緒はさらに言った。

「なんと、中には男の方同士のものも」

「ぎゃ──っ!?　聞きたくない聞きたくないっ！　てか、話の筋ズレてるし！」

「そですね。じゃ、話を戻します。わたしが聞きたいのはつまり、恋愛のことなんです」

「れ、れんあい？」

　鈴はかなり意外そうな顔になった。この姉の口から恋愛などという単語が飛び出てくることが信じられないらしい。が、美緒はあっさりと頷いた。

「はい……。わたし、人間の言う恋愛というものが、よく分からないのです。りんちゃんは、よく女の子が男の子に恋をする……そんな漫画を読んでいますよね？　猫だったとき、わたしも何度か借りて読みましたが……ぜんぜんさっぱり理解できませんでした」

「…………」

「『大好き』とか、『愛してる』とか、『ずっと一緒にいよう』とか……ひとつひとつの台詞せりふの意味はもちろんとってもよく分かるんです。勉強、しましたから。……でも、どうしてそのシーンでその台詞を口にしたのか……どういう気持ちで言っているのか……そこが、どうしても、分からないんです」

　美緒は少し哀かなしげに目を伏せた。長い睫まつ毛げがくるりとカールしている。

「好きなのに嫌きらいと言ったり、愛しているけどもう会えないって言ったり。相手のことを好きなのに意地悪したり、困らせたり……そういうシーンが出てくるたびに、あれれってなっちゃいます。……なにが噓うそでなにがほんとうなのか、アタマがこんがらがっちゃいます。……どれがほんとうの気持ちなんですか？　どうしてほんとうの気持ちを言葉にしないんですか？　……わたし、分かりません」

　人間の恋愛は複雑怪かい奇きだ。いかに知性が高かろうと、猫の価か値ち観かんでは理解しがたい。

　美み緒おが人間の恋愛模様を見て、意味不明だと首を傾かしげてしまうのも無理はない。

　鈴りんは神妙な口調で、「まあね」と苦笑する。それからこう続けた。

「恋愛に限らず、人間って自分にも噓うそを吐つく生き物だから。本心とは逆のことをしたり、言ったりするんだよ」

「どうしてですか？　なんのために？」

　本当に不ふ思し議ぎそうに美緒は聞いた。

「…………うーん、ごめん。あたしにも、うまく答えらんないや。……強しいて言うなら、頭の中がコトバでごちゃごちゃ複雑だから、かなぁ？」

「……だから、思ったことをそのまま伝えられないことがある……？」

　言葉という万能コミュニケーションツールを持っているのに、逆に情報伝達が猥わい雑ざつになって『気持ちが伝えられない』ってどういうことだろう？　本末転倒なんじゃない？

　これは美緒が、ここ数年で言葉を覚えたばかりだからこそ感じる不可解さであった。

　猫と人間の思考の最も大きな違いとは、知性の高低ではなく言語の有無だ。

　猫はコミュニケーションに言葉を使わない。当然、思考に言葉を使わない。結果、物事すべての認にん識しきがアバウトなものになる。花を見たとき、花という単語を知らないのだから『これは花だ』というふうには認識できないのだ。

　言葉を喋しやべらず、言葉をいっさい思い浮かべず、しばらく過ごしてみればよく分かる。

　──それが猫の生きている世界だ。人間からすれば不便なものではあろう。だが、だからこそ彼らは、きわめてシンプルに想おもいの丈たけをぶつけることができる。

　人間と違って、猫はウソを吐かない。

　好きなものは好きで、キライなものはキライ。主張がとてもハッキリしていて、それらはすべて本心だ。猫のコミュニケーションには、余分な欺ぎ瞞まんが入り込む余地がいっさいない。

　だから。

「ほぁ……人間って、めんどくさいんですね」

　美緒がそう思ってしまうのも、仕方のないことではあった。

　人間側に立って応こたえなければならない鈴は、苦笑して頷うなずく。

「……そうかもね。これはこれで、いいところもあるとは思うけど……確かに、めんどくさい」

「人間になったら……わたしもいずれそうなるんでしょうか？」

「どうかなあ……美緒ちゃんの場合、あんまり変わらなそうな気もするけど。……というか、どしたの？　なんでいきなりそんな──恋愛について知りたがるの？」

　そこで鈴は頰ほおを染めて、もじもじと指を絡めはじめた。

「ま、まさか……好きなやつができた……とか？」

「いえ？　わたし、まだ発情期がきてませんから」

　きょとんと金色の瞳ひとみを大きくして、あっさりと美み緒おは否定した。

　鈴りんは、恥じらいつつも胸を撫なで下ろす。

「あ、あそうっ。……ほっ、なぁんだ……でも、じゃ、どしてっ？」

「ええ、実は──」

　そこで、ようやく話が本題へと到達する。

「クロちゃんが、ちい姉ねえさまに恋をしているみたいなんです」

「うぇっ!?」

「だから、応援してあげたいなぁと思いまして……」

「……な、なるほどぉ……」

　鈴は驚おどろいた顔をしていたが、腕を組んでうむうむと頷うなずいてくれた。

「だから、クロちゃんと──こ、こーびとか言い出したのかァ……なっとく」

　そこで──

「ばぁか。余計なお世話よ」

　階下に至る扉が開き、屋上に新たな闖ちん入にゆう者しやが現われた。

　千ち夜や子こだ。冬の名残なごりを孕はらむ冷風が、彼女の長い黒くろ髪かみをたなびかせる。黒い制服がわずかにめくれ、臍へそと太ふと腿ももがちらりと露あらわになった。

「ちい姉さまっ」

「あれっ、ちー姉、どうしてここに？　授業はどうしたのよう？」

　鈴が聞くと、千夜子は「サボったわ」と短く答えた。

「……どうしてここに来たのかという質問に答えるなら、こうよ。私と違って人気者のあなたが変な行動を取れば、三年生の教室でだって話題くらいには上る──でもって、今朝けさの玄関でのやり取りを思い出せば、何があったのかなんて簡単に想像がつくわ。……この場所をあなたに教えたのだって、私だしね」

　千夜子はつらつらと鈴の質問に答えながら、一歩二歩と足を進めた。

　静かな口調とは裏うら腹はらに、苛いら立だちを込めて強く扉を閉める。

　バタン──「フギャッ!?」狙ねらい澄すましたようなタイミングで、扉を擦すり抜ぬけてこようとしたクロが挟まった。ふミゅ～、ふミゅ～、とジタバタもがく。

「ひ、ひどい!?　ちい姉さまっ！」

「ふん、わざとじゃないわよ」

　しれっと髪をかき上げて、悠ゆう然ぜんとこちらに歩いてくる千夜子。

　美緒の真正面で立ち止まり、両肘ひじをつかむようにして腕を組んだ。

「……うっ、ち、ちい姉さまがいつもよりおっかないですっ……」

　縁へりに腰掛けたまま、美緒は怯ひるむ。

　赤い宝石のような千ち夜や子この瞳ひとみが、冷然と見下ろしてくる。明らかに不ふ機き嫌げんだ。

「にゃう～ん」

　ダメージから立ち直ったクロは、のどをゴロゴロ鳴らして千夜子の足にすり寄った。

　好き好き大好き！　猫言語なんて分からない人間が見ても、一目瞭りよう然ぜん。

　真まっ直すぐで純じゆん粋すいな好意。

「…………」

　千夜子は足元を一いち瞥べつし、無言でクロを蹴けっ飛とばした。

「ちょ、ちー姉ねえッ!?　あんた鬼でしょぉっ!?」

「あんまりです!?　クロちゃんかわいそうですっ！」

「……黙だまりなさい」

　無感情な──けれど異様な迫力のある声。

　プレッシャーに圧おされて、美み緒おと鈴りんは萎い縮しゆくしてしまう。

「話は全部聞かせてもらったわ。こいつが私に恋をしている──そういう話だったわね」

　哀かなしげな瞳ひとみで思い人を見上げるクロを、千夜子は虫けらを見る目で睨にらみ付ける。

「くだらない。とうに知っていたわ、そんなこと」

「……ふぇ、御ご存ぞん知じだったのですか……？」

「ええ。毎日毎日、朝から放課後までずっと枝の上に座って──飽きもせず私を見ていることもね。健けな気げで可愛かわいいやつだと思うわ。猫にしては賢かしこくて強くて優やさしくて、みんなの頼れるリーダーよね、こいつは。しかも凄すごい美形。ほんとう、たいしたものよ、パーフェクトだわ」

　クロを褒ほめちぎっていた千夜子は、そこで一段声のトーンを落とす。

「……で、だからなに？　『応援してあげたい』──美緒、あなたさっきそう言ってたわね。それはいったい……どういう意味なのかしら？　まさかとは思うけどあなた……私と、この下等生物との仲を取り持とうとでもしていたわけ……？」

　言葉の端はし々ばしに静かな怒りを滲にじませながら、あくまで淡々と言う。

「はいっ」

　美緒はハッキリと応こたえた。

「ちい姉さまは、クロちゃんの想おもいに応えてあげるべきですっ！」

　そう口にした瞬しゆん間かん、背後のフェンスが三日月型に大きく裂さけた。

　巨大な猫の爪つめ痕あと──目にも留とまらぬ速度で、千夜子の五爪がフェンスを斬きり裂さいたのだ。

「…………ちい姉さま……」

　呆ぼう然ぜんと目を見開く美緒に、瞳どう孔こうが縦たてに裂けた千夜子が、牙きばを剝むき出しにして囁ささやく。

「……いまのは、怒ってもいいところよね？　私。……どう思う？　鈴」

「……人間だったら、そうだろうね」

　人間だったら『猫と付き合え』なんて言われたら怒るのが当然。

　姉の質問に否ひ定ていも肯こう定ていもせず、鈴りんはやや怯おびえながら肩をすくめた。

　通常猫ねこ又または、猫の姿をしているから、猫又と猫の間で恋愛感情が生まれることはそう珍しいことではない。しかし十歳で人の姿を得て、それから五年間、人間として暮らしてきた千ち夜や子こは、世界でもっとも人間に近い感性を持つ猫又だ。

　だから彼女は、自分に恋する猫を下等生物と見下し、ふたりの仲を取り持とうとした美み緒おに怒りをあらわにしたのだろうか？　……本当にそうだろうか？　千夜子はそうだと言っている。けれど人間の言葉は、その気持ちを、必ずしもまっすぐ伝えているとは限らないのだ。

　んううう……うううううう……っ！　うう[image: ～][image: ～][image: ～]！

　美緒は、妹から借りた恋愛漫画を読んでいるときとそっくりの、もどかしさを覚えた。

　千夜子は目をつむり、「ふぅ……」と大きく息を吐き出す。

　再び開いた瞳ひとみは、人間のものに戻っていた。

「……美緒、お願いだからあまり勝手なことを言わないで頂ちよう戴だい」

「ちい姉ねえさまは、クロちゃんがキライなんですか？」

「別にキライじゃないわ」

　即答が返ってきた。その言葉にウソはなさそうだった。少なくとも美緒にはそう思えた。

「そう、ですよね？　なら──」

「勘かん違ちがいしないで。好きでもキライでもない。そういう対象にしようだなんて、一考にも値しない。どうでもいいやつ、という意味よ」

　クロを一いち瞥べつし、千夜子は言った。その視線がおそろしく冷ややかで、美緒はぎゅっと胸が締め付けられるような感じがした。思いもよらない姉の台詞せりふに、美緒は当とう惑わくしてしまう。

「……どうして、そんなこと……」

「当然でしょう？　私は人間で、そいつは猫だから」

　だから、恋愛なんて成立するわけがない。

　あまりにも無感情な口ぶりだった。

「……にゃあ」

　クロが、短く鳴いた。彼に人間の言葉は分からないが、場の雰ふん囲い気きを敏さとく感じ取ったのだろう。その声こわ色いろは哀かなしげだった。

　千夜子は懐ふところから、手紙を取り出す。

「私あての恋文よ──とんだ物好きがいたものだけど。……試しに付き合ってみてもいいかと思っているわ。下等生物と連つれ添そうくらいなら、人間の方が、ずっとましだものね」

　ゆっくりと、想いを込めるように、千夜子は言う。

「そこの下等生物、よく聞きなさい」




「私は人間の恋人を作るから────猫は猫と付き合いなさい」




　冷たい声でそれだけ告げて、千ち夜や子こは屋上を後にした。

　黒猫は寒さむ空ぞらを振ふり仰あおぐ。

　悲恋の鳴き声が、虚こ空くうに轟とどろいては消えていった。




「──ちい姉ねえさまはウソツキです」

　美み緒おは自宅の縁側に腰掛けて、両足をバタバタさせた。ほっぺたをプーッとふくらませた、あからさまな不ふ機き嫌げん顔。

　いまはもう夕方だ。千夜子が屋上を去ったあと、残されたふたりと一匹は東雲しののめ家へと戻ってきていた。それから美緒はほとんど口を利きいていない。

　怒っているのだ。
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　屋根の上から、何度目かの遠とお吠ぼえが轟いた。さっきからクロはずっとこんな調子。

　かわいそうすぎて声もかけられない。言うまでもなく彼はとても女の子にもてる。恋猫を作ろうと思えばいくらだって作れるのだろうに、いままでそんなそぶりは見せなかった。

　きっとこれからもそうだろうと美緒は思う。

　猫の生せい態たいからすれば、一見かなり珍しい行動ではある。

　ここで『クロは、千夜子のみに一いち途ずな片思いを向けているから、他ほかの女の子など眼中にないのだ』などと、単純に人間式の恋れん愛あい観かんを適用することはできない。人間の恋愛観は、あくまで人間特有の文化だ。猫には猫の、猫ねこ又またには猫又の恋愛観がある。

　そして美緒は、美緒なりの恋愛観でもって『クロが、ひたすら千夜子のみを想おもっている理由』をわきまえていた。だからこそ、千夜子のクロへの態たい度どが納得できず、当とう惑わくしてしまう。

　仮に『百匹の知性ある猫』に聞いたなら、揃そろって同じ感想が返ってくるはずだ。

「ちい姉さまはウソツキですっ」

　──と。

　廊下の向こう側から、私服に着替えた鈴りんが歩いてきて、美緒のとなりに腰を下ろした。

「ね、ねぇ、まだ怒ってるの……？　美緒ちゃん」

「あったりまえですっ。だって……ちい姉さまは、クロちゃんのことが大好きなんですよ？　なのに、好きじゃないなんてウソを吐ついて、そのうえ人間の恋人を作ろうだなんて……なっとくできませんっ」

「どうして、そう、思うの？　クロちゃんは確かにカッコイイけど、ちー姉がクロちゃんをどう想っているかなんて、本人にしか分からないじゃん。もしかしたらちー姉、手紙をくれた相手のことを気に入るかもしれないし──そこは、ちー姉本人が決めることじゃない？　あたしたちが口出ししていいことじゃないと思うけど？」

　鈴りんの主張は人間としてはとても正しい、理にかなったものであったが、美み緒おは「いいえっ」と強く否定した。そして改めて、猫として正しい、理にかなった主張をする。

「ちい姉ねえさまはウソを吐ついています。それだけは、ゼッタイにまちがいありません」

　猫なら誰だれだって、一発で分かるはずだった。こんなに当然のことを言っているのに、どうして分かってもらえないのだろう。美緒は不ふ思し議ぎに思った。

「だから。わたし、ちい姉さまと、もう一度お話ししてきますねっ」

　胸にわきたつもどかしさに、いても立ってもいられなくなった美緒は、ぐっと立ち上がった。
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　屋根の上から、高く切ない鳴き声が轟とどろく。

　クロはすでに、千ち夜や子こに想おもいを伝えている。愛と恋を全身全ぜん霊れい、言葉に頼らず、態たい度どで表現している。できることを精一杯やっている。だから、悪いのはやっぱりあのウソツキだ。

　なんとかしないといけない、そう美緒は思う。

　人間は、ときにウソを吐くのだという。

　人間は、ときにまっすぐ想いを伝えられないことがあるのだという。

　たぶん、千夜子は人間の感性で恋愛をやっている。このもどかしさは、きっとそのせいだ。

「──ちょ、待って待って、美緒ちゃんっ」

　ズンズン大おお股またで歩いていく美緒の後ろから、鈴が駆かけ寄よってきた。

「いまはマズいって!?　ちー姉、ちょうどいま帰ってきて、手紙の彼氏と一緒に部屋に入っていったところなんだから！」

「ふぇ……？　じゃ、じゃあ、やっぱりお付き合いすることにしたんでしょうか……？」

「ん……たぶん、そういうことなんじゃ、ないっかな」

　鈴は気まずそうに頰ほおをかく。美緒は足を止め「むー」と、への字口で考え込む。

「かぐら姉さまはこのことを？」

「知らないに決まってるじゃん。知ってたら、人間を家に入れたりしないよっ。てゆーか、ちー姉が人間の男の子をウチに連れてきて、堂々と『私の彼よ』だなんてやったら、その男の子ゼッタイ生きて帰れないってば！」

「ですよね。そういえばかぐら姉さま、今夜は集会に呼ばれて留守なんでしたっけ……」

「そうそう。それ分かってるから、ちー姉、付き合って早々、彼氏を家に呼んだんでしょ」

　早口でまくしたてた鈴は半眼で「なぁんかフケツっ」と不ふ機き嫌げんそうに吐き捨てた。

　この妹は、こと恋愛に関して潔けつ癖ぺきなところがあるらしい。美緒とはまた別の人間らしい理由で、千夜子のやり方に不満を抱いているようだった。

「うーん……」

　美緒は千夜子の部屋の方を向いてしばらく考え込んでいたが……

　やがて、「うんッ」と軽く叫んで頷うなずいた。

「りんちゃん！　いまからちい姉ねえさまの様子を見に行きましょうっ！」

「ええっ!?」

　怒りともどかしさと心配と好奇心がない交ぜになって、胸の炎を燃え上がらせる。

　こうなってしまった美み緒おは行動力の塊かたまりだ。止められるものは誰だれもいない。

　なにせ彼女は猫なのだから。心の趣おもむくままワガママに、走り出さずにはいられないのだ。

　美緒はさらに屋根の上に呼びかけた。

「クロちゃんも一緒に行きましょう！　ふたりがもしチューとかしようとしてたら、全力で邪じや魔ましますよっ！　何故なぜならわたしがイヤだからッ！」

「にゃお[image: ～][image: ～][image: ～]ん！」

　自己中心的な叫びに呼こ応おうし、黒猫が飛び降りてきてひと鳴きした。美緒の勢いに感化されたのか、元気一杯である。

「にゃはは……」

　鈴りんは美緒にぐいぐい手を引かれながら、諦てい観かんの表情で苦笑する。

「……人間になっても、やっぱり美緒ちゃんは美緒ちゃんなんだねー……」

「なに言ってるんですかりんちゃん！　そんなの、あったりまえでしょう！」

　美緒は廊下をどたどた走りながら、妹を振り返ってウインクを飛ばし、再び前を向いた。

「さぁ行きますよっ。ちい姉さまが人間とお付き合いしようだなんて──断だん固こ阻そ止しですっ!!」

　うにゃ────っ！

　ふたりと一匹の鳴き声が、決然と轟とどろいた。




　東雲しののめ家は平屋建てなので、千ち夜や子この部屋も一階にある。

　縁側とは障子戸、となりの鈴の部屋とは襖ふすまで仕切られている。ちなみについ先日まで猫をやっていた美緒の私室はまだない。六畳間を鈴と共同で仲良く使っている。

　ふたりと一匹は、鈴と美緒の共同部屋へとやって来ていた。千夜子の様子をコッソリうかがおうと思ったら、ここがもっともいいポイントだからだ。

　鈴の部屋には、猫用のおもちゃがたくさん転がっている。ねこじゃらしや、ゴムボール、パンチボール、爪つめとぎ板などだ。

　本棚には少女漫画のほか、Ｊ－ＰＯＰのＣＤ、参考書などが並んでいる。

　お昼寝用のベッドが一つ。枕元にはラジカセと写真立て。獣けものと女の子の匂においが、ない交ぜになって漂ただよっている。多少猫っぽくはあるものの、標準的な女の子の部屋だった。

「りんちゃんりんちゃん、なんだかクロちゃんがヘンなカオしてますよ？」

「ぎゃっ、フレーメン反応!?　ちょっと！　そのへんにマーキングしたら殺すからね!?」

「も、もっと静かにしないと、となりにバレちゃいますよう」

「だ、だってェ……」

　もじもじしている鈴りんを尻目に、美み緒おはクロを抱っこして襖ふすまに近寄った。

　そおっと静かに……向こう側に気付かれないよう気を付けて、チョッピリだけ開ける。

「…………」

　美緒の瞳ひとみに、千ち夜や子この部屋が映りこんだ。

　雑然とした部屋だ。フローリングには各種フィギュアやプラモが散乱し、壁や襖のあちこちに、映画やアニメのポスターが貼られている。

　ベッドはなく、代わりに巨大なクローゼットと本棚がかなりのスペースを占有していた。

　幅広のパソコンデスクには、ＰＣの他ほか、最新ゲーム機が繫つながった24インチ液えき晶しようテレビが乗っている。

　ＰＣのディスプレイでは18禁乙女おとめゲームのスクリーンセーバーが起動中。

「……ち、ちー姉ねえぇ[image: ～][image: ～]……せめてエロ関係は片付けてから男連れこもうよォ[image: ～][image: ～]……」

　美緒の頭上から、鈴の恥ずかしくてたまらないみたいな囁ささやきが聞こえてきた。

「？」

　よく分かってない美緒は、きょとんと瞬まばたきをしてから、部屋の中心へと視線を動かす。

　そこには千夜子と、人間の男の子が向かい合って座ざ布ぶ団とんに座っていた。

「……あれが、ちー姉のお相手かあ。ふーん、結構カッコイイんじゃない？」

　栗くり色いろの髪かみの毛をした、なかなか整った容よう貌ぼうの少年である。

　美緒の腕の中で、クロが「ふーっ」と敵意をあらわにした。

「クロちゃんの方が、ずぅっとカッコイイですよーっだ。ねー？」

　と、クロの頭をなでなでしてなだめる美緒。

「ん……まぁ、あたしたちの感覚だとそうだろうね」

　と鈴も同意。実際、クロは猫の目を通すと信じられないくらいの美形に見えるのだ。

　と──そこで鈴が、疑問を発した。

「……でさァ。あのふたり、いったいなにやってんの？」

「ちい姉さまが……ご本を手渡して、見せているようですが……？」

「あ、あれ！　ちー姉の本棚に入ってた、いかがわしい本じゃん……!?　ちょっ、どういう展開これ？」

「わ、わたしに聞かれても、分かんないですよう……」

　美緒たちの目の前では、男の子が、千夜子から受け取ったえっちな漫画本を読んでいる。

　いや。読んでいるというよりは、床に置いて、両手で本の両端を押さえ、眺ながめている感じ。

「「…………………………………………………………………………」」

　男の子も、千夜子も、終始無言である。

　で──襖からは、美緒と鈴、そしてクロ、ふたりと一匹が部屋の中を覗のぞき込んでいる。

　この場にいる全員が、超無表情。

　チッ、チッ、チッ、チッ、チッ、チッ、……と、時計の音だけが規則的に響ひびく。

　美み緒おでなくとも状況把は握あくが困難な、なんともシュールな光景であった。

　おさらいをしておこう。

　千ち夜や子こは今日きよう、恋文を受け取って、（おそらく）彼氏と付き合うことになった。

　そして鬼のいぬ間を見計らって、首尾よく部屋に彼氏を連れ込んだ。

　そこまではいい。恋愛にうとい美緒ですら理解できる。部屋を片付けてなかったせいで、いかがわしいグッズの諸もろ々もろが彼氏に目もく撃げきされてしまったことも……まあオチャメな失敗だったのだとムリヤリ納得することもできよう。

　が──そこでどうして、千夜子自らえっちな漫画本を開帳する必要があるのか？

　な……なにがなんだか分からない……。

　美緒と鈴りんの頭上では、ポップ体のハテナマークが大量発生していた。

　そこで──

　ようやく静せい寂じやくを破り、千夜子の口がわずかに動いた。若じやつ干かん得意げな口調で、

「それが私の最新作なのだけど」

「うええええええええええええええちー姉ねえの自作だったの!?　むぐッ……!?」

「だ、だめですよりんちゃん!?　バレちゃいますから……!?」

　咄とつ嗟さに鈴の口を塞ふさぐ美緒。……ホッ、どうやら気付かれてはいない様子。

「ご感想は？」

　と、千夜子に促うながされ、男の子が初めて口を開いた。

「…………あー……ええと……え……えっちだと思います」

「そう。ありがとう」

　無表情でお礼を言う千夜子。彼氏はなぜか敬語になっていた。見てのとおり異常な状況だから、それが彼本来の口調かどうかはハッキリしない。

　ただ、恋人同士の会話にはどうひいき目に見ても思えなかった。

「……東雲しののめさん。えと……オレ、幾いくつか質問があるんですけど……聞いてもいいっすか？」

　千夜子は手のひらを上向きにして、「どうぞ」と促す。見た目どおりの楚そ々そとした仕草だ。

「……ど、どうしてこの本、男同士がカップルになってんの……？」

「私の趣しゆ味みよ」

　千夜子は即答。もの凄すごく堂々と答えた。彼氏は、くらっと目眩めまいをこらえるような仕草を見せてから、えらく引きつった笑みを浮かべた。

「……ハハ……まぁ……趣味は人それぞれだからね……うん……そっかぁ、東雲サンは、こういうの、好きなんだ……は、ははっ……あはっアハハ……」

「ご理解いただけたようで嬉うれしいわ」

「うん…………うん…………あの、さ。……もういっこ、聞いていい？」

「いくらでもどうぞ？　どんと来て頂ちよう戴だい」

　千ち夜や子こが、やはり無表情のままドンと胸を叩たたく。

　彼氏はおでこにビッシリ冷や汗をかいて、おずおずと本のページを指差した。

　美み緒おの位置からでは、絵柄の内容までは見えない。

　彼氏は何度か苦しそうに躊ちゆう躇ちよしてから、震ふるえる声でこう呟つぶやいた。

「………………………………こっちの男、オレに似てね？」

「よくぞ気付いてくれたわね。なにを隠かくそうあなたがモデルよ」

『さぁ、褒ほめ称たたえなさい』と言わんばかりの口調である。

　男の子の顔色が、蒼そう白はくを通り越して真っ白になった。半開きになった口からエクトプラズムが飛び出しかけている。

「………………ふあ」

　会話の流れがよく見えない美緒ではあったが、彼がとても気の毒なことになっているのは非常によく分かった。すっぱりフラれていた方が、ずっとましだったのではないかと思われる。

「ヒドッ……ちー姉ねえってば、ヒドッ……なにこの仕打ち……ちょうかわいそうなんだけど……」

　あまりの展開に、鈴りんも戦せん慄りつしている様子。

　彼氏は、口からはみ出した霊れい魂こんを必死で吸い込んでから、怯おびえたように頭を抱える。

「お、おっお、オレにこんなの見せて、どういうつもりなんっすか……!?　オレたち、今日きようから付き合うことになったはずじゃ……!?」

　それは美緒も知りたかった。千夜子と人間の彼氏とのお付き合いを邪じや魔まするつもりで、ここでこうしているはずだったのに、どうしてわたしはいま、男の子に同情しているのだろう？

「どういうつもりもなにも」

　千夜子は、しれっとこう答えた。

「これからあなたとお付き合いするにあたって、私のことを、ちゃんと知っておいてもらおうと思って。あなたは道中、自分のことを色々と話してくれたでしょう？　サッカー部の部長なんだとか、趣しゆ味みで音楽をやっているんだとか、好きな歌手の話とか──だったら私も、そうすべきじゃない？　恋愛って、お互いを分かり合うということ──そうでしょう？」

「いやでも……これはできれば隠かくしておいて欲しかったというか……わざわざ言うべきことでもないんじゃないかと……」

「あら？　私、自分の趣味を許きよ容ようしてくれない人とは、お付き合いできないわ」

「そ、そんな……!?　だって、さっきは付き合ってくれるって……！」

　残り少ない気力を振ふり絞しぼるようにして、男の子は主張する。

　まだ付き合ってから半日もたっていないのに、こんな理り不ふ尽じんな展開で破局しそうなのだから、そりゃまあ心中穏おだやかではなかろう。

「もちろん。だから、これからお付き合いしていくのでしょう？　あなたと私は。けれど私は、趣しゆ味みが合わない人と一緒にいるつもりはないの。言っている意味、伝わっているかしら？」

「う、ううッ……」

　彼は呻うめいた。

「うう、ううううううう……………………努力します。正直かなりキツいっすけど……あんま気にしないよう頑がん張ばります」

「…………四十点」

「え、えぇ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!?」

　彼はもう泣きそうだ。

　なんとも情けない姿だが、彼を責められるものが、はたしてどれだけいるだろうか？

「それに、その台詞せりふはまだ早いわ。……っふ、まだ私は、趣味のほんの片へん鱗りんしかあなたに見せていないのだから……」

　いまのはメラゾーマではない……メラだ……。

　そういう意味だった。

　彼氏は泣いた。絶望に精神を蝕むしばまれ、その場にひれ伏した。

「……ちょっと待っていて頂ちよう戴だいね。せっかくだから、ひととおり見せてあげる」

　その台詞は、空々しいほど優やさしく響ひびいた。

　千ち夜や子こはすっくと立ち上がり、おもむろに巨大なクローゼットに手をかける。

　ギィ～、不気味な擦さつ過か音おんとともに禁断の扉が開かれていく……。

　ボトッ。

　闇やみの中から、拷ごう問もん器具にしか見えないエナメル素材の九尾ムチが転がり落ちてきた瞬しゆん間かん──

「ヒィッ!?」

　声にならない悲鳴を上げて、彼はしりもちをついた。そのままの体たい勢せいで、涙をポロポロ零こぼしながら後あと退ずさる。

「ご、ごごごごごめんなさいゴメンナサイごめんなさい……!?　無理無理無理無理ぃっ！　超無理ですからッ!?　お願い許してェェェェェェェェェェ──!?」

　障子戸をぶち破る勢いで部屋からまろび出て、千夜子の元彼氏は、泣き叫びながら走り去っていった。

「…………………………」

　ぽつんと部屋に取り残されてしまった千夜子は、コスプレ用のムチを拾い上げ、しばし遠い目をする。ようやく瞳ひとみに理解の色が広がっていき……

「……な……こ、この私が、付き合ってからわずか三時間でフラれたですって……？」

「あッ……あったりまえだバカぁ────────っ!?」

　襖ふすまから飛び出した鈴りんが、大絶叫で突っ込んだ。




　それから──しばしの時がたった。あの騒そう動どうが終わってからすぐ、鈴りんは買い物に出かけてしまった。この場にいるのは美み緒お、千ち夜や子こ、クロのふたりと一匹だけ。

　美緒と千夜子は縁側に並んで腰掛けており、少し離はなれてクロが所在なげに佇たたずんでいた。

「フ────…………さすがに、いささか傷ついたわ」

　千夜子は無感情な瞳ひとみを夕日に向けた。

「なんか、拍子抜けです……」

　千夜子のとなりから、美緒が姉の顔を振ふり仰あおいだ。千夜子の横顔からは一見なんの感情も読み取れない。彼女は常に醒さめていて、たいていのことでは表情を変えない。

　生来の無表情──けれどもそこには、親しいものにしか分からない情動のゆらめきが、確かにある。千夜子はいま、自身の言葉どおり傷ついているのだろう。

　自じ業ごう自じ得とくだとはいえ、おそらく彼を本心から好きだったわけではないとはいえ──失恋してしまったことには変わりがない。

　黒くろ髪かみセーラー服の次女は、ちょっとふて腐くされたように、口をすぼめて言ったものだ。

「なんて器量の小さい男。ちょっと人とは変わった趣しゆ味みを見せてあげたくらいで腰こし砕くだけになってしまうなんて。あんなザマでは、この私とはとうてい釣つり合あわないわ」

　その言い草を聞いた美緒は、さすがにげんなりとした。彼女とて事じ態たいを把は握あくしているとはいえなかったが、どちらが悪かったのかくらいは分かる。半眼で聞いた。

「えと……ちい姉ねえさまと釣り合う人間なんて、この世にいるんですか？」

「あら、美緒のくせに言うじゃない。私、そんなに理想は高くないつもりだけどね。私の趣味にちゃんと理解を示してくれて、顔がよくて、やせ形で、ネコ耳がついていれば他ほかに言うことはないわ」

「そんな人間、いませんよう……」

「ふん、分からないわよ？　広い世界のどこかにはいるかも──」

　投げやりに呟つぶやいて、千夜子はこてんと美緒の膝ひざの上に倒れ込んできた。膝枕の体たい勢せいだ。

「──はあ……むなしいわ」

　大きなため息を吐つく千夜子。美緒の膝に横顔をのせて、沈む太陽を見つめている。かわいらしいネコ耳はぺたんと倒れ、黒いシッポもふにゃふにゃ頼りなく揺れていた。

　そんな姉に、美緒は優やさしく微笑ほほえみかけた。

「ちい姉さま……そんな、いもしない人間を探すことないです。クロちゃんなら、ちい姉さまにどんなご趣味があったって、ぜんぜん気にしないですよ？」

「……そりゃ、そうでしょうよ。猫だもの」

「にゃーん」

　自分の名前が出たからか、クロが甘い声でひと鳴きし、トコトコそばに寄ってきた。縁側に横たわった千ち夜や子このお腹なかあたりに寄より添そって、ちょこんと座る。

　千夜子は彼に一いち瞥べつさえもくれなかったが、別段遠ざけようともしなかった。

　猫の男の子はとても紳しん士しだ。自分を嫌きらう女の子のそばには決して寄ってこないし、無理に迫ったりもしない。

「……にゃうん」

　好意を素直に表わして、恋を甘く囁ささやいて、どんなにすげなくされてもイヤな顔ひとつせず、ときには恋こい敵がたきと決けつ闘とうし──なにもかもを顧かえりみず、好意を向ける相手に無む償しようの愛を捧ささげ続ける。

　そうして、寂さびしいときや落ち込んだときには、必ずそばに寄り添ってくれる……そんな、健けな気げでかわいい生き物なのだ。

「……ねぇ、ちい姉ねえさま？　本当はさっきの人間とお付き合いするつもりなんて、なかったんじゃないですか？」

「…………」

　千夜子は無言。美み緒おは姉の黒くろ髪かみを、そうっとくしけずった。ずっと昔……千夜子自慢の黒い毛皮を、舐なめて整えてあげていたように。

「……りんちゃんから、聞きました。人間は、自分にも噓うそを吐つく生き物なんでしょう？　……ちい姉さまは、クロちゃんのことがほんとうはとっても大好きなんですよね……？」

「……そんなことはないわ。人の心を勝手に決めつけないで頂ちよう戴だい」

「……ちい姉さまは、ウソを吐いています」

　美緒は断言した。確かに美緒は恋愛なんてよく分からない。けどそれだけは、絶対に間違いのないことだったから。猫なら誰だれだって分かることだ。

「ふん、そんなこと、どうして分かるのよ？」

「だ、だって──」

　美緒が言い止さした瞬しゆん間かん、その先を封じるように、千夜子が割り込んだ。

「さっきも言ったわよね。私は人間で、こいつは猫なの。恋愛が成立するわけがないでしょう？」

「……で、でも。ちい姉さまは、人間じゃないです」

　美緒が言うと、千夜子はゆっくりと上体を起こし、首を振った。

「いいえ、もう人間よ。五年も人間やっているのだもの、すっかり染まってしまったわ。その証しよう拠こに、いま、あなたと話が嚙かみ合っていないでしょう？　……それは何故なぜかというとね、考え方や価か値ち観かんが違うからよ。あなたは猫の価値観で、ものを考えて、言っている。だから私のやり方が納得いかなくて、意味不明に思えるの。逆に鈴りんや私は、人間の価値観でものを考えて、言っている。だから、あなたが当然のようにわきまえているようなことでも、忘れてしまっていることがある」

「………………」

　たぶん千夜子は、自分がウソを吐いていることを、自分で分かっている。

　人間の価か値ち観かんでは、ウソを自覚した上で、自分にウソを吐つき続けなければいけない理由なんてものがあるのだろうか？　美み緒おにはよく分からなかった。

　そこで千ち夜や子こは、ちょっと冗談めいた口調で言う。

「だいたい──あくまで仮に、私がこいつと付き合うことになったとして、よ？　周りにどう思われるかしら？」

「とってもお似合いだと思いますけど……美男美女ですし、おんなじ黒猫同士ですし」

「ばかね、人間の知り合いに自慢できないでしょう？」

「……どうして、ですか？」

「想像力を働かせなさい、美緒。仮に、私がこいつと付き合っていたとして、デート中にクラスメイトとばったり会ったとするわね？」

「はい」

「そこで相手はこう聞いてくるでしょう。『わっ。その黒猫、東雲しののめさんのねこちゃん？』……私、どう答えればいいのかしら？」

　美緒は「んとっ」と、唇に指を当て、千夜子の口調を真似まねた。

「『フ、私の彼氏よ。かっこいいでしょう？』」

「どんな変へん態たいよ私」

　千夜子は憮ぶ然ぜんと言い捨てた。美緒はいまひとつ理解できなかったので、首を傾かしげる。

「……猫とお付き合いしていたら……おかしいのです？」

「いい？　人間の世界では、異種族との交際は禁きん忌きなの。冗談だと思われているうちはいいけれど、もしも本気に取られたらたいへんよ。猫と付き合っているなんてことが知られたら、私は学校中で『猫の恋人』とか『リアル美女と野や獣じゆう』とか『獣じゆう姦かん女』とか言われて、迫害されるに決まっているわ」

「なんと……人間の世界とは、恐ろしいものなのですね……」

　騙だまされやすい美緒は、わりと本気でおののいた。トラ猫の耳とシッポが、びくびくっと反応している。対して……怯おびえる妹を見る千夜子のシッポは、ぴくぴくと喜んでいたのだが。

　次の瞬しゆん間かん、ふわっと黒いシッポが速く動き、宙を搔かいた。

「それに、たとえ仮に私がそいつを好きなんだとしても、そいつとは結婚できないわ。『それがどうしたんですか？』とは言わないで頂ちよう戴だい。あなたには分からないだろうけど、わりと重要なことよ、これ。ずっと何年も人間をやっているとね、私たちだって人間世界の世間体や常じよう識しきに囚とらわれるようになる。人間社会の常識から足を踏ふみ外はずすのが、怖くなってくる。猫の姿を捨てて、人間になったときと同様にね。こう言えば、あなたにも分かるでしょう？」

「…………うむぅ」

　美緒は俯うつむいて考え込んだ。

『人間世界の常識から、足を踏み外す怖さ』。それは、たったいま美緒がまさに感じている、『猫の姿を捨て、人間として生きていくことへの恐れ』と同じものだと言う。

　興きよう味みはあるけれど、とても素す晴ばらしいとは思うけれど、イヤなところもあるし、不安もあるし、今までの自分を捨ててしまうのが怖い。

　だから美み緒おは、いますぐ選せん択たくすることができないでいるのだ。

　じゃあ、千ち夜や子こも、そうなんだろうか？　『人間世界の常じよう識しき』と『人間として非常識な、クロへの恋』を天てん秤びんにかけて、その結果として常識を選択した。そういうことなんだろうか？

　違う気がした。それだけではない気がした。人間の恋愛とやらが、それほど単純なものでないことくらいは、さすがに分かってきた。

　ただ……いかにもウソっぽい口調で綴つづられた言葉たちには、ちゃんと本音が混じっていたんじゃないか……とも、なんとなく思った。

　美緒が黙だまり込んでいると、千夜子はすぅっとクロに視線を向けた。いま美緒たちは、あくまで人間の言葉のみで喋しやべっているので、クロにはほとんど会話の内容が理解できていないはずだ。

「……みゅう？」

　彼はただ、恋する瞳ひとみで思い人を見つめた。

　千夜子は縁側に座り直し、美緒から視線を逸そらす。

　次いでクロの首くび裏うらをひょいっとつまみ上げ、顔の正面に持ってきた。

　何も知らないクロが、大好きな千夜子に向かって嬉うれしそうに「ミィッ、ミィッ」とかわいく鳴いた。

　ぱちん、と黒猫の額にでこぴんが打ち込まれた。

「フニャッ」と目をつむってイヤイヤをするクロ。その様子を見た千夜子は、黒いシッポをピンと立てて、くすくすっと笑った。

　美緒ですらほとんど見たことがない、無表情な姉の心底からの笑顔。

「やっぱり、こんな下等生物となんて付き合えないわね」

　彼女はクロを無造作に放り捨て、シッポをさまよわせながら、誰だれにも聞こえないくらい小さく囁ささやく。

「どうせ、もう、あと十年もしないうちにいなくなっちゃうし──」




「──私は人間だもの。猫なんかと恋愛はできないわ」




　ウソだった。

　千夜子の言葉にはウソとほんとうが入り交じっていて、美緒には区別がつけられない。

　だけどその中で、これだけは最初からウソだと分かっていた。猫なら誰だって知っている。

　猫の男の子は、自分に恋をしてくれている女の子にしか、恋をしないのだ。

　だから、好きになったのは千夜子の方が先。千夜子が誰よりもクロのことが大好きで、それをにおいでハッキリ伝えていたから、クロは誰だれよりも千ち夜や子このことが大好きになった。

　他ほかの女の子なんか、目に入らないくらい。

　だというのに、自分にウソを吐ついて、人間の恋人を作ろうとするなんて。

　美み緒おの価か値ち観かんに照らし合わせると、千夜子の行為はとうてい看かん過かできるものではなかった。

　なのに──

「…………………………」

　美緒は、このもどかしいウソツキに、何も言ってやれなかった。

　どうしてなのか、自分でも上手うまく説明できない。

　ただ……胸が詰まるような、初めて感じる複雑な想いがあった。

　重くて、熱くて、新鮮で、刺激的な、びりびりしたもの。




　──『人が抱く感情の奔ほん流りゆうは、我われ等らのように穏おだやかで易やさしいものではない──』

　──『猫のままで生きていれば縁えんのなかった悩みに、どうしても苛さいなまれることになろう──』




　人間って、みんなこういうものを抱えて生きているのだろうか……。

　放り捨てられたクロは、懲こりずに千夜子に寄より添そって、となりにぺたんとお座りした。

「ミィ～、ミィ～」

「この下等生物。目め障ざわりよ、寄ってこないで頂ちよう戴だい」

　千夜子とクロ。ひとりと一匹の黒猫は、縁側に並んで座り、生まれたての夜空を見上げる。

　猫は言葉を使わない。猫はウソを吐いたりしない。




　黒いシッポが二本、同じ気持ちで天を衝ついていた。




　好きなのにキライ。キライだけど、大好き。

「…………恋愛って、むずかしいんですね」

　それが人生二日目の、正直な感想だった。
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　人生四日目の朝。学校の廊下、一年一組の教室前にて。

「む～……きんちょうしますねぇ……」

　美み緒おは、ぺったんこな胸に両手を添そえて、目をぱちぱちと何度も瞬またたかせていた。

　真新しい紺色のセーラー服姿。既き製せい品ひんではサイズがなかったので、身体からだの小さい美緒に合わせて即席で裾すそを詰めてもらった。姉のものとデザインが違うのは、今年から新しいものに変わったかららしい。

　トラ柄ロングヘアとの相性もよく、なかなか似合っているんじゃないかなと自分でも思う。

　東雲しののめ美緒は、人間になったばかりの幼い猫ねこ又まただ。一週間、人間の世界を体験して、今後どちらの姿で生きていくのかを決めなければならない。

　その一いつ環かんとして、人間の学校に通ってみようというわけだ。もっともそんな名目を抜きにしても、美緒は姉妹たちがいつも話してくれている『学校』という場所に、好奇心いっぱい。

「はぁ[image: ～][image: ～][image: ～]……んふふふふ」

　深呼吸をひとつ。表情がとろりと緩ゆるみ、唇から自然と笑い声が漏もれてくる。

　なにせ、ずっと長い間楽しみにしていた日が、ついにやってきたのだ。緊きん張ちようするとはいっても、それはわくわくの裏うら返がえし。うまくやれるかどうか心配ではあるけれど、それよりもずっと待ち遠しい気持ちの方が強い。

　ちなみに美緒の『体験入学』の手続きは、市役所への電話一本ですんなりと終わったらしい。

　詳しい説明は省くが、市の行政と東雲家との間には『条約』によるパイプラインがもうけられていて、色んな融ゆう通ずうを利きかせてもらうことができるのだった。

　かつて猫又は、人間と親しく共存していたという。

　しかしいまや両種族の間には、美緒のあずかり知らぬ深い確かく執しつが刻まれている。

　猫又たちは人を厭いとい、山の奥深くに隠かくれ棲すみ、

　年若い人間たちは、猫又たちが存在していたことすら忘れ去ろうとしている。

　しかしもちろん、すべての人間が猫又の存在を忘れているわけではないし、現代社会に棲まう妖よう怪かいが生きていくためにはやはり、人間社会とまったくの無関係ではいられない。

　どんなに深い確執があろうとも、否いやでも応おうでも代表を立てて、最低限の交流は持たなければならない。

　価か値ち観かんや常じよう識しきに隔へだたりのある種族同士が、ひとつの土地を分け合って暮らしているのだから、当然のことだ。

　むろんお互い、色々と思うところはあるだろう。

　この町の妖怪代表。東雲家の長女・かぐらも、人間が大嫌きらいらしいし。

　…………。まぁ、そーゆうむずかしくて重ーい話は、美緒にはよく分からないので、深く考えたりはしない。

　ともあれ、いまのところこの町では、猫又と人間はそれなりに上手うまく折り合いをつけて、大きな諍いさかいを起こすことなくやっている。

　おかげで美み緒おたちも（正体こそ隠かくさなければならないが）こうして人間の学校に通うことができるのだ。

　と、そこで。

「東雲しののめさん、どうぞ、お入りなさい」

　先生の声が美緒を呼んだ。

「は、はぁいっ」

　慌あわてて返事を返し、一応念のために頭の上に手をやる。続いて、おしりをさわさわ。

　よし！　ネコ耳もシッポも、しっかり隠せてる！

　さあ行こうっ。

　こくんとひとり頷うなずいてから、引き戸を開けて教室へと踏ふみ入った。

　途と端たん、わぁ────っという黄色い歓声と拍手が、全身に降り注いだ。

　クラスメイトたちの視線が、一斉に転入生──美緒へと集まってくる。

「へっ？　ふぇっ？」

　いきなりのことにびっくりしてしまった美緒は、出入口でびくっと立ち竦すくんでしまう。

　うるっと金色の瞳ひとみが潤うるむ。その場できょろきょろ首を振って視線をさまよわせると、教室の真ん中あたりの席から、三毛柄ツインテールの少女、鈴りんが「美緒ちゃんガンバっ」と笑顔で手を振ってくれていた。彼女は東雲鈴。美緒の妹で、三年前から人間として暮らしている、人間が大好きな猫又だ。

　緊きん張ちようがすぅっと抜けていくのが分かった。うん、慌てず、練習どおりにやればいいんだ。

「ん」

　美緒は鈴に向かって頷いて、教きよう壇だんに向かって歩いていく。

　先生のとなりまで行くと、優やさしそうな眼鏡めがねの女教師は、ふっと『安心しなさい』というふうに微笑ほほえみを向けてくれた。

「では、東雲さん。自己紹介をお願いしますね。──みなさんも、静かに聞いてください」

　片眼をつむって、しぃ、と人差し指を唇に当てる。

　はぁい、と何人かの生徒が呟つぶやいて、やがて教室は静かになった。

　美緒が生まれて初めてまともに会話をした人間が、この花はな村むら桃もも恵え先生だ。

　茶目っ気のある仕草がよく似合う、ふんわり柔やわらかな雰ふん囲い気きの女性である。

　縁ふちなし眼鏡に、淡い色彩のパンツスーツ姿。きりっとしたファッションなのに、穏おだやかなたれ目やふくよかな胸元のせいなのか、厳しい印象はまるでない。

　年は二十代半なかばくらいだろうか……。例外的な『期間限定の転入生』である美緒のことを、今日きよう初めて会ったばかりなのに何かと気き遣づかってくれる、とても感じのいい人だ。

「ええと……」

　練習では確か……黒板に名前を書いて、自分のことを話す、でしたよね……。

　美み緒おは昨夜の特訓を思い出しながら、くるりと黒板に向き直り、生まれて初めてチョークを手に取った。

　東雲しののめ美緒。字は何度も練習したから、ばっちり書ける。さあ、いまこそ成果を見せるとき！

　意気揚よう々ようと背伸びをした美緒であったが──

「……はっ。……と、届きません[image: ～][image: ～]」

　背が低すぎて、黒板の一番下っぱに『東雲』と書くのが精一杯だった。

　想定外の事じ態たいに、美緒のみならず桃もも恵え先生もうろたえる。

「あ、あらあら……」

「うぅ～っ……とぉっ、とぉっ……！」

　涙目になった美緒が、その場でぴょんぴょんジャンプし始めたところ、「……か、かわいいぃ……」という感想があちこちであがった。

　桃恵先生も、片手を頰ほおに添そえて微笑ほほえましげに見守っている。

「そうだ……。東雲さん、ちょっと失礼しますね？」

「ふぇ……わわっ」

　桃恵先生はにっこりと目じりを下げて、ひょいっと美緒を抱っこしてくれた。

「はい、これで届くでしょう？」

「あ……ありがとうございます……」

　美緒は急に高くなった視点に戸と惑まどいつつ、ニコニコ笑顔の桃恵先生に抱っこされた体たい勢せいで、黒板に、ぎゅっ、ぎゅっ、ぎゅぅ[image: ～][image: ～]っ！　と自分の名前を書き上げた。

　東雲美緒。たんに字が下手へたなのとは違う。なにやら前向きなパワーを感じさせる、つたなくも力強い筆ひつ致ちだ。

　名前が書き上がったことを確かく認にんした桃恵先生は、相変わらずニコニコしたまま「よいしょ」と、愛猫を抱っこするような感じに美緒を持ち替えた。両腕をわきの下から通し、抱きかかえるような体勢だ。そのままくるりとみんなの方へと向き直る。

「？」

　きょとんとした表情の美緒は、クラスメイトたちの顔ぶれを数秒見つめていたが……

　やがてハッと気付いたように目をぱちくり、諸もろ手てを挙げて全力全開の笑顔になった。

「東雲美緒ですっ！　みなさんっ、よろしくお願いしますっ──！」

　わああっ──！

　再び盛大な拍手と歓声が巻き起こる。

「よろしく！」「こちらこそ！」「あ～ん、ちっちゃくてかぁいいよ～」

　あちこちから飛んでくる歓迎の言葉たち。さらによく目をこらせば、教室は折り紙のリングや星で、賑にぎやかに飾り立てられている。天井からつり下がるメッセージボードには、妹の字で『一年一組へようこそ！』とでっかく書かれていた。

「あは……」

　さっきまで抱いていた心配がたちまち溶とけていく。

　この人たちが……このクラスが、鈴りんがいつも楽しそうに話してくれる場所なんだ！

「東しの雲のめ美み緒おさん。一年一組へようこそいらっしゃいました。クラス一同、歓迎いたしますよ」

　ぎゅ～っと抱ほう擁ようを加えながら、柔やわらかい口調で桃もも恵え先生がまとめる。

　教室の中心では、鈴がハラハラと胸に手を当てながらも、

「ようこそ、美緒ちゃん！　今日きようからよろしくねッ！」

　誰だれよりも心のこもった歓迎の言葉をくれた。




　一時間目は桃恵先生の担当科目だったので、ちょっとだけ融ゆう通ずうを利きかせてくれた。ホームルームを十分間延長して、美緒とクラスメイトが顔合わせをする時間にしてくれたのだ。

　依い然ぜんとして桃恵先生に抱っこされている美緒に向かって、各席から手が挙がる。

「はい」

　最前列で真っ先に手を挙げたのは、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの女の子だった。

　鬣たてがみのような金色の髪。透き通るような白はく磁じの肌。宝石のような青い瞳ひとみ。すらりと長い手足。

　他ほかの女の子たちよりも、頭はんぶん背が高い。

　彼女は先生に発言を許されるや、いかにも楽しそうな口ぶりで自己紹介。

「私は西にし園ぞのひかり。見てのとおりはんぶん外国の血が混じってるが、生まれも育ちも魂たましいも日本。趣しゆ味みは相撲すもう観かん戦せんと少年漫画を読むこと。特に好きなのは舞まいの海うみと雷らい句く誠まこと。特技は空手と柔道、その他スポーツ全般。好きな食べ物は寿司全部と納豆ごはん。嫌きらいな食べ物はらっきょ。ちなみに鈴とは小学校からのくされ縁えんで親友。──とまあ、そんな感じでよろしくな」

　と、一気に言って笑みを見せた。堂々とした力強い声だ。

　金髪碧眼の美少女という、いかにもお嬢じようさま然とした見た目なのに、笑うと悪戯いたずら小こ僧ぞうみたいな印象になる。いひひっ、という感じだ。

[image: ]

　西園ひかり。金の鬣に青い瞳。第一印象は、快活なライオンみたいな娘。

　格好良い自己紹介を受けた美緒は、対抗するように声を張り上げた。

「東雲美緒っ、見てのとおりのトラ猫ですっ！　趣味はお昼寝と日ひ向なたぼっこ。縁側とテレビの上がお気に入りで気持ちいいです。特技は木登りと駆かけっこ。好きな食べ物はたくさんありすぎですがっ、あえて言うならまぐろのお刺身と、りんちゃんが作ってくれるたこさんウインナーとっ、あとネコミミフーズの特とく選せん猫缶が大好きでたまりませんっ。あと、えっと、嫌いな食べ物は……みかんとぉ、イカとぉ……」

　そこまで言ったところで、みんながぽかーんとしていることに気付く。

　あれあれ？

「み、みみみみ美み緒おちゃん…………あ、あわわわわ……」

　そして鈴りんの顔色が、青くなったり赤くなったりしている。

　お腹なかでも痛いのかなあと、首を傾かしげる美緒。数秒考え込んでから、

　……あっ、そっか！　正体はヒミツなんでしたっけ──しっぱいしっぱいっ。

　失言をさとった彼女は、きりっと真顔に戻ってこう言った。

「いまのは冗談です！」

　ふぅ、これでなんとかなりました……。あぶないあぶない。

　成なし遂とげたみたいな顔で額ひたいをぬぐう美緒。

「………………………………」

　しかし当然、教室は当とう惑わくに包まれたままだ。

　転入生の謎なぞ言動に、どう応じたものか判断がつかない様子。

　中央の席では、鈴がツインテールをぶるんぶるん振って取り乱していたが、

「も、ももももうっ……美緒ちゃんったらアハハ冗談ばっかり言うんだからいつもいつも！」

　彼女はおもむろに引きつった笑みを浮かべて、事じ態たいを取り繕つくろおうと試みた。

　さらに気合一発、教室全体をぐるんと見回し、『笑えっ！　笑うのだ！　これは冗談なんだからねッ！』という意思のこもった視線をビームのように発射。

　するとようやく、教室にポツポツ笑い声が上がり始めた。ごまかして納得させた、というよりは、みんな『よく分からないけど、鈴りんが言うならまあいいか』という感じ。

　そんな、妹の必死なフォローに気付くこともなく。

「んふっ」

　美み緒おは自分で上手うまくごまかせたと思っているので、とっても満足げ。

　気を取り直して、ひかりに向き合う。

「えっと……ニシゾノさんでしたよねっ。こちらこそよろしくお願いしますっ！」

「ああ。私のことは、ひかりって呼び捨てでいいよ。えっと、そっちのことはなんて呼んだらいい？」

「美緒でいいですよっ。名字がりんちゃんと同じだから、紛まぎらわしいですし」

「そうか、じゃあ、美緒ちゃん。幾いくつか質問いい？」

「はいーっ、なんでもどうぞっ」

「よし。じゃあさっそく、鈴と美緒ちゃんの関係を教えてくれないかな。いやまぁ、みんな鈴から姉妹が体験入学にくるって聞いて知ってはいるんだけどさ──一応確かく認にんっていうか。鈴の妹なんだよな？」

「いいえ──いいえっ。違いますようっ」

　美緒は心外だとばかりに、ぶんぶん首を振った。

　抱っこされながら、小さな身体からだをえへんと反そらし、改めて言い直す。

「わたしが、りんちゃんの、お姉ねえちゃんです！」

　鈴と美緒を除き、その場にいた全員の頭上にハテナマークが出現した。

　ありゃっ？　いま、なんだか理解しがたいことを聞いたぞ……？

　そんな感じの雰ふん囲い気きが教室中に満ち、しんと静まり返ってしまう。

　ひかりが代表して聞き直してくる。

「……へ？　えっと、なに？　聞き間違いだと思うけど……もしかして、美緒ちゃんが鈴のお姉ちゃんだって……言った？」

「はいっ。いつも妹がお世話になっておりますっ」

　ババッ！　と、クラス中のみんなが揃そろって鈴を振り返った。

「あー……あはは」

　それだけでクラスの総そう意いをひしひしと感じ取ったらしい鈴は、苦笑して頰ほおをかきながら、照れ臭くさそうにこう言った。

「うん……あたしのお姉ちゃんです」

「……………………」数秒の沈ちん黙もくがあって、「「「はええ────────────ッ!?」」」

　先生までおどろいて、たれ目をぱちぱちさせている。

「あ、あらあ……先生、びっくりしちゃったわ」

「いやモモちゃんは把は握あくしとこうよ!?　先生なんだから!!」

　生徒たちからもっともな突っ込みが入ったが、モモちゃんこと桃もも恵え先生は「そうですねえ。これからは気を付けないと」などと、ぽわぽわ癒いやしの微び笑しようを振りまくばかり。

　その腕に抱っこされつつ、

「むーっ。そんなに意外なのですかぁっ……たしかに背丈はちっちゃいかもですが……これでもわたし、みなさんよりも一つお姉さんなのですよっ」

　プーッとほっぺたをふくらませるものだから、余計に子供っぽい。

　そんな美み緒おを見て、ぽかーんとしていたひかりが吹き出した。

「ごめんごめん悪かった！　いやまさか、こんなにかわいい子が年上だとは思えなくてさ！」

「……むぅ。なんだか、ちょっぴりばかにされているよーな気がしますがー」

「おおっと、んなことないって！　なぁみんな！」

　ひかりがおおげさに手を振って同意を求めると、金色の瞳ひとみをジト目にしている美緒に向かって、クラス中から「うんうんっ、そうだよーっ」という声が賑にぎやかに降り注いだ。

「ならばよしですっ」

　それで美緒のご機き嫌げんはパッと回復。抱っこされた体たい勢せいのまま、うむっと頷うなずく。

　ほっと弛し緩かんした空気が教室に漂ただよう。そんな抜ばつ群ぐんのタイミングで、鈴りんが補ほ足そく説明を加える。

　その場で立ち上がり、みんなを見回しながら、

「えっと、あのね？　この前も説明したと思うけど、美緒ちゃんは、いままでずっと入院してて、学校に通ってなかったの。で、最近病状がよくなってきたから、お医者さまのすすめで、試しに学校行きながら様子を見ようってことになって──」

　つたなく説明しようとする鈴の台詞せりふを、ひかりが引き取る。

「ああ──それで『体験入学』ってわけか」

「うん、だから……今回はとりあえず三日間。本格的に転入できるかどうかは、まだ分からないんだ」

　神妙な口調で鈴が言うと、そこで、教室がしんと静かになった。

　ひとつ年上の美緒が、どうして同じクラスに転入してきたのか。

　その境きよう遇ぐうが、中学生にとっては馴な染じみの薄うすい、重いものだったからだろう。中には同情して、涙を浮かべている子までいた。

　仕方のないこととはいえ、騙だましているようで、ちょっと心苦しい。

「あのっ、わたし、世間知らずで、みなさんに色々ご迷めい惑わくをおかけするかもですが──」

　美緒は先生におろしてもらい、改めて頭を下げる。

「どうか三日間、よろしくお願いしますっ！」

「あたしからも、お願い。みんな！　よろしくお願いしますっ──」

　次いで、ぺこりとお辞じ儀ぎをする鈴。

　するとクラス中から「まかせてよ！」「そんなの、あったりまえじゃん！」「似合わねえ～。そんなに水くさいこと言うなって！」という意味の言葉がたくさん、笑い声とともに返ってきた。鈴りんがクラスでどう想おもわれているのか、それだけで伝わってくる。そんな温あたたかい喧けん噪そうだった。

「そういうことだ。安心しなよ、美み緒おちゃん、鈴。もしも、仮にだ。いまさら髪の毛がどうだの、目の色がどうだの、くだらないことを言うヤツがいたら、遠えん慮りよなく私に言え」

　金色の髪と青い瞳ひとみを持つ少女は、拳こぶしをぐっと握り締め、不敵に口くち端はをゆがめた。

「誰だれだろうと叩たたきのめしてやる。また何度でも、な」

「うん……うんっ──ありがと！」

　何度も頷うなずく鈴の表情は、人間が大好き──そう夢を語ってくれたときと同じものだった。

　妹の夢がどこから湧わき上がってきたものなのか。どうして人間のことを好きになったのか。

　美緒は、なんとなく分かった気がした。

　とある生徒が、こんなことを言ってくれた。

「そっかあ、そういう事情があったんだ。……うん、せっかく知り合えたんだから、長く一緒にいられたらいいよね」

「はいっ。そうなったら、とっても素す敵てきですね」

　自然と本心が、口を衝ついて出ていた。

　それから。クラスメイトたちが一人ずつ立ち上がって、自己紹介をしてくれた。

　美緒はまだ『人間の顔の判別』がうまくできないので、一人一人の顔と名前、印象、そしてにおいをしっかりと覚えようとがんばった。

　毎回毎回、自己紹介してくれる生徒のそばまでトコトコ歩いていって、顔を見上げ、くんくんするのである。

「かぁわいい～……あはっ、なんか猫みたい」

　ごろごろごろごろ……女生徒に頭を撫なでられて、うっとりと喉のどを鳴らす美緒。

　美緒が世間知らずなことや、ちょっと行動がヘンなところにも、『ずっと入院していて、学校に通ったことがなかった』といういちおうの説明がついた。

　そのせいか、美緒がちょっと奇妙なことをしたり言ったりしても、もう生徒たちはそれほど驚おどろいたりはしない。

「……ふぅっ」

　美緒が猫っぽいことをするたびにドキドキビクビクしていた鈴も、ほっと一安心。

　桃もも恵え先生が、壁の時計を一いち瞥べつした。

「ではでは。名残なごり惜おしいですけれど、続きは休み時間にしましょうね。みなさん、席に着いてくださいな」

　はぁ～い、と素直な返事。みんなが席に着き、美緒は教きよう壇だんで先生とふたりきりになる。

「中央の席の方、一つずつ後ろにずれてくれますか？　──はい、ありがとう。……さ、美緒さん。あなたの席は、私のすぐ前ですからね？」

「あ～っ、モモちゃんズルぅい!?　職しよつ権けん乱用──っ！」

　そんな声が（特に鈴りんの席付近から）聞こえてくるものの、桃もも恵え先生は平然とした笑顔で、美み緒おの頭をなでなでしながら言う。

「まあ、ひどいわ。私はただ、美緒さんが黒板の文字を見やすいようにと……」

「ちょ……その体たい勢せいじゃ、説得力ねぇ～……」

　不満げな鈴を見ていた桃恵先生が、何かを思いついたらしく、ぱん、と手を合わせた。

「では鈴さん。あなたも最前列にいらっしゃい。やっぱり姉妹がとなりで色々教えてあげた方が、美緒さんもいいでしょうから」

「やたッ！　モモちゃんてば話分かるゥ！」

　片腕をぶんっと振って喜びを表現する鈴。さっそく彼女は机ごと最前列へとやってきた。

　ところで鈴と名字が被かぶっているので、先生も含めみんな東雲しののめ姉妹のことを名前で呼ぶことにしたらしい。その方がこちらとしても慣れているので助かる。

　──そういうわけで、美緒の席は最前列中央の席に決定。教室の隅すみに用意されていた机を持ってきて、準備完了。となりの席は鈴で、後ろの席はひかりだ。

「ま、よろしくな」

「教科書はあたしの一緒に使お？　机くっつけて、一緒に見ようねっ？」

「はいっ──」

　クラスメイトたちとの顔合わせが済んで、そのまま授業が開始された。

　桃恵先生の担当科目は社会科だ。内容自体は、これまでずっと千ち夜や子こから勉強を教わっていたので、なんとかついて行けそう。鈴から教科書を見せてもらいつつ、一生懸けん命めいノートをとって桃恵先生の話を聞く。しかし……

「あふぅ」

　授業開始から十五分が経過したところで、あらがいがたい睡すい魔まが美緒の意い識しきをゆらし始めた。

　猫だったときなら、そろそろお昼寝の時間なのだから、眠いのは当然だ。それに桃恵先生の話し方がひどくゆったりしていて、子守歌を聞かされているみたいに眠気をさそうのだ。美緒以外の生徒たちの中にも、船を漕こいでいる人が何人かいる模様。

　すぐ後ろの席からも、くぅくぅ寝息が聞こえてくる。

「ふ……ぁ……」

　視界が蜃しん気き楼ろうのようにぐらぐらゆれる。ゆらゆらと。ふら、ふら……と……

「……すー……」

「ちょ、ちょっと……美緒ちゃんっ。最前列で居眠りはまずいってッ……」

　となりから鈴が肘ひじでつんつんしてくれるものの、感覚が麻ま痺ひしているので起きやしない。

　つんつん。つんつん。

「……にゃー……おしっこは、砂かけないんですよー……」

「ちょっ……へんな寝言呟つぶやいてないでさ……ほ、ほらぁっ……はやく起きないと……」

「……先生が泣いちゃいますよぉ～……？」

　どよーんと沈んだ桃もも恵え先生の声がして、美み緒おの額ひたいにこつんと何かが触ふれた。

「にゅ……？」かすかに瞳ひとみを開くと、「は、はわッ──!?」

　すぐ目の前に、くもった眼鏡めがねが!?　ちょっとしたホラー映像がそこにあった。桃恵先生は熱をはかるときのように、おでことおでこをピッタリくっつけてきたのだ。

「みーおーさん？　授業中に、眠っちゃ、だめですよぉ……？」

　おでこをくっつけたまま、吐息がかかる距きよ離りでお説教をする先生。

　柔やわらかく間延びした口調なのに、なんだか怖かった。

　桃恵先生は顔を離はなし、困ったふうに頰ほおに片手を添そえる。

「うーん……美緒さんを最前列の席にしたのは、大正解でしたねー」

「えっへへぇ……せんせーのお話を聞いてると、とっても気持ちよくなるんです」

「まあ、そうなの？」

　あら照れるわ、みたいな顔をした桃恵先生だったが、五秒遅れで言われた意味に気付いた。

「……う……？　え、えとぉ…………それ……喜んでいいのかしら……？」

「いや、だめだって」

　ふにゃっとしたたれ目に涙を浮かべて悩み始めた先生に、鈴りんから短い突っ込みが入った。

　とまあ……そうやって、生まれて初めての授業は至し極ごくのんびりと過ぎていったのだった。

　それから数十分……授業中に眠ってしまうと、桃恵先生がとっても哀かなしそうな顔をすると分かったので、美緒はがんばって眠気をこらえた。

「んーっ……んーっ」

　とろーんと意い識しきを手放しかけるものの、その度たびにぎゅーっと目をきつくつむって耐える。

　なんとも健けな気げでかわいい姿であった。

　きーんこーんかーんこーん、とチャイムが鳴って、一時間目が終わる。

「きりーつ、礼！　ありがとうございましたっ！」

「はい、お粗末様でした」

　桃恵先生は、授業終わりの挨あい拶さつに、『ごちそうさまでした』への返事みたいなことを言って、ぱたんと教科書を閉じた。休み時間が到来し、教室がざわめき始める。

　美緒は座ったまま、ぐーっと伸びをして大きなあくびを一つ。

「ふわぁ……」

「美緒ちゃん。よく眠らずにがんばったねー」

　となりから鈴が、小声でねぎらって、頭をなでなでしてくれる。

「えへへ……」

　いままで美緒は、眠いのを我が慢まんするなんて辛つらいことを、一度だってしたことがなかったので、毎日がんばって授業を受けるみんなも、ずーっと立って授業をしてくれる先生も、とっても凄すごいなあ、偉えらいなあと素直に思った。

　でも、やっぱり眠い。

「ふはぁ……」

　美み緒おは机にほっぺをくっつけて、金色の瞳ひとみをとろーんとさせた。

　そこに、クラスのみんながたくさん集まってくる。かわいい転入生に、興きよう味みしんしんなのだ。

「ねーねー、美緒ちゃ……」

　とある女生徒が、わくわく顔で話しかけようとしたのだが、途中でやめる。

　あっという間に安らかに眠り始めた美緒のすぐとなりで、鈴りんが人差し指を唇に当て、「……しーっ」とやっていたからだ。質問タイムは、次の休み時間にしてあげて？　という意味だ。

　みんなは一いつ瞬しゆんだけ残念そうな顔をしたが、すやすや寝息を立てる美緒を見て、

「……うん、そだね、寝かせとこっか」

　揃そろってほわんと表情を緩ゆるめたのであった。

　ひとつずつ授業を（眠気をこらえながら）こなし、休み時間の度たびにクラスメイトに囲まれて、賑にぎやかな質問攻めに合う。

　そんなことを何度か繰り返しているうちに、午前中の時間割がぜんぶ終わった。

　中学一年生としての半日を体験した美緒は、さすがにちょっとお疲れ気味で元気がない。

　お昼なので、お腹なかもくぅくぅ鳴っている。

「お疲れさま、美緒ちゃん。疲れたでしょう～？　それに、そろそろお腹すいちゃったよね？」

「はい～……あとちょっとで、うえじにます、わたし」

「あはは……おおげさなんだから。おっけ、たくさんおべんと作ってきたから、静かなとこ行って一緒に食べよ？」

　妹の言葉を聞くや、現金なもので、美緒はキラキラ瞳を輝かがやかせてとなりの鈴を見上げる。

「今日きようは美緒ちゃんの好きな、たこさんウインナーとたまご焼きだよっ」

「わぁいっ」

　俄が然ぜん、元気がわいてきた美緒であった。

　鈴は机の中からお弁当箱の包みを取りだし、三毛柄ツインテールをぶるんとゆらして後ろを振り返った。

「もちろんひかりも、一緒に行くでしょ？」

「私も行っていいのか？」

「何言ってんの？　いつものことじゃん。いまさらへんな遠えん慮りよしなくていいって。てゆーか、あたしがごはんあげなくちゃ、あんた食べるものないでしょ？」

　当たり前みたいな口調で鈴が言うと、ひかりは喜びを包み隠かくさず快かい活かつな笑みを浮かべた。

「じゃあ遠慮なく、今日もお弁当わけてもらうとするか」

　ひかりはいつも鈴りんのお弁当を一緒に食べているそう。

「こいつの料理、すっげえ美味うまいんだよな。毎日食べられる美み緒おちゃんが羨うらやましいよ」

「自慢の妹ですっ」

　ふたりに褒ほめられた鈴は、「やんっ、やだもぉーっ、それほどでもあるけどさっ」と照れ照れになりながらも嬉うれしそうだった。

　三人が向かったのは、鈴のお気に入り場所・屋上だ。

　学校で一番高い場所。真上から陽光が降り注いでいて、ぽかぽかとあったかい。この場所には非常階段からしか上れないので、あんまり他ほかの生徒が来たりすることはない。

　いつだって空あいている、最高の日ひ向なたぼっこポイントなのだと鈴は言う。

　ところが、今日きようは先客がいた。

「あ、ちー姉ねえだ」

「クロちゃんも一緒みたいですねー」

　黒くろ髪かみセーラー服の黒猫少女・千ち夜や子こと、黒猫のクロである。ここはもともと千夜子のお気に入りポイントだったそうだから、おかしなことではない。

　千夜子とクロは、カラフルなビニールシートの上で、お昼ご飯を食べているようだ。

「……なんだかんだいって、ちー姉とクロちゃん、よく一緒にいるよね。……指摘したら怒られそうだけど」

「あははっ。そういえばそうですねーっ」

　あのひとりと一匹の関係はちょっと複雑なのだけど、好き合っていることは間違いない。

　だから、一緒にいるのは、とてもいいことだと思う。

　美緒は降り注ぐお日様とは違う理由で、胸が温あたたかくなるのを感じた。

　美緒、鈴、ひかりがいるのは、非常階段のすぐそば、屋上のはじっこだ。

　千夜子もクロも、こちらには気付いていない様子。美緒たちはなんとなく声をかけるのがはばかられて、その場で黒猫カップルの食事風景を眺ながめていた。

　青空の下、ビニールシートに正座をした千夜子が、猫用ソーセージをほんの少ぅしずつ千ち切ぎっては、ゆっくりとじらすようにして、クロの口に運ぶ。行ぎよう儀ぎ良くお座りしたクロは、シッポをぴんと立てて、大好きな千夜子の手でご飯を食べさせてもらっている。

「にゃあ。にゃあ」

「人の指までぺろぺろ舐なめて……ほんとうに浅ましい生き物ね。そんなにがっつかないで頂ちよう戴だい」

　侮ぶ蔑べつするような台詞せりふとは裏うら腹はらに、千夜子のまなざしはとても優やさしく、嬉しそうだ。

　いつも無表情で無ぶ愛あい想そうな次女ではあるが、言葉を使わない猫言語をわきまえている美緒には、それがよく分かった。

　ソーセージがすっかりなくなると、千夜子はウェットティッシュで指を拭ふき、傍かたわらに置かれたバッグから赤い首輪を取り出した。飼い主の連絡先と名前が記入できるネームプレートが挿そう入にゆうされた、愛猫がもしも迷子になっても大丈夫なタイプのものだ。

　ふとももにすり寄って甘えてくるクロの首に、それをきゅっと嵌はめる。

　黒猫の喉のど元もとで、鈴がちりんと音を立てた。

「フ……どう？　首が締め付けられるようで気持ち悪いでしょう？　残念ながら、おまえの肉球では、もう二度と外はずせないわ。これは言うことを聞かないおまえへの罰ばつ……私のそばにくるから、こういう目に遭あうのよ。寄ってくるなって、何度も忠告したはずなのに。ご愁しゆう傷しよう様、おまえはその異物を、一生身に付けて生きていかねばならないの。なんてかわいそうな猫」

「にゃー」

　クロは嬉うれしくて仕方ないみたいな声で鳴き、千ち夜や子このふとももにほおずりした。

　千夜子は冷ややかに鼻を鳴らす。

「ふん、もっとお仕置きをされたいようね。……おまえ、それなら、私がお弁当を食べている間、膝ひざ掛かけになりなさい」

　クロは千夜子の顔を見上げ「……いいの？」というふうに鳴いた。

「いいに決まっているでしょう。物扱いされる屈くつ辱じよくを、嚙かみしめるがいいわ」

「……うにゃん」

　クロはふにゃっと安らかに目を細めて、千夜子の膝上で丸まった。お腹なかを優やさしくさすられて、ごろごろと喉を鳴らす。ひとりと一匹の世界には、ゆったりとした時間が流れていた。

　ちょっと悪いなと思いつつも、美み緒おたちは千夜子たちのそばに近付いていく。

「こんにちはっ、ちい姉ねえさまっ、クロちゃんっ」

「やっほ、ちー姉っ、クロちゃんっ」

　案の定、お邪じや魔ま虫むしに気付いた千夜子は不ふ機き嫌げんそうに目を眇すがめた。

「あら、美緒。それに鈴りんじゃない。そちらは？」

「あやっ、前に紹介しなかったっけ？　こいつは、西にし園ぞのひかり。あたしの親友」

　鈴が自慢げに紹介すると、ひかりは金きん髪ぱつをたらして「ども、先せん輩ぱい」と、見た目にそぐわぬ体育会系っぽいお辞じ儀ぎをした。

「東雲しののめ千夜子よ。いつも妹がお世話になっているわね」

　千夜子は会え釈しやくを返してくれたものの、やっぱり「ふーん」という感じ。興きよう味みなんてありませんよ、さっさと気を利きかせて消きえ失うせなさいね、と言いたそう。

　微び妙みように気まずい空気の中、美緒は千夜子の膝上を指差して、「この黒猫さんは、クロちゃんですよっ」と明るくひかりに友達を紹介した。「にゃーん」とクロが身体からだをくねらせてご挨あい拶さつ。

　ひかりが青い瞳ひとみを、ぱぁっと輝かがやかせた。

「へぇぇっ、キレーな猫だなぁっ。こいつ、先輩の猫ですか？」

「フ、私の彼氏よ。かっこいいでしょう？」

　無表情で吐き捨てられた千夜子の発言に、ひかりが「……は？」と戸と惑まどう。

「冗談よ、本気にしないで頂ちよう戴だい」

「……なぁおい鈴りん。なんか、おまえのねーちゃん、とらえどころのねー人だな……」

「あ、あはははは……あんま気にしないで」

　ひそひそと親友の耳打ちを受けて、鈴は半眼で引きつり笑い。

　美み緒おは当然のようにこう主張した。

「ちい姉ねえさまっ。お昼ご飯、ご一緒しましょうっ？」

「……いいわ。あなたのことも、気になっていたしね。転入一日目の首尾を、聞かせてもらうとしましょうか」

　予定が崩くずれたとばかりに軽くため息を吐ついてから、千ち夜や子こは傍かたわらのバッグからお弁当の包みを取り出した。

「やったあ。ありがとうございます、ちい姉さまっ」

「じゃ、さっそく。──よいしょっと」

　鈴も手に持っていた大きな包みを、ドンとシートの上に置いて広げる。

　そうしてぽかぽか日和びよりの屋上にて、お弁当を食べながらのお喋しやべりが始まった。

「はい、美緒ちゃん。あーん」

「あーんっ」

　例のごとく鳥の雛ひなみたいな感じで、たこさんウインナーをもぐもぐする美緒。

　もちろんもう箸はしの扱いには慣れてきたのだけど、なんだか鈴に食べさせてもらうのが習慣になってしまっていた。やっているとうの鈴も楽しそうだし、美緒は美緒で猫だったときからずっと、妹に甘えるのが大好きなのだ。お互い嬉うれしくて楽しくて、ニコニコニコニコしている。

「次はぁ[image: ～][image: ～]、たまご焼きねっ。あーん」

「あーんっ。えっへへぇ……おいしーですっ」

「そーお？　えへへ……そう言ってくれると、あたしもちょー嬉しーよっ」

　仲なか睦むつまじい姉妹の様子を、ひかりがちょっと呆あきれた顔で見つめる。

「…………め、めちゃくちゃ仲いいなあ……おまえら」

「な……べ、別にいーじゃんかっ！　ねー美緒ちゃんっ？」

「ねー」

　示し合わせたようにくすくす笑い合う。

　そんな二人を見たひかりは「……ったく、やれやれ」と苦笑して肩をすくめた。

　一方、千夜子はといえば、お弁当をもそもそつまむ合間合間に、膝ひざ上うえでくつろぐクロの肉球を指でぷにぷにしたりしている。クロはされるがままに肉球をもてあそばれながら、黒いシッポを千夜子の手首に軽く巻き付けて甘えている。

「……うっとうしいわね、この下等生物。人の食事の邪じや魔まをしないで頂戴。あんまりうざったいようだと、今度は襟えり巻まきになってもらうわよ」

　千ち夜や子この表情はまったく変わらないし、クロへの言い草もひどい。

　でも実は、こっちはこっちで美み緒お＆鈴りんに負けず劣おとらずの仲良しなのであった。

　ひかりがふと「猫好きなんですね」と微笑ほほえましげに聞くと、千夜子は首をゆるりと振って、

「ぜんぜんまったく、そんなことはないわ」と返す。「さっきからのやり取りを見ていてどうしてそう思えるのか、理解できないわね。──ほら、こんなに苛いじめてやってるというのに」

　言いつつ、肉球をぷにぷにしたり、シッポの付け根をこりこりしたりする。

「にゃ[image: ～][image: ～]」

　クロはとっても気持ちよさそう。

「……なんだかなあ……」

　仲良し軍団に囲まれてしまったひかりは、甘い物を食べ過ぎたみたいな顔で苦笑していたのだが──そんな彼女に、美緒が箸でつまんだたまご焼きを差し出した。

「はいっ、ひかりちゃんもっ、あーんしてくださいなっ」

「……わ、私も、あーんするのか……？」

「はいーっ。あーん」

「む、むぅ……」

　善ぜん意い全開の笑顔で「あーん」をやられてしまったひかりは、恥ずかしくてたまらないみたいな顔で、「あ、あーん……」と口を開けた。ぱくり、もぐもぐ、ごくん──その一部始終をじっと真剣に見つめていた美緒は、にこにこしながら聞いた。

「……おいしいですか？」

「う、うん……ウマイ」

「そっかあ」

　パァァ……と美緒の表情がさらに輝かがやく。

　ひかりはもむもむと食べ物を咀そ嚼しやくしながら、照れてそっぽを向いた。

　そんな友人の様子を見た鈴は、両手であごを支えるようなポーズになり、面白くてたまらないといったふうにむふふと笑う。

「よかったね～、ひかりちゃん？」

「う、うるさい。笑うなっ、このデコすけ！」

「!?　──で、デコすけだとぅ!?　こ、この金きん髪ぱつ……あたしがめっちゃ気にしていることをぉっ!?」

　広くてピカっとしているおでこに両手を当てて、鈴は涙目で怒ど鳴なった。

　そんな感じで、騒そう動どうを挟みつつも、まったり和なごやかに食事は進み……

「ふゅ～っ、まんぷくだぁ」

　ぽんぽんとふくらんだお腹なかを叩たたき、美緒、鈴、ひかりの三人は仲良く並んでシートに足を伸ばした。大きなビニールシートなので、まだまだずいぶんと余裕がある。このぶんならたとえ全員で寝ころんだって全然平気そうだ。

　その傍かたわらでは、千ち夜や子こが楚そ々そとした姿し勢せいで座ったまま目をつむり「……すぅ」と静かな寝息を立ててお昼寝中。膝ひざ上うえでは黒猫が幸せそうに首を傾け、千夜子の寝顔を見守っている。

　そんな仲の良い黒猫たちを見ていた美み緒おも、

「ふぁぁ[image: ～][image: ～]……」

　授業中の眠気がぶり返してきてしまった。睡すい魔まは他ほかの面子メンツにも伝染してしまったらしく、鈴りんとひかりも「くぁ[image: ～][image: ～]」とあくびを漏もらす。

「にゅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]……」

　眠気が限界にたっした美緒は、ぱたんと鈴の膝の上に倒れ込む。仰あお向むけに寝ころがり、喉のどを鳴らして甘えると、鈴はいつものように、膝上でごろごろする美緒の頭を撫なでてくれた。

「あらら……もう、美緒ちゃんたらァ……甘えんぼなんだからぁ」

　そういう鈴は、とっても嬉うれしそう。

　いまは膝枕の体勢だけど、猫だったときは全身を膝の上に乗せてもらって、丸まってお昼寝するのが常だったものだ。ちょっとだけ懐なつかしい。

「あたしもお昼寝しよっかな……」

　こてん、とひかりの膝に倒れ込む鈴。シートの上に、膝ひざ枕まくらが二つ。

　ひかりは冗談っぽい声で、膝の上を覗のぞき込んだ。

「お～い、ちょっと重いぞ～？」

「いいじゃん別に～、そんなに重くないでしょ～？　それに、いつもごはん食べさせてあげてるんだしさ、たまに枕になってくれるくらい、いいじゃん」

「ま、いいけど」

　それを言われたら仕方ないみたいな様子で微び苦く笑しようしたひかりだったが、彼女はふと何か面白いことを思いついたみたいな顔になった。

　それからどうしたのかというと……くにゃっと柔やわらかく身体からだを曲げながら寝ころんで、ふわふわまどろんでいる美緒のお腹なかに、頭をのっけたのだ。

「ほわ……」

「あはは……ぷにぷにしてるな」

「えへへ……くすぐったいですよう」

　軽く身を捩よじる美緒。そんなに重くはないし、むしろあったかくて気持ちがいいくらいだから、そのままにしておく。

　ところが、そんなやり取りを見た鈴は、むーっと頰ほおを膨ふくらませた。

「こ、こらぁ～っ、い、いきなりなにやってんだこの金きん髪ぱつっ！」

「あ？　いいじゃん別に。美緒ちゃんだって、嫌いやがってないみたいだしさ」

「きょ、今日きよう会ったばっかなのに、いくらなんでもちょっと馴なれ馴なれしいぞっ」

「は、なーに言ってんだこのデコすけ。怒るのは自分の体たい勢せいを思い出してから言えよ。それに『美み緒おちゃんと仲良くしてあげてね』って言ってたのはおまえだろう？」

「そ、そうだけどさぁッ……って、デコって呼ぶなっていつも言ってるだろぉっ!?」

　くっついて寝ころんだまま、口喧げん嘩かを始めるふたり。きっといつもこうなんだろう。

　喧嘩するほど仲がいいというのは、子猫同士でだって同じだから、美緒は微笑ほほえましい想おもいで二人の声を聞いていた。

　あったかいな～、とか思いつつ、目をつむる。

　しばらくすると、喧嘩をしていたふたりも静まって、やがて寝息が、「くぅ……」「……ぐ～」と、仲良く揃そろって聞こえてくる。ほら、やっぱり。二人はとっても仲がいいのだ。

　わたしも、もっと仲良くなれればいいな。他ほかのクラスメイトや、それ以外の人間たちとも、たくさんたくさん……そう心の中だけで、呟つぶやく。

　お日様に祝福された、暖あたたかい春の正午。

　猫が一匹、猫ねこ又またがさんにん、人間が一人。みんなですごす、うららかなひととき。

　うとうと夢ゆめ現うつつを漂ただよいながら、美緒は、『鈴が夢見る世界』って、こういうものなのかもしれないなぁ、などと……なんとなくだけど、そんなことを思った。

　結局そのまま、お昼休みが終わるまで眠ってしまい──

　目を覚ましたときには、千ち夜や子こもクロもいなくなっていて、一年生三人組がくっついて寝ころんでいる真ん中に、木も綿めんの膝掛けがふわりとかけられていた。

「ふあ[image: ～][image: ～]」

「やっべ、すっかり眠っちゃったなあ」

「てか時間!?　午後の授業に遅刻しちゃうよッ!?　あ～もうっ、ちー姉ねえったら、起こしてくれればいいのに──ッ！　薄はく情じよう者ものめ──ッ！」

　柔やわらかい膝掛けからは、お日様と黒猫のにおいがした。
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　美み緒おの初登校日は順調に放課後を迎えた。

「またね美緒ちゃん！」「ばいばいっ、また明日あした[image: ～][image: ～]！」

「はいーっ、また明日っ、みなさんっ」

　ぶんぶん手を振って、美緒は、新しくできたクラスメイトたちに別れの挨あい拶さつをする。

　帰り支じ度たくをする生徒や、掃除を始める生徒など、みんなの行動は色々様々だ。

　今日きようは生まれて初めて授業を受けて、クラスのみんなと知り合って、とても良くしてもらえて……すっごく楽しかった！　大満足の一日だった！　振り返るだけで胸がドキドキと高鳴るくらい。自分のために用意してもらった机を、愛いとおしげになでなでしながら、にへへ、とはにかむ。そんな美緒にとなりから鈴りんが手を差し伸べてきた。

「さ、美緒ちゃん。一緒に帰ろ」

「はぁいっ」

　その手をぎゅっと握り、席を立つ。教室から出るのが、ちょっぴり名残なごり惜おしかった。

　一年生の教室は二階にある。美緒たちは階段を下りて下げ駄た箱ばこへ。上うわ履ばきを履き替えて校舎を出る。美緒は、鈴とひかりに挟まれた陣形で帰き途とにつく。

　道すがら、鈴がわくわくした様子で、美緒の顔を覗のぞき込んできた。

「ね、ねッ、学校、どだった？」

「はいっ。すぅ[image: ～][image: ～]っっごく、楽しかったですよ！」

　ぐぅ──っ、ぱっ。美緒は飛び上がるようにして、全身一杯で気持ちをアピール。

「そっか……そっかぁっ！　えへへ……よかったぁ」

　鈴は、好きな人に告白されたみたいに照れて、喜んでくれた。かわいらしく、鼻の下を指でごしごしやっている。彼女は人間や人間の世界が大好きで、それを美緒にも分かってもらいたがっていた。だからこそ、なのだろう。

「でも、授業はねむかったです」

「あっはは。ずっと我が慢まんしてたみたいだもんなあ」

　ひかりがけらけらと笑いかけてきた。

「んむぅ……だって、いままでねむいときは寝たいだけ寝ていられましたから……学校って、意外とたいへんなのですねぇ……」

「帰ったら、宿題もやらなくちゃだしね？」

「はうっ……」

　きゅぅっとお目々をバッテンにして怯ひるむ美緒。そうだ、そんなものがあったんだっけ……。人間って楽しいばかりじゃないなぁ、なんていまさらなことを思う。

　ちゃんとやっていけるのかなぁ……人間。

　と、美緒がささいな不安を抱いていたときのことだった。

　川かわ縁べりの道を歩いていた三人の前方で、生徒たちが何やら集まって騒さわいでいるのを、鈴が見付けた。

「……なんだろ？」

「なぁおい、なに騒さわいでんの？」

　ひかりが生徒たちに駆かけ寄よって聞くと、女子生徒が川を指差した。

「あ、あれ……」

「あ!?」

　美み緒おたちは揃そろって大口を開けた。女子生徒が指差した先で、ケージに入った子猫が川に流されていたからだ。底さえ見えない、ゴミの浮かんだどぶ川だ。風が吹くたびに水面が波打ち、ケージが頼りなく揺れる。にゃ～、にゃ～、とかわいそうな鳴き声が、幽かすかに聞こえてきた。

「た、たいへんだっ!?　ど、どうしよう……」

「はやく助けてあげないと……」

　美緒と鈴りんは慌あわてたが、猫が流れているのは川の中心付近だ。悠ゆう長ちようにしているヒマはないのだが、どうやって助けてあげたらいいのか、いい方法が思いつかない。

　と──

「任まかせろ！」

「ちょっ──」

　鈴が止める間もなく、ひかりが猛もう然ぜんと川に突っ込んでいった。

　ひかりは躊ちゆう躇ちよなくどぶ川に身をさらし、ざぶざぶと立ち泳ぎで猫に近付いていく。

　はらはらと見守っている一同の前で、がしっと子猫を抱き上げたときには、生徒たちのみならず通りすがりの野や次じ馬うまからも盛大な歓声が上がったものだ。

「うひゃー、びしょびしょだぁ。くっさー、さむーっ」

　などと軽ーい声で眉まゆをひそめつつ、なんでもないよーな感じで帰ってくるひかり。

　綺き麗れいな白はく磁じの肌も、さらさらの金きん髪ぱつも、どろんこ塗まみれ。

　そんなきちゃない格好になった親友の前に、ずずいと鈴が進み出た。美緒の位置からは妹の表情は見えないが、何故なぜかひかりは怯ひるんだように一歩後退。

「えと……鈴。……な、なんで怒ってんのっ？　私のバッグにスポーツタオルが入ってるから、取ってくんない？　こいつ、めちゃくちゃ泥だらけになっちゃってるし、拭ふいてやらないとかわいそう……だ……と、思うのですが……鈴さん？」

　鈴と向かい合っているうちに、何故か、だんだんと敬語になっていくひかり。

　ぴりっ、と静電気が弾はじけたような音が聞こえた。

　ひかりの汚れた頰ほおを、鈴はぎゅっと指でつねり──

「びっくりしただろっ、このばか──────っ！」

　思いっきり引っ張った。




　十分後。美み緒おたちは一番近くにある小さな動物病院にやってきていた。

　クールビューティーな感じのお医者さんは、診しん察さつ室しつに入ってきたひかりを見るや、不ふ機き嫌げんに眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを眇すがめ、鼻をつまんだ。

「くさいわねえ」

「いきなりひどい言い草だなあ。客だぞ私は」

「……猫ちゃんの前に、自分のカッコを顧かえりみなさい女の子。ここは病院よ。不ふ潔けつな人に存在されるのは迷めい惑わくなの。シャワーと着替えを貸してあげるから、ちゃんと身体からだを洗ってきなさいな」

「……へーい」

　問答無用。ひかりは職しよく員いんさんに連れられて、渋々と退室していった。

「あの、ひかりとは知り合いなんですか？」

「ええ。あの子ピレネー飼ってるでしょ。予防接せつ種しゆ、うちでやったのよ」

　鈴りんの質問に、先生が答えた。

　診察室には、美緒と鈴。そして子猫が残される。どうやらチンチラのようだ。さっきタオルで拭ふいただけだから、まだ薄うす汚よごれていて、茶色い毛玉みたいになっている。

　先生は慣れた手つきで処しよ置ちをして、それから子猫を綺き麗れいに洗ってくれた。

　その間、鈴が事情を説明する。

　先生は診察台の上でタオルにくるまる子猫を見やり、優やさしげに微び笑しよう。

「女の子ね。んー、怪け我がや病気をしている様子はないし……ひとまず心配はないと思う」

「よかったぁ……」

　ほっと胸を撫なで下ろす美緒。鈴もやれやれとばかりに肩の力を抜いた。

　けれどそこで先生は、厳しい顔つきになった。

「この子……首輪がついてるでしょう」

「飼い猫さんが、迷子になって……川に落ちたんでしょうか？」

「ケージに入っていたのに？　違うわね。これはたぶん……飼い主が川に投げ棄すてたのよ」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、ずきんと胸が痛み、美緒は金かな縛しばりにあったように動けなくなっていた。

　となりの鈴も表情をなくし、立ち竦すくんでいる。

「……………………」

　大おお袈げ裟さな反応ではない。元々猫の姿をしていた彼女らは、猫を同族のように認にん識しきしている。

　猫は『自分と同じ姿をしている生き物』なのだ。

　だから、捨て猫なんてものを見ると、強い衝しよう撃げきを受けてしまう。

「ど、どうして……そんなことを？」

「動物を飼うってね、たいへんなことなの。お金もかかるし、手て間ま暇ひまもかかる。そんなことも分からずに、かわいいというだけで興きよう味み本ほん位いで猫を飼う人は、途中で飽あきたり、増えすぎて世話ができなくなったり……そうして猫を棄てるのよ。すごく、勝手な話だけど」

「そんな……」

　美み緒おたちにとって、猫は同どう胞ほうなのだ。人間と同じなのだ。

　でも、人間たちにとって、飼い猫は……そうではないのだろうか？　簡単に棄すててしまえるようなものなのだろうか？

　美緒のみならず、鈴りんも俯うつむいて、泣きそうになっていた。彼女は人間が大好きだから、人間の悪いところを目の当たりにするのは、きっと美緒よりも辛つらいのだろう。

「最近すごく増えてるのよ、捨て猫。この町って捨て猫にはかなり厳しいから、いままでこんなことはなかったんだけどねえ」

　ふぅ、と物もの憂うげにため息をつく先生。

　そこに、診しん察さつ室しつの奥からバスタオル姿のひかりが出てきた。

　さっきまではあんなに汚かったのに、湯上がりのいまでは大違い。ほんのり火ほ照てった肌から湯気が立ち上っていて、色っぽい。

「許せないよな、そういうの。そんな悪い飼い主には、猫の神さまのバチがあたればいい」

「……あら、若いくせに年寄りじみたことを言うのね？」

　先生が呆あきれたように聞くと、ひかりはジャージに着替えながら応こたえた。

「じいさんの受け売りですよ。このあたりは空くう襲しゆうでも焼けなかった、猫神さまたちが護まもってくれたんだって、何度も聞かされました。だから感謝を忘れちゃいかんともね」

　この町には、猫神を奉ほうじる神社があって、毎年『鎮ちん猫びよう祭』という猫にちなんだお祭りが催もよおされる。人間と猫ねこ又またが親しくしていたころの名残なごりだという。

　まぁ、だから……ひかりの言う『神さま』というのは、美緒たちのことなのだ。

「バチですかー」

　他ほかならぬひかりのリクエストなら、応えてあげたいとは思うけど……。




　──こらーっ、猫さんをいじめちゃだめですよぉっ、えいえいえいっ、まいったかー。




　わたしには無理かなー、としょんぼりする美緒。やっぱりそういうのは、かぐらや千ち夜や子こに頼んだ方がいいと思う。

　と──

「……みゃぁ……」

　タオルにくるまっていたチンチラがか弱く鳴いて、もぞもぞと這はい出てきた。

　綺き麗れいになった毛皮は純白で、まるっとちっちゃい体型なので、お座りしていると毛玉みたい。

「……かぁわいい～……」

　鈴がうっとり表情をとろかせながら、指で触さわろうとしたのだが……毛玉っ娘こは、近付いてきた指にビクッとして、こてんとボールみたいに診察台を転がった。

「……えと……」

　鈴りんは気まずそうに指を突きだした体たい勢せいで固まる。美み緒おも、ぎゅっと胸を絞しぼられるような想おもいがした。猫ねこ又またである美緒と鈴には、言葉で叫ばれているのと同じように分かったからだ。

　この子猫は──

「……人間を、怖がってる、のか……？」

　人間のひかりが猫言語を読み取ったことに、美緒はちょっと驚おどろいた。

「この子の言いたいこと、分かるんですか、ひかりちゃんは？」

「……いや……なんとなく、だよ」

　難しい顔で答えが返ってきた。そのなんとなくフイーリングが猫言語の基本なのだが……

　そういえば、飼い猫のお友達に聞いたことがある。良い飼い主というのは、ちゃんと猫の鳴き声や仕草を判別して、気持ちを汲くんでくれるものなのだと。

　もちろん猫同士でやるほど、正確ではないらしいが。

　相手を思いやり、能動的に心を通じ合わせようとする──猫言語のこつを、自然と体現している人間もいるのだろう。ひかりのように。

「──先生、こいつ、私が引き取ろうと思います。これも何かの縁えんかもしれないし……私が拾ひろってきたんだから、できる限りのことはしてやりたい」

「そう……でもあなた、中学生でしょう？　親おや御ごさんの許可はとったの？」

「それは、まだですけど……」

「そう。じゃあ、また明日あした、許可をもらってからきなさいね」

　そんな会話を聞きながら……美緒は、ぶるぶると震ふるえる子猫を、いつまでも心配そうに見つめていた……。

　動物病院からの帰り道、美緒はひかりに聞いてみた。

「あのう……ひかりちゃんは、そんなに猫が好きなのですか？」

「え？　どうして？」

「だって、じゃなきゃ会ったばかりの子に、あんなに一生懸けん命めいよくしてあげる理由が、分かりませんもの……」

　するとひかりは、うーん、と考え込むような仕草をした。

「そういうのって、理由がいるのかなって気もするけど。……でもまぁ、猫は大好きだよ」

　えへへ、と照れたように微笑ほほえんで、まるで恋人を紹介するみたいに言う。

「大切な猫がいるんだ。だから、他ほかの猫だろうと、粗末にはできない」

「というと、猫を飼ってるとか？」

「いや、飼っているわけじゃない。友達だよ。一番の、親友だ」

　ひかりには、とても大切な、猫の友達がいる。

　だから猫が大好きで、大切にするのが当たり前なのだという。

「んゅ～……？」

　──『……りんちゃんは、どうして人間になったのですか？』

　──『人間が、大好きだから』

　美み緒おは、どこかで聞いた話だな～……と想おもった。

「なんだよそれ──っ」

　ひかりの話を黙だまって聞いていた鈴りんが、そこでプクーッとして食ってかかる。

「ひかりの一番の親友って、あたしじゃなかったのぉっ!?」

　詰め寄られたひかりは、鈴の鼻頭をぷにっと押して、悪戯いたずらっぽく笑った。

「──おまえが一番」

「…………にゃらいいけど」

　鈴は鼻声で呟つぶやき、ツン、とふて腐くされ気味にそっぽを向いた。




「じゃ、私はこっちだから。ここでばいばいだ」

「うんっ、また明日あしたね、ひかり」

「ばいばいっ、ひかりちゃんっ」

　交差路でひかりと別れた美緒と鈴。

「……………………」

　ふたりは、どちらから言い出すということもなく、自然とその足で来た道を引き返していく。

　その表情は、普段のふたりからは考えられないほど緊きん迫ぱくしている。

　なぜなら美緒たちには、猫の言葉が分かるから。

　──あのチンチラは、ずっとこう訴えていたのだ。




『誰だれか、助けて』と。




「ね、美緒ちゃん……」

「……分かってます、りんちゃん。……あの子と、もう一度会わないと、ですね。今度は、ちゃんとあの子が安心して話せる姿で」

「うん。……ほっとけないもん」

　道程みちのりを早足で急ぐふたり。美緒は少し迷ったが、鈴に話しかけた。

「こんなときですけど……りんちゃん、聞いてもいいですか？」

「ん？」

　美緒が聞いておきたいのは、他ほかでもないひかりのことだ。

　人間の知り合いなんてほとんどいないけれど、あんなにいい人は猫の中にもなかなかいない。

　親切だし、優やさしいし、頼りがいがあるし、なにより猫が大好きなところがいい。

　理想の飼い主とは、ああいう人のことを言うのかもしれないとさえ思った。

　見たところ、鈴りんとひかりの間には、美み緒おの知らない強い絆きずながあるらしい。

　人間と猫ねこ又また。違う種族であるふたりを結びつけているもの。

　それはなんだろうかと気になった。

「りんちゃん。……ひかりちゃんとは、小学生の頃ころからのお友達なんですよね？」

「うんッ。あたしが人間になったばかりのとき、一番最初に友達になってくれたのが、ひかりなんだっ」

「もしよかったら……そのときのこと、教えてくださいますか？」

「……いいよ」

　鈴は快こころよく頷うなずいてくれた。彼女はどこかうっとりとした様子で語り始める。

　三年前、鈴が初めて人間として学校に通い始めたころの話だ。

「この前も話したけど。あたしも美緒ちゃんとおんなじふうに、一週間、人間の体験期間をもらったの。で、四日目にようやく耳とシッポを隠かくせるようになって、学校に行ったわけ」

　ひとりで、だ。

　考えてみれば──

　そのころ千ち夜や子こはすでに中学生だったし、美緒は儀式に失敗して猫のまま。

　今日きよう、初登校で緊きん張ちようしていた美緒を、妹は一生懸けん命めいフォローしてくれたけれど。

　当時の鈴には、そんなふうに優やさしく見守ってくれる存在はいなかったのだ。

　きっと、心細かっただろう。

「その──ね。ちょっと言うのは恥ずかしいんだけど……最初は、色々からかわれたりもしたんだ、あたし」

「えっ？」

　初耳だった。鈴は自分の三毛柄の髪かみの毛をちょっとつまんで、遠い目をする。

「ホラ、あたしたちってフツーの人間とは違う見た目をしてるでしょ？　髪の毛とか、目の色とか……あたしはあたしで、すっごく緊張してたし、不安でオドオドしてたし……人間の世界に慣れてなくて、常じよう識しきもぜんぜんなかったし……言ってることもおかしかったと、思う」

　今日の美緒と、同じように。

「だから、うん、振り返ってみれば、しょうがなかったかなって思う。イキナリ変なヤツが群れに混じってきたら、他ほかの動物だって同じことするもんね」

　鈴はことさら明るい口調で言った。

「でも……」

　それはやっぱり、今日の美緒だって同じなのだ。

　状況が違えば、美緒も鈴と同じことになっていたかもしれない。

　そうならなかったのは、鈴がいてくれたからだ。そしてそんなにも鈴が一生懸命になってくれていたのは、自分と同じ想おもいを、大好きな姉にさせたくなかったからなのかもしれない。

　……今日きようという日の大切さが、また一段と増した気がした。

「美み緒おちゃん、そんなカオしないで？　ホラあ、ここからがこの話のいいところなんだからッ」

　元気いっぱい笑ってくれる鈴りん。美緒はこくりと頷うなずいた。

　けれども、と想おもう。そんなひどいことになっていたのなら、鈴は、どうして人間のことが好きになったのだろう。

「あたしね、初めての学校が終わったときにはも～、人間なんてヤだ！　大っキライだあ！　ってなってた。もうや～めた、明日あしたから学校なんて行～かない！　って、ふて腐くされてたの」

　そして──その日の放課後。

　鈴が、さっさと帰ろうとランドセルをしょったら、いきなり児じ童どうたちに囲まれたのだという。

　ふざけて叩たたかれたり、おでこにマジックペンでらくがきされたり、笑われたり。

　手ひどくからかわれた。

　なのに、誰だれも助けてくれなくて。教室でひとり、悪意ある笑い声に囲まれて、わんわん泣いていたのだという。すると、さらに周りは盛り上がり、鈴をからかっていた児童のひとりが彼女の髪かみを引っ張って、こう言った。




『あはは。なんだよ～この髪の毛──目の色も、なんかへんなのぉ──』




　そうしたら──

『──誰の前で言ってるんだ？』

　正せい拳けん突づきが飛んできて、鈴を笑ったやつをぶっ飛ばした。続いてさらに、鈴をつかまえていた数名の児童が、あっという間に投げ飛ばされてひっくり返った。

　何が起こったのかと思った。目を真ん丸にして事じ態たいを確かく認にんすると、そこには──

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの男の子が、さっそうと立っていたのだという。

「すっっごく、カッコよかったのーっ！」

　その場面を語るとき、鈴は両りよう拳こぶしをぶんぶん振って興こう奮ふんしていた。

　で──

　それから男の子は、涙でぐしゃぐしゃになった鈴の顔をハンカチで優やさしく拭ふいてくれ、鼻をかんでくれ、おでこのらくがきを消してくれたのだという。

　そして。自分の短い金髪をつまみ、青い瞳を指差した。自分も、他ほかと違う──そう言いたげに。それから、ムスッとした仏ぶつ頂ちよう面づらで赤面して、こう言った。

『……もしよかったら、私と友達になってくれないか？』

　それが東雲しののめ鈴と、西にし園ぞのひかりの出会いだった。

「……実は女の子だって分かったときは、めっちゃびっくりしたなぁ……やはは」

「そんなことがあったのですか……」

　美み緒おは感心して妹の話に聞き入っていた。三年前の鈴りんに、三年前のひかり。

　ふたりが並んでいる光景を、頭の中に想おもい描えがく。

「素す敵てき、です。なんだか、りんちゃんの部屋で読ませてもらった少女漫画みたい……」

「えへへ……そ、そかな？」

「……そっかぁ。りんちゃんが人間を好きになったのは、そのときなんですね……」

「そう、なのかな……？　あたしにも、よく分かんないや」

　人間として生きていこうと決意したのは、もっとあとだったかもしれない。

　夢と呼ぶには、それはまだまだ曖あい昧まいな感情でしかなかったかもしれない。

　だけど、その根こん源げんとなる想いは、やっぱりそのときに芽生えたのだ。美緒はそう思う。

　鈴も、その想いは同じであったようで。

「でも、そうだったらいいな」

　そんなふうに呟つぶやいていた。

　美緒も優やさしい気持ちで、ほう、と息を吐いた。

　本当は心配していたのだ。あんなに人間を怖がっていた子が、飼い猫としてやっていけるのかどうか。でも……

「……安心、しました」

　妹にさえ聞こえないくらい、ぼそっと呟く。

　ひかりなら、きっとあの子を幸せにしてくれるだろう。




　ほどなくふたりは動物病院に到着、ささっと建物の裏うら手てに回り込んだ。鈴が裏口のノブをがちゃがちゃしてみるが開かない。鍵かぎがかかっているみたいだ。

「さーてとっ。どーしたもんかなーっ」

「りんちゃんりんちゃん、こっちの窓が開いてますよっ」

　おっホント？　と鈴が近寄ってくる。美緒が見付けた窓には、確かに鍵はかかっていなかったのだが、ちょっぴりしか開かないように固定されていた。

　ちょうど猫一匹分の幅しかない。

「それではさっそく──」

　久々に変化。美緒が、むーっ、と気合を込めると、ぽんっと気の抜けた音がして、少女の姿が搔かき消える。

　ふぁさりと地面に落ちた衣服がもぞもぞ動き、その中から一匹のトラ猫が這はい出てきた。

「にゃー」

　もちろん美緒だ。一時的に本性を顕あらわして、猫の姿に戻ったのである。数日前までは五秒ほどしか持たなかった変化も、いまならばもう少し長持ちするはず。どのくらい持つかは、やってみなくちゃ分からないけど。

「ちょ、ちょっとちょっとッ…………も、もーっ、しょーがないなーっ」

　何だか恥ずかしそうに躊ちゆう躇ちよしていた鈴りんだったが、美み緒おが早く早くとシッポをふりふりして急せかすと、意を決して変化、三毛猫の姿に変身した。抜け殻がらとなった制服がふぁさりと落ちる。

「み、みゃ～」

　何を恥ずかしがっているのだろう？　美緒にはよく分からなかった。

　そういえば、鈴の本性を見るのはとっても久しぶりな気がする。

「にゃーん」

　美緒はかわいい三毛猫の額ひたいをぺろっと舐なめてあげる。すると……

「みぃ」

　お返しとばかりにほっぺたを舐められた。美緒は鼻先を妹の毛皮にすりすりしてこう言った。

『さぁ、れっつごーですっ』

「にゃーっ！」

　トラ猫と三毛猫の姉妹は、決然と窓の内側へと飛び込んだ。

　すたんと着地、きょろきょろと周囲を確かく認にんする。久しぶりに見る猫の視界は、やっぱり慣れているからしっくりくる。モノクロでぼやけてはいるけれど、どこに何があるのかハッキリと分かるのだ。人間の視界とはまるで違う世界がそこにあった。

「……すんすん」

　ちっちゃな鼻をひくひくさせる。さて、あの子はどこにいるのかな？　たったか駆かけていく美緒のあとを、待って待ってと小さな三毛猫がついていく。

　美緒にとっては、ちょっと懐なつかしい光景だ。

　あの子猫のにおいは、さっきの診しん察さつ室しつのとなりから漂ただよってくる。

　……ここですね。

　くいっくいっと首を振り、左右に誰だれもいないことを確認して、一いつ旦たん人間の姿に戻る。

　すっぽんぽんの女の子が、待合室に出現。そんなお姉ねえちゃんのあられもない姿を見た鈴は、仰ぎよう天てんして凄すごい形ぎよう相そうになった。

「[image: ]ゃ!?」

「しーっ……りんちゃん、お静かにしてくださいな……」

　美緒は、そうっと音を立てないようにしてノブを回し、ちょっぴりだけ扉を開く。

　それから鈴に、アイコンタクトを投げる。

「にゃ、にゃ……」

　意を汲くんだ三毛猫は、普通の猫がまずしないようなカッコで伏せて、ほふく前進を開始。

　そのまま部屋へとゆっくり侵しん入にゆう。世にも奇妙な猫映像が、美緒の目前で展開されていた。

　……り、りんちゃんたら、猫の動き、忘れちゃってるんでしょうか……？

　まっぱだかで妙な心配をしてしまったが、やがて廊下側にはみ出た鈴りんのおしりで、シッポがふりふり揺れはじめた。『オッケーっ』という意味である。

　美み緒おは再びトラ猫になり、足音を立てないように侵しん入にゆう。

　その部屋はさっきの診しん察さつ室しつと中で繫つながっていたが、カーテンで仕切られていた。

　チンチラの女の子は、長なが椅い子すに置かれたケージに入っていた。ケージの中で、入口をかりかり引っ搔かいているみたい。

　美緒たちはピョンと長椅子の上に飛び乗って、うにゃーんと格子ごしに話しかけた。

『こんにちは～、はじめましてっ』

　毛玉っ娘こはつぶらな瞳ひとみをぱちくりさせて驚おどろいていたが、やがて、舌っ足らずな鳴き声で話しかけてきた。

『おねぇたん……いじめない？　……あたちのこと、いじめない？』

　美緒はふかふかの毛玉をぺろぺろっと舐なめて『いじめたりしませんよ』を表現。

　この子、昔の鈴にちょっと似ているかも。

「みぅ……」

「にゃーん」

　三匹はそれぞれ、人間には分からない猫言語で会話をかわす。

『おねぇたんたち……にんげんのにおいがする……このおうちの、飼い猫さん？』

『いいえ、違いますよ？』

『あたしたちは、猫ねこ又まただよっ』

　鈴がそう伝えると、チンチラ娘はくにっと首を傾かしげるようにした。

『ねこ……また？　あたち、よくわかんない』

『えっへへぇ……じつは、わたしにも、よく分からないのです』

　うにゃうにゃ顔を洗う仕草をする美緒。

　となりで三毛猫鈴が、呆あきれたように[image: ]ゃ[image: ～][image: ～]と鳴いた。

『ん～、なんてセツメーしたらいっかな。えっと、このあたりの猫たちの、親玉みたいな？』

『ふぇ～』

　口半開きで感心するチンチラちゃん。何なに気げに美緒も、同じように『ふぇ～』とやっている。

『なに一緒になって感心してんのっ』

　三毛猫は、ぱしんと肉球で突っ込みを入れた。それから改めて用件を切り出す。

『えと……あんた、名前は？』

『……わかんない』

　猫は自分の子供に名前をつけない。猫に名前をつけるのは人間や猫又だけ。人間語で呼ぶ際にその方が都合がいいからだ。でも、飼い猫なのに名前がついていないというのはおかしい。だから、このチンチラちゃんが、自分の名前が分からないということは……

　飼い主が名前をつけてくれなかったか。それとも名前をつけてもらったのに、忘れてしまったのか。どちらにせよ、あまりよい推すい測そくではない。鈴りんもそれ以上名前について言げん及きゆうしなかった。

『で……あんた、人間が怖いの？』

『うん……怖いの。人間、あたちたちのこと、いつもいじめるの』

　ぶるぶるっ、と震ふるえる。鈴は一いつ瞬しゆんだけ、不ふ機き嫌げんに牙きばを剝むいて、すぐに引っ込めた。

『それはあんたの飼い主の話でしょ』

『ふぇ……』

　じわ、と涙ぐむチンチラ。美み緒おは慌あわてて妹を窘たしなめた。

『りんちゃん』

『あ……うん、ゴメン』

　素直に頭とシッポを垂たれる鈴。『人間』をひとくくりにして悪く言われたものだから、ついつい気が立ってしまったのだろう。でも、それも仕方がないかなと思う。たいていの飼い猫にとって、人間とはイコール飼い主のことなのだから。その人にいじめられていたのなら、人間全部が怖いということになるのは当たり前だ。

　鈴の鳴き声は切実だった。必死で何かを伝えようとしている。

『まぁ、そりゃそうだよね。あんなことされたら……人間なんか信じられないって、思っちゃうよね。……でも……人間ぜんぶがそうじゃないんだよ？　ほんとだよ……？』

『…………』

　返事は、無言。

　また裏うら切ぎられるかもしれないから。人間が怖い。信用できない。

　きっとその想おもいは珍しいものじゃない。捨てられた猫は、みんな、そうなのだから。

『大丈夫ですよ……。大丈夫です。ひかりちゃんは、きっとあなたを幸せにしてくれますし……わたしたちもついています。もしも何か困ったことがあったなら、今度は必ずわたしたちが助けますから……』

　ですから、もう心配することはありませんよ──

　うにゃっと胸を張って美緒は告げた。できたばかりの新しい友達のために。彼女が抱える不安が、少しでも薄うすまればいいと。

　鈴もそのあとに続いて、優やさしく鼻先を子猫のそれにすりすりした。

『何か事情があるんでしょう？　よかったらあたしたちに話してみない？』

『ん……』

　チンチラちゃんは俯うつむき、それからぽつりと零こぼした。




『────みんなを、たすけてほしいの』




　彼女から聞いた話をまとめると、こういうことだ。

　彼女がいた家には、彼女以外にもたくさんの猫が飼われているのだという。

　そこで毎日毎日、人間にいじめられているのだという。もちろんそれは彼女の主しゆ観かんであるから、実際に何をされているのかは分からない。聞き出すのもはばかられた。

　大事なのは彼女が『いじめられている』、そう感じたことだ。

　その家には毎日新しい猫たちがやってきて、代わりに何匹かの猫たちがいなくなる。

　いなくなった猫たちは、どうなったのだろう……彼女はいままで分からなかった。

　でも、今日きよう、分かったのだ。自分と同じように、棄すてられたのだ、と。

　──『最近すごく増えてるのよ、捨て猫』。

　このままじゃ、みんなも自分と同じ目に遭あってしまう。

　だから、おねがい、たすけてあげて──彼女はそう訴えた。




『……そういうのは、それこそかぐら姉ねえさんの領りよう分ぶんでしょう。あなたたちが出しゃばるようなことじゃないわ』

　携けい帯たい電話から聞こえてくるのは、千ち夜や子この声だ。病院から出たあと、鈴りんの携帯電話に連絡が入ったのだった。素直じゃない次女のこと、絶対にそうは言わないだろうが、帰りが遅い妹たちを心配してのことに違いない。

　そこで鈴は、たったいまチンチラから聞いた話を千夜子に伝えたのだが……

「かぐらお姉ちゃん、いま家にいる？」

『いいえ、今日も集会で留守よ。明日あしたには帰ってくるだろうから、そのとき相談してみなさい』

「それじゃ遅いの！　そんな悠ゆう長ちように待ってられないんだってば！」

『だからといって、いない人をアテにしても仕方ないでしょう。あっちはあっちで忙しいのだから、わがままを言うものじゃないわ』

　かぐらが最近忙しそうにしているのは、実は美み緒おのせいだった。美緒が『人化の術』を会え得とくすることに、山の猫ねこ又またたちが反対しているからだ。山に棲すまう猫又には、百年以上の歳としを経へた個体が多い。そんな中で最年少に近い美緒は、みんなからとても可愛かわいがられていた。

　だから、かわいいかわいいお姫さまが、よりにもよって『人間の姿』になってしまうなんて、冗談じゃないと憤いきどおる方々がたくさんいる。

　鈴のときも、千夜子のときも、妹たちが『人間になること』を認みとめさせるために、『人間嫌ぎらい』のかぐらは、一生懸けん命めい奔ほん走そうしてくれた。

　今回も、そう。そんな長女の邪じや魔まをするわけにはいかなかったし、そもそも連絡を取ることさえ難しい。猫は、携帯電話なんて持ち歩かないのだから。

　それでも鈴は食い下がる。

「じゃあ、ちー姉が手伝ってっ。お願いっ」

『……いやぁよ。どうしてこの私が、そんな下等生物どものために、わざわざ動かなくちゃいけないわけ？　いまから出かけたら夕方のアニメ終わっちゃうでしょ、冗談じゃないわ』

「最後のが本音!?　……っ……もうちー姉ねえなんかには頼まないよっ！　この駄だ目めオタク！」

『──ハ、何とでも言うがいいわ。今日きようは一クールのクライマックスなの。断じて見逃すわけにはいかないの。あなたたちもさっさと帰っていらっしゃい。そして鈴りんは早く私のために夕ゆう御ご飯はんを作って頂ちよう戴だい。──いいわね』

　電話が切れた。

　鈴はぎりぎりと歯を食い縛しばり、憤ふん懣まんやるかたない様子。

「どうしてこう薄はく情じようかなぁ[image: ～][image: ～]ッ。そう思わないっ、美み緒おちゃんっ？」

「え、えと……にゃはは」

　曖あい昧まいに苦笑するしかない。最近よく分かったことだけど、千ち夜や子こは表面に出てくる台詞せりふや表情と、本当の内心がまったく連動していない人だ。何が本音で、何が建前なのか、分からない。

　薄情な姉だと一緒になって怒るのは、なんだか違う気がした。少なくとも、早く帰ってこいというのは美緒たちを心配しての台詞だと思う。

　でも、そのお願いを聞くわけにはいかない。

「仕方ありませんよ、りんちゃん。わたしたちだけで、行きましょう」

「え……？　あ、あたしたちだけで……？」

「はい」

　美緒は厳げん粛しゆくな面持ちで頷うなずいたが、鈴はちょっと怯ひるんでいるみたいだった。

　いつも元気いっぱいな妹だけど、本当はとっても気弱で穏おだやかな性格なのだ。

　生まれてからずっと一緒にいた妹のことだ。よく、知っている──

「お姉ちゃんに任まかせて、先に帰ってくださいな、と言ったら……言うこと聞いてくれますか？」

「──聞くわけ、ないじゃん。あたし、約束したもん、あの子と」

　彼女がそう言うだろうことも。

「ですよねー」

　にぱっ、と笑った。




　チンチラの女の子から教えてもらった場所は、同じ町内の高級住宅街だった。きっちりと整せい備びされた木々が豊かに茂る、閑かん静せいなところだ。

　坂道が多く、大きな一いつ軒けん家やばかりが軒のきを連つらねている。

「……静かなところですねー」

「うん……なんか、どきどきしてきた」

「……大丈夫ですよ、りんちゃん。別に喧けん嘩かをしにいくわけじゃありませんし……ちゃあんとお姉ちゃんが護まもってあげますからっ」

　どん、とぺったんこな胸を叩たたいて保証してあげると、妹はくすくすっと緊きん張ちようの抜けた顔で微笑ほほえんだ。

「……そか。じゃ、安心だぁ」

　ふたりがたどり着いたのは、住宅街のなかでも特に大きなお屋や敷しきだった。黒くてごつい門の向こう側には、椰や子しの木が茂る広い庭。瀟しよう洒しやな白い建物が、ぴかぴかと輝かがやいている。

「ほあーっ…………綺き麗れいで立派なお家うちですねーっ」

　美み緒おはこんなときだというのに、興きよう味みしんしんではしゃいでいる。

「学校とどっちがおっきいですかねぇ、りんちゃんっ」

「うー、庭も広いなぁ……こりゃ、猫たち探すのも大変そうだぁ」

　鈴りんも呆あつ気けに取られている。

　建物は三階建てで、屋根付きのベランダが幾いくつも張り出していた。お城みたいな尖せん塔とうが幾つかあり、一番真ん中には、特別でかい尖塔がドンと天を衝ついてそびえ立っている。

　この中に──猫たちが飼われている。聞いたところによると、十匹以上いるらしい。

　美緒たちは大きなお屋敷を遠目に見上げ、ごくりと喉のどを鳴らした。

「とにかく、猫さんたちがどこにいるのか、つきとめないと……」

「……ねぇ美緒ちゃん、どのくらい猫になっていられる？」

「んー、最近限界いっぱいまでやってみたことがないので、分かりません……」

「そっか、でもさっきは六分くらいなりっぱなしだったよね？　まだ余裕？」

「はい、もうちょっといけそうです」

　やっぱり考えていることは同じらしい。姉妹は顔を見合わせて、こくんと頷うなずきあう。

　作戦はこうだ。猫の姿に変化して、こっそりとお屋敷に忍び込む。飼われているという猫たちを見つけ出して、やはりこっそりと連れ出す。

　……というか、他ほかのやり方がちょっと思いつかない。

「こんなてきとーな作戦で、うまくいくかなぁ」

　鈴もちょっと心配そうだ。確かに、千ち夜や子こやかぐらなら、もっと堂々としたやり方もあるのかもしれない。なにせ猫ねこ又または年を取れば取るほど、新しい術を覚え、身体能力が上がっていく。

　かぐらはもちろん、千夜子だってすっごく強いのだ。

　でも……いま、ふたりはここにいない。美緒と鈴で何とかしなきゃいけないのだ。

「もちろんうまくいきますともっ。迷うことなんてありませんりんちゃんっ」

　根こん拠きよ薄はく弱じやくな自信を胸に、決然と拳こぶしを握り締める美緒。

　金色の瞳ひとみには、めらめらと炎が灯ともっている。

「そだね！　やってやろ──っ！」

　うな──っ、とばかりに猫に変化。抜け殻がらとなった制服はそのへんに隠かくしておく。

　ちっちゃなトラ猫と三毛猫は、門の隙すき間まをするりと潜くぐり抜けて──




　見事、警けい報ほう装そう置ちに引っかかった。




「「はにゃ────────────っっ!?」」

　突然鳴り響ひびいたベルの音に、ビクゥッと立ち竦すくんでしまう二匹。猫は物音に敏びん感かんすぎて、どうしてもこうなってしまう。パニックにおちいった二匹は目をぐるぐる渦うず巻まきにして、にゃーにゃー大おお騒さわぎしながらガムシャラに駆かけだした。速すみやかに引き返せばまだ良かったのだが、猫は習性上Ｕターンをすることができない。一度突っ込んでしまった以上、いくとこまでいってしまうしかなかったのである。

　ちなみに大暴走中の二匹の会話を翻ほん訳やくすると、

『い──いきなりダメじゃん!?　ぜんぜんこっそりじゃないよコレ!?』

『はわわわわわ!?　ど、どどどどーしましょっ!?　こ、こうなったらやむを得ません……！　人間の姿に戻って上手うまくごまかすしか!?』

『全裸で不法侵しん入にゆうしておいて、どう上手くごまかすの!?』

『お散歩してたら、ちょっと迷いこんじゃったんです、てへっ』

『それだけはイヤあ──ん!?』

　こんな感じ。

　二匹が広い庭を駆けめぐっているうちに、警報に気付いたメイドがばたばたと集まってきた。

「ちょっと！　来てみんな！　お嬢じようさまの猫が逃げたわ!?」

「た、たいへん……！　逃げられたりしたら、お嬢さまに何をされることか……！」

「捕つかまえましょう！」

　などとよく分からない会話をかわしながら、美緒たちを大人数で追い掛けてくる。

『り、りんちゃぁ[image: ～][image: ～]!?　なんだかいっぱい追い掛けてきますよ～っ!?』

『と──とにかくっ、逃げろォ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!?』

　なにせ猫だから、二匹とも逃げるのは得意。さっきの自信もまるきりの無む根こん拠きよというわけでもなかったのだが……なにぶん向こうの数が多い。

　追い掛けてくるのは白いエプロンドレスを着たメイドさんたちだ。その年は様々で、下は美み緒おたちと同じくらいの年代の少女から、上は魔ま女じよみたいなおばあさんまでいる。

『りんちゃん、上ですっ。ベランダに逃げれば……！』

　美緒は猫の脚力を発はつ揮きして垂直ジャンプ。メイドさんの竹たけ箒ぼうきアタックをかわして壁を蹴けり、三角飛びの要よう領りようでベランダにのっかった。さすがに猫というべきか、器用なものだった。

　それにならって鈴りんもジャンプした──が、やっぱり猫の動きを忘れてしまっているせいか、ちょっぴり届かない。

「にゃにゃにゃにゃ────っ!?」

　ベランダの縁へりに爪つめを立ててガリガリガリガリガリッ！　必死で足あ搔がいた甲か斐いあって、なんとかリカバリーに成功する鈴。ハァハァ息を荒げ、肉球でひたいを拭ぬぐう。

『あ、あぶね──ッ!?　ひゅ──っ！』

『り……りんちゃん、あの……猫の姿で人間っぽい動きはやめましょう……？』

　ちょっと不気味。

　そうやって二匹は、屋根の上で一いつ瞬しゆん気を抜いてしまった。美み緒おはそうでもなかったのだが、人間の姿になってから長い鈴は、猫特有の野生の勘かんとでもいうべきものが、すっかり鈍にぶってしまっていたのである。

　それが命取り。

　突然そばの窓がバタンと開き、そこから老ろう婆ばのしわしわ顔がヌゥッと突き出た。

「うにゃ!?」

　びくっと振り向いた二匹に向かって、メイド婆ばあさんは凄すさまじい形ぎよう相そうで、

「カァァァァァァァァ!!」

　人とは思えぬ裂れつ帛ぱくの咆ほう吼こうを放った。

　ぐわわ～んとアタマが揺さぶられるような感覚。背中の毛が残らず逆立つ。完全に不意を衝つかれてしまったらしい鈴が、ふらふらと目を回してよろめいた。

「……ふぁ……うにゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

「にゃっ!?」

　素早く立ち直って逃げようとしていた美緒も、妹の有あり様さまを見るや踏ふみとどまった。

　そして──

　そんな二匹は、階下からのびてきた虫取りアミに、あわれ絡め取られてしまったのである。




「……やっぱり。ねぇ見て？　この子たち、お嬢じようさまの猫じゃないわ」

「あら本当、首輪がついてないわね？」

「でも……見れば見るほど器量よしの猫よね。……そうだ、この子たちなら、お嬢さまの眼鏡めがねにも適かなうんじゃない？」

「いい考えだわ！　最近のお嬢さまったら、せっかく苦労して用意した猫も、気に入ってくださらないことが多いものね……」

「でもこの子たちなら、お嬢さまも気に入ってくださるでしょう。──またどうせすぐに飽あきられてしまうのだろうけど」

「ちょっと、声が大きいわよ」

「だって、このお遊びが始まってから、もう何匹目になると思っているの？　もういい加減にして欲しいわ。しかも最近、段々エスカレートしてきたし……今日きようなんて──」

「やめなさいって。もしお嬢さまの耳に入ったら、どんなおしおきを受けることか……いいじゃないの、猫ですんでいるうちは、あたしたちにとばっちりがくることはないんだからさ」

　と──

　美み緒おたちはそんな会話を聞きながら、ケージに入れられて大人おとなしく運ばれていた。

　ここは屋や敷しきの中である。外見同様、ずいぶんと贅ぜい沢たくな内装だった。立派なお屋敷に住んでいる美緒の感覚でも、廊下が広く感じるくらいだ。

「にゃあ」

　ケージの中で、美緒が鈴りんに話しかけた。

『侵しん入にゆう成功ですねっ、りんちゃん？』

『いやぁ……絶対成功じゃないってば……つかまっちゃったじゃん……どうすんのこれ？』

『でも、このまま大人しくしていれば、猫さんたちのところに連れて行ってもらえますよ？』

　なんとも前向きな意見である。

『……そーだけどさぁ……不安だなぁ……あたし……』

　この時点で美緒は、妹が何を心配しているのか気付いていなかった。

「お嬢じようさまは、お部屋にいらっしゃらないの？」

「ええ、いつものように薔ば薇ら園えんで遊んでいらっしゃるわ」

　美緒たちを運んでいるメイドが、進行方向を変えた。建物の逆側に抜ける。

　そこには見事な薔薇園が広がっていた。小道を進むと、ほどなく開けた場所に出た。

　花か壇だんが円形に配置され、中心に白いテーブルとチェアがある。

　そのチェアに、女の子が座っていた。年は鈴と同じくらい。彫りの深い顔立ちだ。細く吊つり上がった瞳ひとみはいかにも気が強そうに見える。丁てい寧ねいにすかれた長ちよう髪はつを、髪飾りで留とめ、額ひたいを大きくあらわにしている。華やかな召し物も含め、薔薇園に相応ふさわしい外見ではあった。

「……お嬢さま、失礼いたします」

　──しゅばんっ！

　乾いた破は裂れつ音が、周囲の空気を凍らせた。女の子が、地面をムチで叩たたいたのだ。

　メイドが──もちろん美緒や鈴も──ビクッと竦すくみ上がった。その様子を見て、女の子は満足そうに唇を吊り上げる。

「──なにを怯おびえているの？　わたくしに、叩かれるとでも、思った？」

「……いえ、そのようなことは……」

「ウソをおっしゃい。……思ったのでしょう？　ひどいわね、粗そ相そうもしてないメイドにムチをふるうような──そんなふうに思われていたなんて。ああ……わたくしのこの傷心をいやすためには、どうすればいいのかしら？　ねぇ、おまえ、教えてくださらない？」

「……それは……」

　メイドが口ごもると、女の子はムチを見せびらかすようにゆらゆら揺らす。

　それから頰ほお杖づえをついている手で、指を一本立てて見せた。

「おまえは、とても優やさしい子よね？　わたくし、よぉく知っているわ。……ねぇ、お願いだから、おまえを大好きなわたくしを、これ以上傷つけないで頂ちよう戴だい？　もうウソを吐つかないで頂戴？　もう一度だけ聞いてあげる。……わたくしの傷心をいやすには、どうしたらいいのかしら？」

　美み緒おにはこの問答の意味がまったく分からなかったが……若いメイドはかわいそうなくらいうろたえ、額ひたいに汗を浮かべていた。ケージを持った手を、ぎゅっと握る。

「……あら。おまえ、何を持っているの？」

　ニヤニヤ面白そうにしていた女の子は、そこでようやく美緒たちに気付いたらしい。

　がたっと身を乗り出し、ツリ目を輝かがやかせて聞いた。

「猫ちゃんね？　新しい猫ちゃんなのね？　──だったら早くそうと言いなさいよ！　この能なし！　ホラ、ぐずぐずしないで、さっさと見せて頂戴！」

「は、はい……申もうし訳わけございません、ただいま……！」

　メイドはおおいに恐きよう縮しゆくしながら、ケージからトラ猫と三毛猫を引っ張り出した。

「にゃにゃっ」「ん──っ、ん──っ」

　当然二匹はじたばたともがいたが、首くび裏うらをつかまれてしまっているので逃げられない。

　そんな猫たちを眺ながめていた女の子は、喜き色しよく満まん面めんで両手を組んだ。

「素す敵てき！　なんですのこのかわいさ!?　ふうん、ふうん──」

　ぺろりと舌なめずりをして、吊つり上げられている美緒たちをじっくりと眺め回す。

「ちょっと柄が貧乏くさいのが玉に瑕きずかしら……でも、本当に美形だわ……ええ、気に入りましたわ！」

「それは、ようございました……」

　メイドは、ほっと息をついた。自慢の毛皮をけなされた鈴りんは「ふーっ、ふしゃーっ」と怒ってしまっている。美緒もシッポを振って『いやぁーん』と訴えた。何も知らない人間が見ても、嫌いやがっていることが分かる仕草だ。

　けれども女の子は、そんな猫たちを見て、何故なぜか余計に嬉うれしそう。

「あらあら反抗的ねえ。いいわ、わたくしが、ちゃあんとしつけてあげる」

　彼女はおもむろにテーブルの下に手を差し入れる。そこから取り出したのは、細い鎖くさりだ。鎖の先には首輪──枷かせがついている。女の子はくすくすと嗤わらいながら、じっくりと焦じらすようにして、美緒たちの首に枷を嵌はめた。

「もう逃がさないわ」

　その笑顔に、ぞっとした。これから何をされるのか分からない。そんな不気味さが悪お寒かんとなって身体からだ中の毛を逆立たせた。

『あ……』

　ようやくそこで、テーブルの下に、たくさんの猫たちがしゃがみ込んでいることに気が付いた。みんな美み緒おと同じように首輪を嵌はめられて、しょんぼりとしている。

　みんな、まるで着せ替え人形みたいに綺き麗れいな洋服を着せられていた。別に洋服を着せることが悪いとは思わないけど、やっぱり嫌いやがる子が多いし──なにもこんなにきつそうな服を選んで着せるのはどうかと思った。この首輪だって同じだ。千ち夜や子こがクロに嵌めてあげた首輪とは、その意味がまったく違う気がした。

　うーん、なるほど……この女の子、やっぱりいい飼い主とはいえないみたい。

　なんとかしてみんなを逃がしてあげないと……。そんなふうに考えていると、いつの間にか女の子の顔がすぐ近くにあった。

「……おまえの方が、大人おとなしそうね？」

「にゃっ!?」

　メイドの手からひったくられるようにして奪うばわれる美緒。女の子はそのまま美緒を腕の中に抱き締めた。鈴りんや千夜子のようないたわりの感じられない、束そく縛ばくするような抱き方だ。

「かわいいわ。……おまえ、すっごくかわいい……」

「にゃっ……にゃぁん」

　苦しくてもがくものの、痛いくらいに締め付けられているから、逃れることもできない。

　メイドに吊つり上げられている鈴が、バタバタ四し肢しを暴れさせて、にゃーにゃー抗こう議ぎする。

「……そっちの三毛ちゃんは、ずいぶんやんちゃだこと。いい傾向よ？　そのほうがやり甲が斐いがありますもの」

　鈴は「うなっ……」と盛大に怯ひるんだ。『やり甲斐ってなによっ!?』と言いたそう。

「あら賢かしこい。まるでこちらの言葉が通じているみたい……」

　威い勢せいよく乗り込んできたはいいが、いきなり大ピンチ。そんなとき、美緒の毛皮にぐりぐり頰ほおを押しつけている女の子のところに、また別のメイドがやってきてこう言った。

「あのう……お嬢じようさま。……お客さまがお見えですが……」

「なによ、こんなときに──追い返しなさい」

　不ふ機き嫌げんそうにメイドをねめつける女の子。

「それが──」

　メイドが困ったふうに言い止さしたとき、

「そうはいかないな」

　それをさえぎるように、聞き覚えのある声が響ひびいた。振り向いた美緒と鈴が、目をぱちくりと瞬またたかせる。どうしてこの人がここにいるのかと、驚おどろいてしまったからだ。

「らちが明かないんで、悪いけど勝手に入らせてもらったよ」

　至って明るい口調で現われたのは、ひかりだった。別れたときのジャージ姿のまま、飄ひよう々ひようとこちらに歩いてくる。女の子が険けん悪あくな口調で誰すい何かする。

「誰だれよ、おまえ。わたくしの庭に不法侵しん入にゆうするなんて、ここがどこだか分かっているの？」

「もちろん分かって来たのさ。あんたに話があったんでね」

　ひかりが名乗る前に、メイドが何事か耳打ちした。

「西にし園ぞのの……？　ふぅん……？」

　どうやら知っている名前だったらしい。ひかりを見る目があきらかに変化した。

　彼女は不ふ遜そんな態たい度どをくずさず、慇いん懃ぎん無礼な調子で問う。

「西園の御ご令れい嬢じようが、わたくしになんの御用向きかしら？」

「いや、なに、たいしたことじゃない。あんたにひとつ、聞きたいことがあって来た」

「でしたらお早くどうぞ？　わたくし、見ての通り、いまとっても忙しいんですの」

　美み緒おをぎゅっと抱き締め、女の子は言う。お楽しみの時間を邪じや魔まされて気分を害していると、眇すがめた視線だけで伝える。ひかりの表情が、がらりと厳しいものに変わった。

「──子猫を川に投げ棄すてたのは、おまえだな」

　数秒の間があいた。

「なんのことかしら？」

「あんたがクルマの窓からケージを投げ棄てるところを、見たやつがいる。バカ長い特注のリムジンだったそうだ。そんなもん、この町じゃこの家くらいにしかないだろ？」

「──あなたがわたくしに何の冤えん罪ざいを着せようとしているのか、よく分かりませんけれど。残念ながら人違いだわ。その目もく撃げき者しやとやらが、ウソを吐ついているのではなくて？」

「そうかもしれないな」

　意外にも、ひかりはあっさりと認みとめた。

「それでは、無礼な言動を謝しや罪ざいして頂ちよう戴だい？　それから、わたしくに二度と顔を見せないで？」

「そりゃ、私だってあんたの顔なんか別に見たくもないけどな。謝罪はなしだ。少なくとも、最近多発してるっていう捨て猫は、あんたの仕し業わざなんだから」

　ひかりはそう断言した。猫と話せるわけでもない彼女が、どうしてそれを知っているのだろう。美緒も驚おどろいたが、告発された女の子も目を見開いていた。

「──人の家に乗り込んできて、ずいぶんな物言いねえ。証しよう拠こがあるのかしら？」

「あるさ。おまえが棄てた猫たちは、全員かどうかは分からないが──ちゃんと拾ひろわれて保ほ護ごされている。──血けつ統とう書しよつきの超高級猫ばかりだ。ペットショップが、売った相手を覚えていないとでも思うのか？　おまえ、この辺りの店じゃお得意様だそうじゃないか。捨て猫たちを連れて行って見せたら、間違いなくおまえに売った猫だって声を揃そろえて言っていたぞ」

　……なんてことだろう。美緒たちとは別に、ひかりはひかりで猫を捨てた犯人を捜さがしていたのだ。もしかしたら、今日きようよりも以前から。いまさらながらひかりの動物病院での態度が思い起こされた。

「……呆あきれた。とんだ物好きですわね、あなた」

　女の子は、ばかにしたように肩をすくめる。

　その余裕の態度に、ひかりが眉まゆをひそめた。

「分かっているのか？　おまえがやっていることは犯罪だぞ？」

「そんなに目くじらを立てるようなことじゃないでしょう？　わたくしがお金を出して買った遊び道具よ？　わたくしの好きなようにして、何が悪いというの？　ああ、そうね、用済みになったからといって、そのへんに棄すてたのは悪かったかもしれませんわね。ええ、もちろん罰ばつ金きんは支払いますし、次からはきちんといたしますわ。ね、それでいいでしょう？」

　当然同意してくれるに違いない。そういう表情だった。

　……この人間は、猫をかわいいオモチャのようにしか感じていない。同じ、命ある生き物だなんて考えていない。

　だから、飽きたら棄てて、代わりを買ってくる。それでいいと思っている。

　そういう考え方をする人間が、いるんだ……。そして、もしかしたらそれは、珍しい考え方ではないのかもしれない。彼女の、同好の士を知るような言い方を聞いていると、そんな気がしてくる。こういう人間は、たくさんいる──。その想像は、おそらく間違っていない。

　美み緒おは、とてもいやな気分になった。あれほど楽しかった今日きようの想おもい出でが、胸の中でぐにゃぐにゃしている。仲良くなったクラスメイトの中にも、同じ考えを持つ人間が混じっているのかもしれない。そう思うと、怖かった。明日あしたからどんな顔をして話せばいいのか、分からなかった。人間に怯おびえていたチンチラの気持ちを、いまこそ実感した。

　人間と猫の関係は、必ずしも幸せなものではないし、対等でもない。

　鈴りんは素す敵てきな人間と出会い、話をして、友達になって──人間を好きになった。

　でも、もしも条件が変わっていたら、鈴がひかりと出会わなかったら──妹は人間を嫌きらいになっていたかもしれない。最初はふざけてからかわれたりした、人間なんてやめようと思った。彼女自身そう言っていたではないか。山に棲すまう猫ねこ又またたちも、かぐらも、人間が大嫌いだと言っていたではないか。

　鈴が人間を好きでいられるのは、ごくごく稀まれな奇き蹟せきみたいなもので……美緒は、そうなれない、かもしれない。このままだと、人間を嫌いになってしまうかも、しれない。

「………………」

　自分の心にウソは吐つけない。もしもそうなったら、それはそれで仕方のないことだ。

　生きたいように生きるのが、猫の生き様だ。その点について、美緒はいっさい妥だ協きようしない。

　人間か猫か。今後の自分をいまだ決めかね、中立の立場でものを見ている美緒の心は、このとき、ぐぐっと猫側に傾いた。

「いいわけないだろうが。おまえは、自分の猫を何だと思っているんだ？　動物を飼うってのは、そういうことじゃないだろう。うちには犬が一匹いるが、私のことを母親か何かだと思って甘えてくれる。私も家族だと思ってるよ──大切な友達だともな。おまえは違うのか？」

　ひかりの口調はあきらかに怒っていた。誰に怒っているのだろう？　言葉を向けている相手にだけではない気がした。

「あはは。ペットはペットでしょう？　わたくしが愉たのしむために購入した、わたくしのためのかわいい猫ちゃん。それ以外の何物でもありませんわ。動物が『家族』で『大切なお友達』だなんて……あなた、ずいぶんとメルヘンチックなことをおっしゃるのねえ？　こんなことを言ってはなんですけれど、普段、何を召し上がっているのかしら？」

「子供じみた考えだってのは、言われなくても分かってるさ。けどな、厚こう顔がん無む恥ちの恥知らずよりはずいぶんましだ」

「……あら……それって、まさか、わたくしのこと？」

「他ほかに誰だれがいるよ。いいか、私の言いたいことはただひとつだ。そのお遊びはいますぐやめろ。ぶっ飛ばされたくなかったらな」

　はっきりと言い捨てた。声を荒げることもなく、しかし、強い怒りを込めた一言だった。

　言われた女の子は──いままでこんな口を利きかれたことがなかったのかもしれない──呆ぼう然ぜんと目を見開き、それからギリッと犬けん歯しを剝むき出しにする。

「……なんて野や卑ひな──。同じ上流階級のものとして恥ずかしいですわ。なるほど西にし園ぞのの御ご令れい嬢じようについての噂は本当だったようね。知っていますのよ、あなたの父親は──」

　その台詞せりふを最後まで聞くことはできなかった。台詞の途中で、鈴りんが大きな鳴き声を発し、重要な部分を搔かき消してしまったからだ。一同は揃そろって、咆ほう吼こうした三毛猫を見つめた。

　ひかりは特に驚おどろいていた様子だったが、まるで友達の気き遣づかいに応こたえるように微び笑しようし、こう続けた。

「そうだな。おまえと違って、私は生きつ粋すいのお嬢さまってわけじゃない。親父がくたばるまではどこにでもいる悪ガキだったし、十歳で母さまに引き取られてからだって、それは同じだ。いくら礼れい儀ぎ作法を勉強したって育ちの悪さは消えやしないさ。見ての通りだ」

　けどな、と、ひかりはそこで一拍置いた。

「下げ賤せんな出しゆつ自じの私より、おまえの方が、よっぽど品がない。次々に猫を飼って、無神経にかわいがって、自分勝手に遊んで、飽あきた端はしから棄すてに行く。本当にそれで高こう貴きなつもりなのか？　釈しや迦かに説法かもしれないが、気品ってのは、仕草や物腰だけで決まるわけじゃない。行動で示すものだろう」

「……な、な、……な、な──」

　わなわなと震ふるえる女の子に、ひかりは真まっ直すぐ視線を向け、告げた。

「これ以上、自分の品位を貶おとしめるな。名家の御令嬢なんだろう？　これぞというところを見せてくれよ」

　決して上手な言い方とはいえないが、たぶん、ひかりにしてみれば、それが精一杯の説得だったのだろう。その台詞からは怒りのみならず、温あたたかな思いやりが感じ取れたから。

　ひかりは猫を棄てた犯人を弾だん劾がいするために来たんじゃない。証しよう拠こを突き付けて、罪を認みとめさせたところで、罰ばつ金きん以上の罰はあたえられず、結果として何も解決しない。

　だから。誠せい心しん誠せい意い説得して、分かってもらおうとしているのだ。けど……

「……き、きぃぃぃぃっ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!?」

　それはまったくの逆効果だった。やり込められた女の子は、盛大に逆ギレした。

「あ──あなたなんかに言われたくはありません！　誰だれか……！　警けい備びのものを呼びなさい！　こ、こここ、この女をいますぐわたくしの目の届かないところへ追い出してッ!?」

　ギューッと美み緒おを片腕で絞しぼり上げながら、もう片方の手で、びしっとひかりを指差す。

　成なり行ゆきをハラハラと見守っていたメイドたちが、蜘蛛くもの子を散らすように走り出す。

「みゅぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!?」

　女の子に締め上げられている美緒がしんどそうに鳴いた。ギブギブギブギブと、トラ柄シッポでタップするものの、もちろん離はなしてはもらえない。

「お、おいっ、やめろ──」

　慌あわてて駆かけ寄よったひかりだったが、このとき、この場の誰もが思いもよらない現象が起こった。

「!?」

　どぱんっ！　という水風船が破は裂れつするような音がして、一同の目前に──




　ハダカのネコ耳少女が現われた。




　美緒は、変化が解とけて半はん獣じゆう形けい態たいに戻ってしまったのだ。

　あんまりギリギリ締め付けられるものだから……

　集中が乱れ、一気に限界がきてしまったという……。

「にゃ……にゃ……」

「な……え……!?　んぐっ……重っ……!?」

　トラ猫から半獣の姿へと戻った美緒は、自分を捕つかまえていた女の子を押し潰つぶすようにして転倒した。まだ自分でも何が起こったかよく分かっていない様子で、目をきつくつむっている。

「……み……美緒……ちゃん？」

　さすがのひかりも、踏ふみとどまり、手を差し伸べた体たい勢せいで固まった。

「うにゃにゃなぁっ──!?」

　そして、この場でもっとも動揺していたのが鈴りんだった。いまの騒そう動どうでメイドの手から逃のがれたのはいいが、姉が正体を現わしてしまったところを見てパニくり、

　どぱんっ！

　自分も変化を解いてしまったのである。

　ハダカの三毛猫少女が、びたーんとうつぶせにすっころぶ。

「……な……鈴……？」

「あ、あう……ひかり……こ、これは……その……」

　見つめ合う鈴りんとひかり。ずっと隠かくしていた秘密を親友に知られてしまった鈴は、ネコ耳を両手で隠かくすようにしてうろたえている。ひかりも呆ぼう然ぜんとしていた。

　たった数秒で混こん沌とんの坩る堝つぼと化してしまった薔ば薇ら園えんに、沈ちん黙もくが落ちる。

　一番最初に立ち直ったのは、美み緒おにマウントをとられていた女の子だった。

「……な……なにがなんだかよく分かりませんけれどっ……ああもう、どきなさいあなたっ！」

「うにゃっ!?」

　美緒を押しのけて身体からだを起こすや、おっかない剣けん幕まくで命じる。

「なにしているのおまえたち!?　いいから、早く捕つかまえなさいっ！」

　その叫びで正気を取り戻したのか、警けい棒ぼうを構えたメイドたちが、ざぁっと美緒たちを包囲した。どうやら警備というのは、この人たちのことらしい。

　色々な意味で追い詰められていた。ようやく事じ態たいを把は握あくした美緒は、もうダメだと観かん念ねんした。

　うるうると涙を浮かべ、にゃぁんと哀かなしく鳴いた。

　そのときだ──。混こん迷めいをきわめる現状に、さらなる混沌が降こう臨りんした。


「ンッフフフフハハハハ……」



　どこからともなく、不気味な嗤わらい声が響ひびいてきた。きわめてよく通る、女の声だ。

　それに気付いたみんなが、きょろきょろと辺りを見回す。

　しかし声の主は見当たらない。昏くらく低い、愉たのしげな声だけが、朗ろう々ろうと言葉を紡つむぐ。


「……己おのが愉しみのために無む辜この魂たましいを嬲なぶり、罪の在処ありかさえ見定められぬ愚ぐ者しやよ。愚者に仕つかえる蒙もう昧まいどもよ。貴き様さまらの狼ろう藉ぜきはここまでだ──観念するが良い」



「……お、お嬢じようさま!?　上です!?」

「……っ……誰だれ!?」

　女の子がギッと歯を食い縛しばって、家か屋おくの最上段、尖せん塔とうの先せん端たんを振ふり仰あおいだ。

　そこにいたのは、黄昏たそがれを背に立つ、総そう身しん黒ずくめの人影である。ロングコートを風にはためかせ、尊そん大だいに胸を張り、腰に手をあてている。白い仮面マスケラをつけて素顔を隠していた。


「誰、だと？　解わからないのか？　……っふ、まさか、この姿を見知らぬものがいたとはな」



「……あれは……!?」

　愕がく然ぜんと声を上げたのはひかりだった。どうやらあの姿に心当たりがあるらしい。

　美緒も鈴も知っていた。

　あれは──

　夕方五時半から絶ぜつ賛さん放映中の人気アニメに登場する、主人公アンチヒーローのコスチュームだ。

　そして何故なぜか──その二次元から抜け出してきたようなカッコの主人公アンチヒーローは、アニメとは違って女で、さらに黒いネコ耳とシッポがついているのであった。


「フッ、あえて名乗りはすまい。無む駄だなことだ」



[image: ]

　高らかにカッコイイ台詞せりふを述べているのは、どう考えてもあの人だった。いままさにアニメの最新話を視し聴ちよう中ちゆうであろうこの人が、どうしてよりにもよって主人公のコスプレをして、ここにいるのだろう。呆ぼう然ぜんとする一同の中で、美み緒おと鈴りんだけは別の意味で呆あつ気けに取られていた。


「ふっ──」



　黒ずくめの人影は、バサァッと外がい套とうを翻ひるがえし、建物から飛び降りた。常人ならば大怪け我が間違いなしの高さだが、ネコ耳仮面は音もなく華か麗れいに着地し、一同の中心に降り立った。

「な、な……なによっこの不ふ審しん者しや!?　なんのつもり!?」


「……な……ふ……不審者、だと……？　どっ、どこに目をつけているっ……」



　半狂乱になって誰すい何かした女の子に、ネコ耳仮面がキレた。黒いシッポが、ぶわわっと広がる。

　自分の大切なものをバカにされたような怒り方だった。愕がく然ぜんと詰め寄る。


「か、仮面に黒衣……だぞ？　この格好の素す晴ばらしさが解わからんとは……所しよ詮せん『能力デイアブロ』を持たぬ一般人か……くっ、宵よい闇やみに選ばれたオレとは、本質的に相あい容いれぬ存在……」



　悔くやしそうな声だった。

「ちい姉ねえさまっ!?」

「ち、ちー姉!?　なにやってんのこんなとこで!?」

　すっぱだかのネコ耳姉妹が、ネコ耳仮面に向かって叫んだ。

　ネコ耳仮面はこちらに背を向けたまま、黒くろ髪かみをかきあげる。


「……っふ、人違いだ。オレはそのような美少女ではない……」



「「声と耳とシッポ──!?」」

　姉妹は声を揃そろえて突っ込んだ。なんとそれはネコ耳仮面にとって想定外の言葉だったようで、彼女はおおいにうろたえ、首だけで愕がく然ぜんと振り返った。


「……なん……だと……？」



「んもぉぉぉ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ、キモい喋しやべり方やめてよ!?　とっくにバレバレだってば!?」

　この極きよく限げん状況でタガが外はずれてしまったのか、鈴りんの口から本音が炸さく裂れつした。


「……………………………………にゃー」



　せっかく観みたいアニメを諦あきらめて、妹たちのもとに駆かけつけてきたのであろうネコ耳仮面は、がっくりと肩を落とし、たいへん傷ついたような声で鳴いた。ネコ耳がへたれ、黒いシッポが力なく垂たれ下さがり、その先せん端たんがいじいじと地面を弄いじくりはじめた。

「……は、はわわわわわ……」

　もうほんとにメチャクチャだった。ハダカのネコ耳姉妹、そしてネコ耳仮面の登場によって、ついさっきまであったシリアスな雰ふん囲い気きは、ねこそぎ吹き飛んでしまっている。

　そんな中、メイドたちを統すべるお嬢じようさまは、ある意味立派だった。

　わけが分からないながらも、彼女にとってネコ耳仮面が邪じや魔ま者ものだということだけは確かなのだ。怒りをまるで萎なえさせずに叫んだ。

「もういい加減にして頂ちよう戴だいッ!?　ほ──ほらっ、うろたえてる場合じゃないでしょうおまえたち！　超ド級の不ふ審しん者しやがここにいるのよ！　この変へん態たいを叩たたきのめしなさい！」

「は、はいっ──!?」

　包囲陣形を崩くずしていなかったメイドたちは、ネコ耳仮面に標ひよう的てきを定め、じりじりと間合いを詰つめてきた。なんといってもこの異い様ような風ふう貌ぼうだ。警けい戒かいせずにはいられないようだった。

　一方、キモいと言われて凹へこんでいたネコ耳仮面は、『変態』という単語に強く反応した。


「……お、オレが……へん……たい……？」



　さながら暴走寸前の異能力者のごとく、両の掌てのひらをわなわなと震ふるわせる。

　黒いシッポがまがまがしくうごめき、次いで、ぐりんぐりんローリングを始めた。

　かわいそうに、どうやらたいへんなショックを受けてしまったようである。

　だが──そんな隙すきだらけのネコ耳仮面に、メイドのひとりがそっと近付き、背後から一いち撃げきを加えようとしたときだ。それを察さつしたかのように、ネコ耳仮面の震えがぴたりと止まった。


「────オレは、アニメはテレビ画面で、リアルタイムに観る主義だ」



　厳げん粛しゆくな声こわ色いろで、突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出した。前まえ屈かがみになった体たい勢せいから、ゆらーり上体を起きあがらせる。刺し客かくに囲まれた座ざ頭とう市いちみたいな威い圧あつ感であった。


「……アニメの愉たのしみとは、実際に視し聴ちようする30分のみにあるのではない。むしろ放送後、ファン同士で盛り上がるところに面白さがある」



「……な、何を言っているの……こいつ……？」

　異様な迫力で語りはじめたネコ耳仮面に、メイドたちが怯ひるんでいる。


「ゆえに『放送後の愉たのしみ』を最大限享きよう受じゆするためには、リアルタイムで視し聴ちようしていることが重要になってくる。特に毎週放送するアニメでは、だ。……くっくっく……今日きよう見み逃のがしてしまったアニメについて……オレは毎週放送日は夜よ更ふかしし、ファンサイトや掲けい示じ板ばんを眺ながめて過ごすのを人生の愉しみにしていた……。放送中、実じつ況きよう板いたに書き込みしながらはしゃぐのもだ」



　ぐっ、と無念とばかりに拳こぶしを握り締める。


「──もはやその機き会かいは、永遠に喪うしなわれてしまった……。……これからオレは、何を生き甲が斐いにして過ごせばいい……仮面は何も応こたえてはくれぬ……」



「……お、大おお袈げ裟さなことを……」

　誰だれかがそう呟つぶやいたのだが、ギンッと睨にらまれて黙だまり込む。


「フン……何も解わかっていないようだな。今日は一クールのクライマックスだったのだ。前回までの鬱うつ展てん開かいを吹き飛ばすような神展開が、渾こん身しんの作画と脚本で炸さく裂れつするはずだった。死に瀕ひんした仲間がどうなるのか、追い詰められていた主人公がどんな機転を利きかせて逆転するのか、複数いるヒロインのうち誰が選ばれ、次週予告ではどんなサプライズが明らかにされるのか──今期最大の祭りになるはずの夜だった。だが……オレはもはや祭りに参加することができない……。ただでさえここいらの地域では放送日が若じやつ干かん遅れている。我わが家やにはＨＤＤレコーダーもビデオデッキもない。録画したブツを貸してくれる友達もいない。ＤＶＤが発売されるまでには間があるし、買えるほどの小こ遣づかいもない。視聴するためには主義を曲げ、一週遅れでＷＥＢ配信されるものを観みるしかない。そしてそれまでは、お気に入り巡じゆん回かいサイトを開くたびに、ネタバレの恐きよう怖ふに怯おびえなければならない。ネタバレシーンのキャプチャー画像が貼はられていませんようにと祈るしかない。だから……だから……。見逃すわけにはいかなかった……」



　長なが台詞ぜりふのすべてを理解できたわけではなかったが……

　よっぽど……よっぽど見逃したのが悔くやしかったらしい。

　だけど、それでも彼女は来てくれた。

　きっと帰ってこない美み緒おたちを心配して。自分の大切なものを放り棄すててまで、助けに来てくれたんだ。この人は冷たいように見えて、姉妹の中で一番情が深い人だから。

　そんな姉のことが、美緒は大大大好きなのだ。


「……ここに来た、自分の選せん択たくを後こう悔かいしてはいない。心配していたら──案の定だったのだからな。……しかし……しかしだ……。楽しみにしていたアニメの最新話を放り出し、颯さつ爽そうと窮きゆう地ちに駆かけつけたというのに……投げかけられるのは、『キモい』だの、『不ふ審しん者しや』だの、『変へん態たい』だの……そんな心ない言葉ばかり…………ふっ………………なんという仕打ち」



「な、泣いてるのですか……ちい姉ねえさま……？」


「泣いてなどいないっ……あと、ちい姉さまでもないと言ったはずだぞっ……」



　あくまでネコ耳仮面で通すつもりらしい。

　複雑な心境で見守っている美み緒おの前で、ネコ耳仮面は、うっそりとのたまった。


「────誰のせいだ？　オレの心が、こんなにも哀かなしみに囚とらわれているのは、いったい誰のせいなんだ？　クッククク……解わかっているとも……」



　不気味な笑みを漏もらしながら、ネコ耳仮面が構えたのは、エナメル素材の九尾ムチだ。

　つい最近、どっかで見たようなデザインだった。


「……すべては、貴き様さまらのような外げ道どうが存在したせいだ。貴様らは、この世界に生まれてきてはいけなかったのだ……この穢けがらわしい、異い形ぎようの力と同様にな……」



　仮面の奥で赤い瞳ひとみがぎらりと光り、アニメと同じ決め台詞ぜりふが紡つむがれる。





「──一匹たりとも逃がさん。……かかってくるがいい……全員まとめて討とう滅めつしてやろう」






　────たぶん、これがスッゴクやりたかったに違いない。

　何度も何度も練習を繰り返したような、俳はい優ゆうさながらの決めシーンだった。

　どうやら本人もそう思っているらしく、よく見れば「よし……よし……」と、ちいさくガッツポーズを決めている。




　で──





「──あとはもうおまえだけだ。フッ、観かん念ねんするがいい」



　ネコ耳仮面はあっというまに警けい備びのメイドたちをやっつけてしまった。

　ほんの数秒にも満たない間のできごとだった。

　たんにコスプレしているだけではなく、口だけではなく、この人は本当に『異形の力』っぽいものを持っている。……もしかしたらアニメの主人公よりも強いかもしれない。

　華か麗れいなるアクションシーンを、美緒たちは呆ぼう然ぜんと見ているしかなかった。

　たったひとり残された女の子は、完全に青ざめ、怯おびえてしまっている。

　ムチをギリギリ両手で握り締めて、嚙かみつくように言った。

「な……っ……なんなんですのおまえたち……!?　わたくしにこんな無ぶ礼れいを働いて、まさかただですむとは思っていませんわよね……！」


「──ほう。まだそんなクチが利きけるとはな？　いい傾けい向こうだ。そのほうがやり甲が斐いがある。──きっちりしつけてやるから安心しろ」



　──しゅばんっ！

　ネコ耳仮面が九尾ムチで地面を叩たたいた。乾いた破は裂れつ音が響ひびき、女の子がビクッとする。

　コスプレをしていても、あの人の性格は変わっていないみたいだった。

「や……やめて……こないで……」

　涙目で後ずさる女の子。


「さぁ……お仕置きの時間だ。我わが最大最強の秘ひ奥おうを以もつて、煉れん獄ごくへと誘いざなってくれよう」



　スゥ──。

　ネコ耳仮面は、やたらともったいぶった感じで片腕を虚こ空くうに翳かざし、ババッ、バッバッと素早く呪じゆ印いんを切った。ちなみに猫ねこ又またが使う妖よう術じゆつに、こういうのは一切ないので、このカッコイイポーズに意味はない。


「……深しん遠えんの闇やみに棲すまいし獰どう悪あくなるものどもよ……其そは古いにしえの盟めい約やくによりて、永久の軛くびきを断ち切らん。されば、いまこそ我が召しよう喚かんに応こたえ、此し岸がんへと馳はせ参さんじるがいい──」



　バシュゥッ──

　ネコ耳仮面は外がい套とうをバサァッと翻ひるがえし、片腕で虚空を真横に切り裂さいた。

　そして、この超カッコイイ詠えい唱しようによって現世に召喚されたのは、黒い魔ま獣じゆうを筆頭とする異界のクリーチャーども──ではもちろんなく。




「「「「「「「うにゃにゃ────────────────ん」」」」」」」

「「「「「「「ニャ────────────────ン」」」」」」」




　ビービー盛大に警けい報ほう装そう置ちをかき鳴らしながら現われた、近所の野の良ら猫軍団であった。

　先頭にはボス猫・クロの姿も見える。

　その総そう数すうは二十匹をくだらない。魔獣の軍ぐん勢ぜいとはいかずとも、迫力は十分だ。

「んな……なっ、なっなっ……ま、まさか…………それだけは、やっ、やめて頂ちよう戴だい……」

　そんなものを差し向けられようとしている女の子は、両手を前に翳し、たいそうびびった。

　けれどネコ耳仮面は、無情にも彼女を指差し、

「……覚えておきなさいな。この町で猫を粗末にするやつには……バチが当たるのよ？」

　その台詞せりふだけ素すで言って、パチンと指を鳴らした。

　瞬しゆん間かん、「うにゃ──────っっ!!」と、猫軍団がときの声を上げて突とつ撃げきを開始！

　雪崩なだれのように押し寄せる、超大量の猫！　響ひびき渡わたる大音量のうにゃうにゃ！

　猫、猫、猫、猫。ねこ、ねこ、ねこ、ねこ。ネコ、ネコ、ネコ、ネコ。

　猫猫猫猫猫猫猫。ねこねこねこねこねこねこネコネコネコネコネコ──

「ひきゃぁぁあぁぁぁ────ッ!?」

　あわれ女の子は、断だん末まつ魔まの悲鳴とともに、猫まみれになって消えていったのである。


「フッ、成せい敗ばい」



　すべてを見届けたネコ耳仮面は、風に黒コートをはためかせ、満足げに腕を組んでいた。




　でもって──。さんざん場を引っかき回したネコ耳仮面は、啞あ然ぜんとしている一同に向かって首だけで振り返り、無む駄だにカッコよく黒コートを翻ひるがえした。


「さらばだ──もはや二度と会うこともあるまい……」



　そんなカッコイイ捨て台詞ぜりふを残し、何処いずこかへと去っていったのである。

　その場に残されたのは、ハダカの美み緒おと鈴りん、そしてひかりの三人だ。

　口半開きでネコ耳仮面を見送っていたひかりが、ハッと正気に立ち返って鈴と向き合った。

「……あ……あ～……その……鈴？」

「あう……ひかり……」

　鈴もまた改めて現状に気付き、すっぽんぽんで地面に正座したまま、ひかりの顔を見上げた。

「……ち、……違うの……これは……これは……」

　動どう揺ようのあまりネコ耳とシッポをしまうことさえできず、頭上を手で隠かくし、うろたえるばかり。

　それを見た美緒とひかりが、悲痛な表情になった。

「……りんちゃん……」

「鈴……」

　ひかりは自分の上着を鈴の肩に、そっと羽は織おらせた。

「……知ってたよ」

「え──」

　鈴は、ぽかんと口を大きく開けた。何を言われたのか分からない──そんな顔だ。

「ど、どゆ……こと」

「おまえが普通の人間じゃないってこと……私、とっくに気付いてた……」

　ひかりは目を伏せて、告白した。

「そんな──だって……ウソ……」

「ごめんな、鈴……出会ってからわりとすぐに、おまえが猫になるとこ……見ちゃったんだ。どうしようかと迷ったんだけどさ……秘密にしたがってるみたいだったから……おまえから言ってくれるまで、気付かないふりをしてようって、周りにばれないよう助けてやろうって、思ったんだ──いや、言いい訳わけだなこれは……怖かったんだ……。もし、正直に言ったら……嫌きらわれちゃうんじゃないかって。……そんなわけ、ないのにな。でも、私は、他ほかに友達なんていなかったから──」

「……ん、んーんっ！」

　皆まで言わせず、鈴が割り込む。首を横にぶんぶん振って、

「謝あやまるのは、こっちの方だよっ！　騙だましてたのは、こっちが先だもん！　……いいんだ！　ひかりなら、別にばれたって！　だから、その、もしよかったら……」

「ああ、うん。……もし、よかったら……」

　これからも、よろしく──。

　同じ台詞せりふが重なった。ほっ……と、どちらからともなく安心の吐と息いきが漏もれた。

　そう……こんなのは、ちょっと擦すれ違ちがっただけ。ちょっとびっくりしただけで──あんなに強いふたりの絆きずなを、どうにかするほどのものじゃない。むしろこのことで、ふたりの絆はより強まったはずだった。ほんとによかった……美み緒おはぺたんこな胸を撫なで下ろす。

「……なんだかな……私の見せ場、ぜんぶもってかれちゃった気がするよ……」

　そう苦笑しながら、ひかりは美緒たちの首輪を外はずしてくれた（もっとも人間になった拍子に、半なかば壊こわれてしまっていたのだが）。

　それから三人で手分けして、他ほかの猫たちの首輪も外してやる。戒いましめから解放された十数匹の猫たちが、きょとんとした瞳ひとみで三人を見上げる。

「いいえ、いいえっ……ひかりちゃん……とってもかっこよかったですよ？」

「そ、そっか？　えへへ……なんか照れちゃうな……なんもしてないのにさ……」

「そんなことないってば。ほら──この子たちだって」




「──ありがとう、って言ってるよ？」




　薔ば薇ら園えんが感かん謝しやの鳴き声に包まれている。

　人間と、猫ねこ又またと、猫とが、同じ気持ちでそこにいる。

　そんな光景を、美緒はじぃっと金色の瞳に焼き付けていた。




　ちなみに──

　美緒たちが家に帰ると、千ち夜や子こは、電気を消して真っ暗にしたリビングの隅すみっこで、毛布を被かぶってフテ寝しており、クロがしきりに、にゃーにゃーすりすりして慰なぐさめているところだった。

　さっきはたいそうノリノリで楽しそうな様子ではあったのだけど、やっぱりその……。

　色々と心の傷を負ってしまったらしい……。

「あの……ちい姉ねえさま？」

「…………なによ……魔ま獣じゆうを使し役えきする謎なぞのヒーローのことなんて知らないわ」

「いえ、そうではなく……ですね……えと」

　素直にお礼を言っても、とぼけられてしまうに違いない。

　なので鈴りんのアイデアで、こう言うことにした。

「……実はわたしたち……はーどですくれこーだーが欲しいのです」

「かぐらお姉ちゃんが帰ってきたら──ちー姉も、一緒におねだりしてくれない？　ね、ねっ、お願い～っ」

　すると──毛布の隙すき間まから、黒いシッポがぴょこんと顔を出して、嬉うれしそうに立ち上がった。

　そしていつもどおりの無感情な声で、一言。

「……仕方ないわね。……まあそういうことなら、協力してあげても……構わないわよ？」

　美み緒おと鈴りんは、顔を見合わせて微笑ほほえみ合い、ハイタッチをかわしたのである。







[image: エピローグ]







　そうしてついに、人生の七日目がやってきた。

　休日の午前中である。校庭の片かた隅すみに、美み緒おたちは集まっていた。学校の敷しき地ちは見事な桜の木で囲われるような形になっている。とはいえ、花びらはとうに散ってしまっているのだが。

　集まっている面子メンツは、美緒、鈴りん、千ち夜や子こ、そして長女のかぐらと東雲しののめ四姉妹が勢せい揃ぞろい。

　さらに美緒の事情を知る人間の友達──ひかりと、その飼い猫たちもいる。

　もちろん以前あのお嬢じようさまに飼われていた猫たちだ。色々あって、結局ひかりが引き取ることになったらしい。

『あの飼い主が、捨てた子たちに謝あやまりたいって言ってきたんだよ。で、新しい飼い主のところに連れて行ってやったのさ。もちろん動物病院に預かってもらってたチンチラのところにもな』

　というのが、ひかりの言げん。

　あの驕きよう慢まんな態たい度どは見る影もなかったそうだ。

　まあ確かに……あんな目に遭あわされてなお、猫をいじめようだなんて思えないだろうけど。

　そのあとで、彼女はひかりに猫たちを託たくし、もうこんなことは二度としないと約束してくれたそうだ。

　というわけで、一件落着である。

　全員、大きなビニールシートの上でくつろいでいる。

　その中心には、鈴手作りの重箱弁当。水筒や、お菓子、キャットフード各種、お酒なども並んでいる。そう、今日きようは美緒の門かど出でを祝う『お花見会』なのだ。

　さて、花びらが散っているのにお花見会とはどういうことか？

　答えはこうだ──

「フハハハ！　さぁ皆のもの、刮かつ目もくせよッ！」

　半はん獣じゆう形けい態たいのかぐらが、酔よっぱらったハイテンションで叫んだ。白猫の耳とシッポを持つ、和装の美女。この長女がふんぞりかえっているのは、とある桜の木の枝である。

「ていッ！」

　彼女は片手に持っていたとっくりをやおら天高く掲かかげ、盛大に中身を振りまいた。

　勢いよく飛び出したお酒が、飛ひ沫まつとなり、霧きりとなり、花びらの散った木々に降りかかる。

　するとたちまち強い風が吹き上がり、皆の視界をしばし閉ざした。

　風がおさまり、再び瞳ひとみを開いたときには──

「うわぁ────────っ」

「ふはぁ……きれーっ……」

　周囲の桜すべてが、満開に咲き乱れていたのである。柔やわらかな風の残ざん滓しに飛ばされて、桃色の花びらが、はらはらと雪のように降ってくる。なんとも幻げん想そう的な光景であった。

　呆ぼう然ぜんとしていた鈴が、大口を開けて叫んだ。

「すげぇ──────────ッ！　花はな咲さかババアじゃん！」

「チェストォ──────!!」

　失言に過か敏びん反応したかぐらの指先から、紫し電でんの光条ビームが迸ほとばしり、鈴りんの至近距きよ離りを通過した。地面に小さな孔あなが開き、鈴のお下げからぷすぷす煙が上がる。

「ギャ──ッ!?　髪かみの毛燃えたァ──!?」

「にゃあああ!?　りんちゃん暴れないでください！　シートに燃え移っちゃいます！」

　恐きよう慌こうをきたす妹を必死でおさえながら、ばんばん叩たたいて消火する美み緒お。

　かぐらはすたんと飛び降りてきて、とっくりに残った酒をごくごくと飲み干す。

　ぷはぁっ！　と酒気を吐いて、

「鈴……、よぉ聞こえんかったなぁ～。もう一度、妾わらわの目を見て言うてみ？」

「……すっごぉ[image: ～][image: ～]い。花はな咲さか美人のおねぇさまですぅ～……」

「ウムッ」

　酔よっぱらいを怒らせてはいけない。特にこの長女はたいへん酒さけ癖ぐせがよろしくないのである。

「そういえば、かぐら姉ねえさま」

「なんじゃ、美緒？」

「その……お山の皆さんは、わたしが人間になることに、納得してくださったのですか？」

「あー、あれな」

　かぐらは、ひっく、と顔を上気させて、それはもう楽しそうに言ったのである。

「フハハ！　あのクソババアどもめ、人の妹のことにゴチャゴチャゴチャゴチャぐちぐちぐちぐち口を出しよるもんでのう──全員ぶちのめしたあとで、バリカンでサマーカットにしてくれたわっ！　ハハハ！」

「ハハハ！　じゃねぇ──!?　かぐらお姉ちゃん！　い──いくらなんでもそれはやりすぎだってば！　サマーカットって、アレでしょ？　猫がヒフ病になったときにやるよーな!?」

「なぁにを抜かすか鈴。実に目に楽しい姿であったというのに。あの小こ憎にくらしい三毛ババアの、貧ひん相そうな有あり様さまときたら！　思い出すだけで腹がよじれるわっ！　フハハハハハハハ！」

　早くも完全に出来上がっている様子である。

　美緒は、あわあわとうろたえながらも、かぐらに感かん謝しやしていた。

　この長女は山に棲すまう猫ねこ又またたちに負けないくらい人間嫌ぎらいで、美緒が人間になることを快こころよく思ってはいない。それなのに、妹が自分の生き方を自分で選べるよう、取りはからってくれたのだ。その優やさしさを、懐ふところの深さを、改めて感じずにはいられない。

　視線をずらせば、千ち夜や子こがクロの前脚をつかみ、むりやり二足歩行させているところだった。

「にゃ、にゃー……」

「さぁ、きりきり歩きなさい。ちなみに別に意味はないわ」

　な、なんてひどい……美緒もさんざん練習させられていたから分かる。あの体たい勢せいは、後ろ脚にたくさん負担がかかって、いまにも攣つりそうになるのだ。

　ふと気付けば、ひかりがたくさんの猫に囲まれて、こちらをぽかーんと見つめている。

「話には聞いてたけど……一番上のお姉ねえさん、すっげぇな」

「あはは……いつもはもうちょっと、大人おとなしい方なんですよ？」

　普段は猫なので、喰くっちゃ寝してばかりともいう。

「でもさ……よかったのか？　私たちも参加させてもらっちゃって」

「もちろんですっ。もうひかりちゃんは、わたしたちの事情をごぞんじなのですから、除のけ者ものにする理由なんてありませんよっ」

「そっか。……そう言われると、もっと早く告白しておけばよかったかもね、いまさらだけど。ああ、そういえば私にばれちゃったわけだけど、大丈夫だったのか？」

「はい、あんまりたくさんの人に正体がばれてしまうのは、困るのですけれど。……ひかりちゃんは、秘密をちゃんと守ってくれる人ですから」

「それは、もちろん。私の口は固いんだ」

　言って、ひかりは膝ひざ上うえにのせたチンチラの背をなでなでした。真っ白な毛玉っ娘こは、にぁー、と気持ちよさそうに鳴いて、新しい飼い主に甘えている。

　他ほかにも、たくさん猫たちがひかりの周りに集まってめいめいにくつろいでいる。

　……あんなに人間に怯おびえていた子たちなのに……もう、すっかり安心しきっている様子。

　たった数日で、ひかりは固く強こわばっていた猫たちの心を解ときほぐし、ばっちり仲良しになってしまったのだ。改めて感心した。本当によかったと心から想おもう。

「ああ、そうそう」

　ひかりはバッグをごそごそして、美み緒おに何か薄うすっぺらいものを手て渡わたした。

「……これは？」

「例のアニメを録画したＤＶＤだよ。数日遅れになっちゃったけど、一週遅れで観みるよりは、いいかなと思って。……先せん輩ぱいに直接渡そうとしたら、とぼけられちゃったからさ。……美緒ちゃんから、渡しておいてくれないか？」

「…………一緒に観ます、きっと」

　千ち夜や子こがどんな顔で、この宝物の受け取りを拒こばんだのか……

　きっといつもどおりの、無表情に違いないと思った。




　食べ物も飲み物もすっかりなくなり、『お花見会』も、そろそろ終わりに近付いたころ。

　シートの隅すみっこで寝ころがっていた美緒のそばに、かぐらがやってきた。

「……ふにゃ、かぐら姉さま？」

「妾わらわも人のことは言えぬが……おまえは隙すきあらば寝るなあ」

「猫ですからー」

　よいしょ、と起きあがり、どうやら酔よいも醒さめてきたらしい姉に問う。

「なにか、ごようじですか？」

「んー、いやな。ほれ、今日きようで──仕し舞まいであろう？」

　少々ばつが悪そうな微び笑しようを浮かべ、かぐらは言った。そう、彼女と約束したとおり、今日で人間世界の体験期間はおしまいになる。美み緒おも、ちょっと寂さびしげに笑う。

「……はい」

「ああ、ああ、まだ夜までには時間がある。別に答えを急せかすつもりはないのだ。……ただな、聞いてみようかと思うてな。……どうであった、人間の世界は？」

「……はいっ……とっっても、楽しいです」

　まず初めに、自然とその言葉が出てきたことが嬉うれしかった。

　美緒は回かい想そうする。七日前、初めて人間になったときのことを。

　最初に感じたのは、素す肌はだで感じる初春の夜風。人間には猫のような毛皮がない。

　ぴりぴりと突き刺さるような寒さにびっくりした。

　人間の身体からだは動かしづらく、においも嗅かぎづらく、視界もたよりない。

　慣れるまでは本当にたいへんだったな……と、いまとなっては懐なつかしく想おもう。

　初めて人間の言葉を喋しやべり、姉妹たちの名前を呼んだ。不ふ思し議ぎな感覚だった。いまでは人間の言葉で自然とものを考えているけれど、以前はそうではなかったのだ。

　このとき自分は、言葉のない世界を失ったのだと思う。

　かぐらから、人間になることについての意味を聞き、たんなる憧あこがれや好奇心で決めていいものではないのだと諭さとされた。




　──『人間になるということは「違う生き物として生まれ変わる」ということじゃ。良いことばかりでは決してない』




　その言葉の意味が、あのときは分からなかった。だけどいまならば、少しは分かる。

　人間を厭いとう山の猫ねこ又またたち──三毛猫の猫ねこ[image: ]しよう・かんなが心配してくれていたことの意味も。




　──『人の社会のしがらみの多さは猫のそれの比ではない。人が抱く感情の奔ほん流りゆうは、我われ等らのように穏おだやかで易やさしいものではない。──人の世では、猫として培つちかってきたものなぞ何一つ通用せんし、自由を本ほん懐かいとする我等の生き様とは本質的に相あい容いれぬ。猫のままで生きていれば縁えんのなかった悩みに、どうしても苛さいなまれることになろう』




　まったくそのとおりだったなと、いまはそう想う。

　人間として生きてきた日々は、たった一週間という短い期間であるにもかかわらず、美緒をいままでとはまるきり別の生き物として、造つくり替かえてしまった。

　人間をやめたいときには、記き憶おくを封じてやる──かぐらはそう言ってくれていた。

　そうでもしなければ、もう、元どおりの猫として生きていくことはできないのだ。

　いまにして想おもえば、かんなの言葉は、自らの実体験に基もとづいたものであったのだろう。

　人間が抱く感情は、猫のそれよりもずっと激しく、複雑で、ときに自分自身でも御ぎよしきれなくなってしまう。美み緒おを心配するあまり、あんなにも怒ってくれたかんなのように。

　あのとき美緒は、偉い大だいな先せん達だつに向かって、こう宣言した。

　自分の目で見てきます、と。

　そうして一週間、人間の世界を体験することになったのだ。

　この日から、美緒の人生が始まった。

　鈴りんと一緒に、お風呂に入った。猫だったとき、あんなに大嫌きらいだったシャンプーが、そうではなくなっていた。いい匂においが身体からだに残って、石せつ鹼けんでごしごしした身体は、爽さわやかで……風に吹かれると気持ちよかった。

　熱い湯船に肩まで浸つかると、天にも昇る心地ここちだった。

　湯上がりに飲んだコーヒー牛乳の甘さに感動した。

　初めて食べた人間の食事──箸はしが上手うまく扱えず、千ち夜や子こにからかわれた。

　あのとき食べたまぐろのお刺身と、肉じゃがの味は、一生忘れないだろう。

　初めておしゃれをして、人間というのは毛皮を取り替えられる生き物なのだと改めて知った。

　鈴と千夜子から『人間になった理由』を教えてもらった。

　山の高台から、初めての朝焼けを見た。

『人間の目』で見る、鮮やかに色づいた世界は、本当に綺き麗れいだった。

　そうやって、最初の一日が始まったのだ。

　二日目は、こっそりと学校に侵しん入にゆうした。黒猫のクロに案内してもらって学校にたどり着き、猫に変身して木に登り、姉妹たちが教室にいるのをじぃっと眺ながめていた。

　そのあと鈴に屋上でお説せつ教きようされてしまった。人間の『恋愛』について、会話をした。

「かぐら姉ねえさまは……れんあい、したことありますか？」

「んな、なにを言い出すんじゃ突然っ……!?」

　いきなり話を振られたかぐらは、何故なぜか真まっ赤かになってうろたえた。鈴と似たような反応だ。

　美緒はきょとんとして、ぺたんと両手をシートに着けてお座りした。

「いえ……なんとなくですけど……」

「わ、妾わらわの話など、どーでもいいわっ。いまはおまえの話を聞いているところであろうっ。──ほれっ、はよう続きを語らんかっ」

「は、はあ……」

　急せかされた美緒は、素直に頷うなずいた。

　人間の恋愛は、美緒にはよく分からないものだった。実のところを言うと、いまもあんまり分かっていない。なにせ人間は猫と違ってウソを吐つく。好きなのに嫌きらいと言ったり、想おもいをまっすぐ伝えられなかったりする。それが、とってももどかしくてめんどうだと思った。

　クロは、千ち夜や子このことが大好きで、千夜子もクロのことが大好きなのに──。

　あの次女は、自分の心にウソを吐いて、人間の恋人を作ろうとしていた。

　それが美み緒おには許せなくて、あの時はとってもぷんぷんした。

「……なんじゃと？」

「あっ……」

　言っちゃった。

「あのバカ娘、よりにもよって人間の男を作ろうとしたのかっ!?」

「いえあのっ……でも……すぐにお別れしましたから……」

　あわてて弁べん明めいする美緒。

　ぷりぷり怒っていたかぐらは「はぁっ……」と、不ふ機き嫌げんそうにため息を吐いた。

「まったくのう……相手が猫だろうが人間だろうが、猫ねこ又またの恋愛はろくなことにならん。おまえにも、できることならやめておけと言いたいが──こればかりはな。なるようにしかならぬ」

　苦にが々にがしい口調である。詳くわしく聞ける雰ふん囲い気きではなかったが、五百年生きている長女にも、どうにもならないことがあるのだなあ……と、美緒はちょっと驚おどろいた。

　このまま人間として生きていたら、いや、猫のままだったとしても。

　……わたしも、恋をすることがあるのでしょうか……？

　いまはまだ、分からなかった。楽しみでもあり、不安でもあった。

「それで──次はどうした？　学校にも、行ったのであろう？」

「はいっ」

　耳とシッポを隠かくし、学校に行けるようになったのは四日目のことだ。

　初登校日、美緒はかちかちに緊きん張ちようしてしまっていた。

「だけど……クラスのみなさんが、とってもよくしてくださって……」

　熱ねつ烈れつな歓迎を受けた。先生も、生徒たちも、みんな親切で優やさしい人ばかりだった。

　鈴りんも同じクラスで一生懸けん命めいフォローしてくれた。

「勉強には、ついていけそうか？」

「はい。ちい姉ねえさまやりんちゃんにも、あらかじめ教わっていましたし……大丈夫そうです」

　ただ、授業を受けているととっても眠くなってくるのは辛つらかった。

　眠くなっても我が慢まんしなくちゃいけないし、退たい屈くつでもお喋しやべりできない。

「毎日毎日宿題も出ますし……やらないと先生にこらってされちゃいますし……」

　いいことばかりじゃない。半日、ずぅっと座っていなくちゃいけないなんて、学生というのはたいへんだ……。ここ数日、それをいやというほど味わった美緒だった。

「我われ等らにも掟おきてはあるが、人が守らねばならぬ法やしがらみは、猫とは比ひ較かくにならぬほど多く複雑じゃ。気ままな自由を本ほん懐かいとする我等とは、相あい容いれぬ。──おまえには辛つらかろうよ」

「でも……かぐら姉ねえさま。学校で、人間のお友達ができたんです」

　それは、美み緒おがずっと望のぞんでいたことでもある。人間とお喋しやべりしたり、遊んだり、ときには喧けん嘩かしたり……そう、この数日で、分かったことがある。

「人間って、わたしたちとあんまり変わりませんよ？　ちゃんと、仲良くなれます」

「そうか。おまえは、そう思ったか」

「はい」

　にっこり。本心からの笑みを見せると、かぐらはもう一度、「そうか」と呟つぶやき、同じように笑みを返してくれた。

　ひかりと出会ったのも、その日が初めて。ひかりは鈴りんの三年前からの親友で、鈴と初めて友達になってくれた人間でもある。彼女は鈴が人間ではないことに気が付いていて、それなのに変わらず友達でいてくれた。それどころか、鈴の正体が他ほかの人間にばれないよう、様々なフォローをしてくれていたのだという。

　彼女は、とてもいい人だ。猫の中にも、あんなにかっこよくて真まっ直すぐな猫は、なかなかいない。

「人間とはいえ、妹たちの恩人に無ぶ礼れいな真似まねはできん。礼には礼をもって返さねばなるまい」

　人間嫌ぎらいのかぐらでさえ、そう言ってくれている。

「だがな、美緒。分かっておるとは思うが、すべての人間がああではない。中には目をそむけたくなるほど醜みにくい性根の人間もおる」

「はい……」

　同日、川に投げ棄すてられた子猫を見付けた。

　その子猫はとても人間に怯おびえていて、仲間を助けて欲しいと訴えた。

　人間の中には、とても悪い人がいる。それをこの目で、しっかりと見てきた。

　そして、それは一人だけがそうなのではない。美緒が見たのは、片へん鱗りんでしかないのだ。

「……そういう人間は、わたしが思っているよりもたくさんたくさんいて……わたしが想像もできないくらい悪い人間も、たくさんたくさんいて……たぶん、まだわたしが見ていないところにも、悪いものや、恐こわいものがいっぱいある……それが、人間の世界なんだと、思いました」

　怖い、と思った。山に棲すむ猫ねこ又またたちは、人間のことを怖がって、決して近寄ろうとはしない。

　その気持ちが、分かった気がした。

「幻げん滅めつしたか？」

「少し──いえ……かなり……です」

　正直に答えた。人間の世界は、決して天国なんかじゃない。姉妹たちから話を聞いて、憧あこがれて、想像していたものとは、かけ離はなれていた。上手うまく言えないのだけれど……

「思っていたよりきたなくて、思っていたよりも素す敵てきなところでした」

「成なる程ほど」

　かぐらは、のどの奥で笑った。

「実り多き日々であったようだな」

　人間は忌いま々いましい。人間なぞ大嫌きらいだ。常々言っているかぐらは、それ以上何も言わなかった。

「はいっ」

　──『妾わらわが聞きたいのはおまえの答えだ。おまえが決めた、おまえだけの答えだ、美み緒お』

　その言葉の意味を、改めて実感する。

　これは美緒が、自分で決めなければいけないことなのだ。

　人間になって一週間。楽しいことがたくさんあった。いやなところも、いっぱい見た。

　さあ、どうしよう？

　ふと、見上げれば桜吹雪ふぶきが舞まっている。

　はらはらと、雪のように舞い飛ぶ桜の花びら。

　人の目で見るその景色は、とても綺き麗れいで幻げん想そう的だ。

　視線を下ろせば、楽しそうな宴うたげの光景。大好きな姉妹たち。新しくできた人間の友達。

　そしていつの間にか、たくさんの猫たちが、美緒の周りに集まってきていた。

　飼い猫も、野の良ら猫もいる。色も種類も様々だ。みんな、みんな、美緒の大切な友達だった。

　人間になっても、猫に戻っても、変わらないものもある。そう思うと、嬉うれしかった。

　猫と人間、どちらがいいか──

「にゃー」

　結局のところ、たった一週間で、答えなんて出るわけない。

　けれど。少なくとも。美緒はいま、こう想おもう。




　明日あしたも明後日あさつても……みんなと一緒に、人間やっていたいなぁ……。




　それが人生七日目の、東雲しののめ美緒の結論だった。





おしまい












　あとがき




　伏見つかさです。本書『ねこシス』を手にとっていただきまして、ありがとうございました。

　本書は、「電撃文庫MAGAZINE」に連載されていた作品に一部修正を加えたものです。

　実は、現在進行中のシリーズ『俺の妹がこんなに可愛かわいいわけがない』のプロトタイプ的な位置づけの作品でもあります。

　そもそも本書の原稿を書いていたのが、二〇〇七年の秋～冬ごろでして。

　本来は筆者が一年ぶりに発表する新シリーズとして、二〇〇八年夏ごろに文庫化する予定だったのです。〝だった〟というのは、そうはならなかったという……意味で……。

『俺の妹～』でイラストを担当してくださっているかんざきひろさんも、元々は『ねこシス』のイラストを描いていただくために、担当編集氏が、『世界一可愛いネコミミを描く人』というコンセプトで探してきた人だったんですよ。

　それがまあ、色々とありまして。

　新企画『俺の妹がこんなに可愛いわけがない』が立ち上がり──設定やキャラクターの一部が継けい承しようされることになりました。あちらのシリーズとよく似たキャラクターが出ていたり、男の子に○○バレするシーンがあったりするのにはそういった理由があります。

　雑誌連載版を読んでくださった人の中には、『俺の妹～』に出てくるこいつと『ねこシス』のこいつは同一人物に違いないとか、世界観が繫つながっていてこの二人には血縁関係があるのだろうとか、いわゆるスターシステムではないかとか、そういった読み方をしてくださる人もいらっしゃるようです。

　この『キャラクターの継承』は、あくまで『俺の妹～』を面白くするためにやったものでしたから、『ねこシス』を読んでくださった方がポジティブに、『スターシステム的な面白さ』を感じていただけていると知って、本当に、良かったです。

　様々な事情に翻ほん弄ろうされてきた本作ですが、ついに皆様へお届けすることができました。

　担当編集の三み木きさん、小こ原ばらさんには今回も大変お世話になりました。ありがとうございます。

　最後に。

　本作は、ほんわか優やさしいお話を目指したものです。

　楽しんでいただけたなら、嬉うれしいです。





二〇〇九年八月　伏見つかさ
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伏ふし見みつかさ

小学生のころ、家で飼っていた猫に手間暇かけて大きく育てたクワガタを喰われて以来、猫は苦手です。見た目は可愛いので猫画像を集めるのは好きです。
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イラスト／かんざきひろ

イラストレーター兼アニメーター。１９７８年生まれ。本業の傍ら、海外でレコードをリリースするなど音楽活動もこなす何でも屋状態の変な緑色の生物。
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